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　エネルギー０。

　タンパク質０。

　脂し質しつ０。

　炭水化物０、と書いてあった。

　こんなもん、飲む意味があるのか？　と緑茶のペットボトルを光にかざしながら思った。

　だけどふと、美術準備室で隣となりに座っている多た摩ま湖こさんを見やって、彼女が窓からの光に包まれながらペットボトルを傾かたむけ、中身の天然水的な液体を飲み干す姿を一部始終眺ながめると、ああ、価値あるわとその光景に容た易やすく説得されてしまった。と、その多摩湖さんが俺の視線に気づく。

「どしたの？　もう飲んじゃったよ」

　空のペットボトルの先せん端たんを俺の口もとに傾けてくる。俺はそのペットボトルから目の焦しよう点てんをずらして、曖あい昧まいに笑う。肌はだを蠢うごめかせると、滲にじんでいた汗あせが伝うのを感じてむず痒がゆくなる。

「多摩湖さんは社会にとって便利すぎるなーって」

「何よそれ」

　多摩湖さんは頬ほおの肉が溶とけたように笑えみをこぼし、また手もとの本に視線を下ろす。動作の度たびに、藍あい色いろの混じったような長ちよう髪はつが肩かたから流れて、夜風が吹ふいたような冷れい涼りようと静せい寂じやくを錯さつ覚かくさせる。

　俺は自分の読んでいた漫まん画がから目を逸そらし、そっと、多摩湖さんの横顔を盗ぬすみ見る。

　如い何かにも年上な、包ほう容よう感溢あふれる口もと。如何にも大人のおねえさんの素質十分な、落ち着いた目もと。如何にも良い成長期を過ごしてきたと思おぼしきその『出るトコだけ主張し、残りは控ひかえめ』という塩梅あんばいが完かん璧ぺきな体型。流れる汗さえも、ただ拭ふき取られるだけでは勿もつ体たいなく思えるほどだ。

　この世に生を受けた理由が『素す敵てきな先せん輩ぱい、もしくはおねえさんの立場を務める為ため』と言わんばかりにおねえさんキャラである、パーフェクトな多摩湖さん。

　俺はそんな多摩湖さんと二ヶ月前から付きあっている。だが真まことに残念なことにバカップルではない。電話も週一ぐらいだし、学校に通うときもペアルックは不可能（当たり前だ）。未いまだにお互たがい、下の名前では呼びあわないし手を握にぎったことさえない。本当に付きあっているのか？

　しかも多摩湖さんは俺より二つ年上だが、下級生だ。高校に入ったら同級生だったことに驚おどろき、しかも一年後に学年を追い抜ぬいたことにも呆あきれた。現在は誕たん生じよう日びを迎むかえて、十九歳さいの高校一年生なのである。恐おそらく学年最年長の生徒だろう。

　このままだと、成人式に学校の制服で出席出来ることになる。高校二年生の俺にとって年上ではあるけど学年が下で、だから呼び方に悩なやみ結局、同学年の生徒みたいにさん付けで呼ぶことで落ち着いている。違い和わ感が酷ひどいけど。

　だけど多摩湖さんは可愛かわいいので、取り巻く色々な問題など俺にとっては何も気にならない。

　バカップル違ちがうよ。

　今日は一学期の期末試験期間が終わってから数日後の放課後。梅つ雨ゆ明け直後から早さつ速そく、記録的な温度の真夏日が到とう来らいしていた。廊ろう下かを歩く足音は既すでに聞こえないが、遠くから音楽部の活動や、美術部の生徒が大声で雑談を交かわしている様子が耳を介かいして伝わってくる。

　俺と多た摩ま湖こさんは、誰だれも使わず物もの置おきと化している美術準備室という小さな部屋で、卒業生が残した得体の知れない美術作品と、古臭くさい粘ねん土どの臭においに包まれながら読書に耽ふけっていた。

　俺たちはこの美術準備室を中心に活動する『カードゲーム研究会』の会員二名である。無論ながら学校側がわには非公式。放課後にお金がなくて退たい屈くつなとき、学校で過ごせるようにと多摩湖さんがこの準備室を発見したとき（ついでに部屋の鍵かぎを職員室から盗ぬすんできたとき）、偶たま々たま持っていたのが『世界のカードゲームの遊び方』だったからこの集つどいをそう命名した。

　研究会といっても、活動にカードゲームが含ふくまれる機会は非常に少ない。休日ともなれば映画を見に行ったり、多摩湖さんに連れていかれた謎なぞのマッサージ屋で骨をこの世のものと思えない音で鳴らされたりして、むしろカードの関係あるときの方が珍めずらしいぐらいだった。

　準備室にはトランプ、花はな札ふだ、ＵＮＯ、それとタロットカードが一応、用意されてはいる。手て垢あかがついているのはトランプぐらいだけど。研究の成果はまるで挙がっていない。

　今のところ、この準備室は小こ粋いきには程ほど遠とおいけど二人でダラダラする為ための空間、といったところだ。

「「うー……」」

　エアコンの稼か働どう音を真ま似ねるように、俺と多摩湖さんが揃そろって鳴く。嫌いやなデュエットである。

　俺や多摩湖さんは学校側にとって帰宅部所属の生徒でしかない。だから見回りで発見されないように、戸を閉め切っているわけだが……暑すぎる。体感温度では四十度超こえているだろう。

　窓は開けると蝉せみがうるさすぎて多摩湖さんが発はつ狂きようするので、閉めっぱなし。

　しかも今日の多摩湖さんは何をとち狂くるっているのか、夏服（なぜか学校の昔の制服を着ている。たまに着てくるけどどうしてだろう）の上からモコモコに様々な衣服を着こんで、首には薄うす手でのマフラー、頭にはニット地の帽ぼう子しを被かぶり、手て袋ぶくろ装備に加えて普ふ段だんはかけていない眼鏡まで鼻の上に載のせていた。着き膨ぶくれしすぎて、抱だき枕まくら多摩湖さん（小売価格：誰が売るか！）といった風ふ情ぜいを醸かもしている。

　中身である本人は熱によって朦もう朧ろうとした頭と目を左右に転がすように振ふりながら、暴雨より流れいく汗あせをハンカチ（本日四枚目）で拭ぬぐって今も耐たえ忍しのんでいる。

　先さき程ほど、脈みやく絡らくなく『みーんみーん、いやいや似てない、ぶぅぃーん、ぶぅいーん、いやいやなんか変、うぅむいーん、うぅむいーん』と外から入ってくる蝉の鳴き声の真似を追求し始めていたから、限界は近いだろう。

　羊毛を刈かる人たちに遭そう遇ぐうしないことを祈いのるばかりのそのモコモコ具合について、初見時の感想として『我が慢まん大会の練習？』と尋たずねたが、多摩湖さんは不敵に笑うばかりだった。

「黄鶏かしわ君」

　その多た摩ま湖こさんが俺の名字を口にする。字じ面づらの所せ為いか、周囲に勝手に広まった俺のあだ名は『チキン』だった。不本意だが、名字故ゆえに親に文句をぶつけることも叶かなわない。

「はい？」

「暑いねぇ」

「そッスねー」

「暑いー」と多摩湖さんがだれる。机に上半身を預けて、うだーと、とろけるチーズみたいにへばりつく。

「じゃあ脱ぬいだらいいのに」俺は至し極ごくもっともな意見を口にしてみる。

「うん……」

　多摩湖さんが机に突つっ伏ぷして、顔を二にの腕うでにくっつけたまま、長ちよう髪はつに紛まぎれたその右眼球で俺を見据すえる。茹うだるような熱気の影えい響きようか半はん眼がんとなり、夢見心ごこ地ちのような目つきになっていた。

「服を脱ぐ……ということで脱だつ衣いポーカーでもする？」

「……しません。普ふ通つうに脱ぎなさい」

　俺は多摩湖さんが昨日、某ぼうスタンド漫まん画がの二十三巻を読んでいたことを知っていた。そして今、明らかに脳みそが常温の場所で保管されていないことも理解している。

　よって今の発言を真まに受けて『だだだだだだつ、だつい？　脱だつ臼きゆうポーカーの間ま違ちがいじゃなくて？』なんて猛もう暑しよで気が触ふれたような反応を見せると、こっちが恥はじをかくだけだきっとそうだ。

　今の多摩湖さんは限りなく酔よっぱらい的なのだ。……でも、脱衣ポーカー。マジか。夢ゲームじゃないか。冷静に考えると『是ぜ非ひやりましょう』がベストアンサーじゃないか。

　でも俺と多摩湖さんはバカップルじゃないからなぁ、そこが踏ふん切ぎりつけられない悩なやみどころだ。俺はまだ多摩湖さんの水着姿さえ拝んだことがないんだぞ。

「でもさぁ、ただ脱いでも面おも白しろくないからさぁ」

「いや俺は十分に堪たん能のう出来そうだけど」

「何か言った？」

「いーえ何にも」

「で、面白くないからさぁ」

「はいはい面白くないから？」

「やっぱ脱衣ポーカーに行き着いちゃうなぁ」

　多摩湖さんの目が、髪かみの奥で歪わい曲きよくする。品良くいやらしく笑っておられるのだ。

　どうやってだ、と俺は漫画を扇せん子す代わりに、口もとを覆おおうようにしながら嘆なげく。脱衣ポーカーって、ようは野や球きゆう拳けんみたいなものだよな。

「そんなにしたいですか脱衣ポーカー」

　普通、提案する性別が逆ではないですか。でも俺が脱衣ポーカーを多摩湖さんに迫せまったらまごうことなきセクハラだしなぁ、合法の線を守るなら相手から提案して貰もらうしかないのか。

「是ぜ非ひとも」多た摩ま湖こさんは『当然よ』とばかりに柔やわらかく微笑ほほえむ。

　俺は多摩湖さんが昨日、某ぼう短編集の武装ポーカーを読んでいたことを知っていた。

　そして今いま更さらながら、多摩湖さんが脱だつ衣いポーカーなる遊ゆう戯ぎをマジで提唱していることを知って、場ば違ちがいかつキ○○○な服装の理由を察する。

「ひょっとして今日はその脱衣ポーカーやる為ためにそんだけ色々着こんできたとか？」

「如い何かにも！」

　とびきりの、年長者笑え顔がおで爽さわやかに俺の推すい察さつを肯こう定ていした。滴したたる汗あせがスポ根ものチックに輝かがやきを増す一方で、俺の頭ず蓋がい骨こつは痺しびれに苛さいなまれていた。

　薄うす々うす感づいてはいたけど、多摩湖さんって、馬ば鹿か？

　いや、世間公こう認にんのお馬鹿さんだから、三度の留年を経験するんだろうけど……。

　うちの高校の留年は三年が限界だから、もう後がないぞ多摩湖さん。

　その知的な顔立ちという造形が、如何に内面を物語っていないかを悟さとる。

「大体何なんですか脱衣ポーカーって」

「いやだからチップの代わりに脱ぬいだ服を上乗せしていくの。単純じゃん」

「それ、俺が不利じゃん」

「黄鶏かしわ君は今まで涼すずしげな格好して有利だったじゃないかー！」

　え、勝手に厚着して来ていることの正当性を訴うつたえてきている。熱で脳がピーパッパ状態なのか、目を回したままハイなテンションを維い持じする多摩湖さんは木製の背もたれもない椅い子すから飛び上がり、「はいはいはい！」と手をパムパム叩たたきながら準備室の中を歩き回る。

「おおぅそうだ、トランプの用意」やるべきことをようやく思いだしたらしい。ずったずったと、踵かかとを踏ふんだ状態の上うわ履ばきを間ま抜ぬけに鳴らしながら多摩湖さんが準備室の木製の戸と棚だなに飛びつく。戸棚に収められていた美術教本は全すべて撤てつ去きよされて部屋の隅すみに置かれ、代わりに多摩湖さんや俺の持ち寄った本類、そしてトランプ類が収納されていた。汚よごれて薄うす曇ぐもりになっている硝子ガラスの戸を開いて、多摩湖さんがトランプを取りだす。ああ、あれでやるのか……カードが何枚か日に焼けて、裏面が黄色く変色しているんだよなぁ、あれ。

「って、ホントにやるのかよ！」

　なんでこんなにやりたがってるんだろう。もしかして思いつきを試ためしたいだけかな、大体普ふ段だん通りに。

「もっちろん！　今日はこれ以外、なーんの楽しみもないと信じて生活してきたもの！」

　どんな素す敵てきに我が道を行き過ぎな思い込みなんですか、それ。

　多摩湖さんがパイプ椅子を「ずざざー！」と駆かけ足あしで押して、俺と対面する位置まで持っていく。そして表面がべたべたと粘ねばついたテーブルを挟はさんで、対たい峙じする。

　既すでに多摩湖さんの顔は蒸気の臨界点を迎むかえて、放ほうっておけば熱射病となって不戦勝でも拾えそうになっている。だって頬ほおが赤いのに目の下は青いんだもの。

　それでもご機き嫌げんにカードをシャッフルし始めながら、多た摩ま湖こさんがニッコリと微笑ほほえむ。その笑顔は、小学生の頃ころから俺に向けるものと変わりなくて……だから、こう、堪たまらないのだ。

「ちゃんと考えてきた特とく殊しゆルールもあるから心して聞いてね」

　多摩湖さん曰いわく、「徹てつ夜やで考えたのむっはー！」だそうで。

「……はぁ」

　外見はあくまで呆あきれながらを装よそおって格好つけてしまう。だけど目立った拒きよ絶ぜつの意志は表に出さずに、脱だつ衣いポーカーが始まるのを、固かた唾ずを呑のんで待ち侘わびている。

　これが俺の譲じよう歩ほ出来る、欲望の露ろ出しゆつの限界だった。

　自意識過か剰じような高校生に、これ以上の喜びようを期待するのは酷こくというものだ。

　しかし内心、諸もろ手てを上げている自分がいるのも事実で。

　むしろ踊おどっていた。降って湧わいた幸運に対して、地方の伝統にありそうな何とか祭りを皆みなさん（全員、俺の仮面をつけて）踊り狂くるっている。動画を倍速再生しているような機き敏びんさだった。

「気味悪ぃ……」かけがえありすぎな俺である。

　……ということで、今日の放課後は脱衣ポーカーで盛り上がることにした。

　こんな一言で片付けていいものだろうか、この事態。

　桃もも色のフォントで勇ましく胸の中を踊る『負けられねぇ』の文字を逞たくましく感じると同時に、ちょっと泣きそうになっている自分もその隣となりにいるのであった。

「じゃあ、ルール説明するわね」







　多摩湖さんと初めて出会ったのは、俺が小学校四年生のときだった。

　当時、多摩湖さんは小学六年生。だけど最初、子供会で見かけたときは中学生じゃないのかと見間ま違ちがえるほど、俺の目には大人びて映った。案の定、後日見たときの赤いランドセル姿は似合わなかった。ついでに言うと、黄色い帽ぼう子しもアンバランスで、そちらは何ど処こか可愛かわいらしかった。

　当時は背せ丈たけの差も相まって、萎い縮しゆくするばかりだったけど。

　多摩湖さんはその年に、地方から引っ越こしてきたらしい。俺の家とは自転車で十五分の距きよ離り。コンビニより遠く、本屋より近い。学区は一いつ緒しよで、通う小学校も同じだった。ただ学年が二つ違うし、家も微び妙みような距離感を伴ともなっていて、顔を合わせること自体が稀まれだった。

　子供会の関係で公民館に集つどって、そこで一緒に卓たつ球きゆうしたのが、多摩湖さんと遊んだ唯ゆい一いつの記き憶おくになっていた。

　この高校に入学して、一年生の教室で再会するまでは。

　憧あこがれのおねえさんの眼まな差ざしや物もの腰ごしそのままに、多摩湖さんは悠ゆう然ぜんと教室の椅い子すに座っていた。先に相手の顔に気づいたのは俺だが、声をかけたのは多摩湖さんだった。俺は最初、その女の子は多摩湖さんによく似た妹とか誰だれかで、まさか本人だとは思いもよらなかった。

　そして多た摩ま湖こさんが俺のことを覚えていたのにも、驚おどろきが連続していた。

　教室一いつ緒しよ何な故ぜですかとカタコトに質問する俺に対し、色々あって二回留年した、と多摩湖さんは穏おだやかに身の上を説明してくれた。説明になっていないが、俺は当初から、深く追つい及きゆうする気がなかった。その時点では、深入りする意味を見みい出だせなかっただけだ。

　そして同じ教室で一年間を過ごして……気づけば多摩湖さんはまた留年を重ねていた。本人は「あれれー？」と某ぼう少年名めい探たん偵てい風に首を傾かしげていたが、俺は呆あきれて物も言えなかった。

　多摩湖さんは嫌いやなことがあると、すぐに逃とう避ひというか旅に出る癖くせがある。一年間でそれを知った。しかも垣かき根ねの越こえ方かたが凄すごい。『登校中、飛んできた蝉せみが顔に張りついた』の時点で放ほう浪ろう決定である。そうして数日間帰らずを繰くり返し、出席日数不足による留年を重ねてきたのだ。

　多摩湖さん曰いわく旅に出る癖は『高校入ってから身に付いた』そうだ。

　しかし俺は多摩湖さんのその過去に対してまったく興味がなく、こうして今、二人で楽しく過ごせればそれで十分なのであった。

　だってその過去がなければ、俺は多摩湖さんと再会して付きあうことにならないのだから。

　……さて。

　最初に確かく認にんしたところ、多摩湖さんは下着含ふくめて十六枚、俺は靴くつ下した含めて五枚。これが初期チップだ。チップは支払はらうときに無論、脱ぬいでテーブルに置く。

「基本は普ふ通つうに遊んできたポーカーね。五枚手札を取って交こう換かんしてー、のアレ」

「交換出来る回数は？」

「お互たがいに一回ずつ」

「なるほど」

　そして互いの手札を場に出して……って、ちょっと待て。

「勝ち取った服はどうするつもりで？」

「勿もち論ろん着るのよ」

「え、あの、多摩湖さんの制服……ぶっちゃけ」下着も、と口にしかけたが俺は現実から逃避した。「スカートも？」「いえーい、黄鶏かしわ君美人」多摩湖さんの手の中でジョーカーが笑う。

　じゃねえよ。

　俺→多摩湖さんはいい。だが多摩湖さん→俺の装着は頂けない。それは犯罪です。

　その姿を教師に目もく撃げきされたら俺だけ停学を味わいかねない。脱だつ衣いポーカーの件を口にすれば多摩湖さんも停学……どころかいい加減自主退学に追いこまれそうだな、この人。

　服を着てもヤバイ、服を脱がされてもヤバイ。袋ふくろ小こう路じのようなポーカーだ。しかも、勝ち取った服を着こむということは、この準備室でユデダコか焼けた餅もちみたいになっている多摩湖さんと、同状態に俺が陥おちいる可能性もあるってことだ。

　カードを混ぜ終えた多摩湖さんが、重ねたそれをズイッと俺の前へ差し出す。

「イカサマがないかチェックしていいわよ」

「いや別にいーっすわ。多た摩ま湖こさん信じてるし」

「しーなーさーいー！」

　ムーッと唇くちびるを曲げて、駄だ々だっ子こに『ごっこ』を要求される。せっかくさらりと良いこと言ったのに。俺はカードを半分取り、下半分を持ち上げてその上に載のせる。多摩湖さんご満まん悦えつ。

　そしてカードを一枚ずつ、自分と俺に交こう互ごに配りながら多摩湖さんが説明を始める。

「これは特別ルール」

　ピッと、裏面を見せたカードを人差し指代わりに立てて、多摩湖さんが自信満々に言う。

「この脱だつ衣いポーカーでは服の代わりに、自分の秘密を賭かけることも出来るの」

「……それはどういう意味で？」微び妙みように嫌いやな予感がした。

「私も黄鶏かしわ君も、相手に秘密にしていることがきっとあるの。その白状を、服の代わりに賭けることが出来るわ」

　熱気に埋うずもれそうになりながらも、ニヤニヤととびきり楽しそうな笑え顔がおを崩くずさず見せつけてくる多摩湖さん。その顔が確信犯すぎるので、思わず頭の中の文章をそのまま口にしてしまう。

「ひょっとして、俺に多摩湖さんへの内ない緒しよを大暴ばく露ろ大会させる為ためにこのゲームを？」

「いやいや、黄鶏君を脱ぬがしてみたいだけ。あーれーお戯たわむれをーって」

　あんたはお殿との様さまですか。配役交代しろ（この発言は熱の所せ為いです）。

　多摩湖さんはへらへら笑っている。怪あやしいのに嘘うそをついている顔ではないと思わせる、不思議な塩梅あんばいであった。

　俺は先さき程ほどから美術部の喧けん噪そうや、音楽室からの演奏が遠とお退のいていることに気づく。それなのに何かが空から流れ落ちるような、蝉せみの鳴き声だけは何ど処こにも逃にげようとしない。

　二週間前、準備室の窓を開けていたら蝉が入りこんできて多摩湖さんが『いーざスースーメーヤー！　ヤーヤーヤー！』と一方的な死し闘とうを繰くり広げていた様を、ふと思い返す。

「でもなんで脱衣ゲーム？　そこだけが理解出来ない」

　多摩湖さんが読んだ漫まん画がの影えい響きようでポーカーをやりたがっているのは分かるけど。そして恐おそらく、それが動機の全すべてであることに薄うす々うす気づいてはいるけど。

「え、」と多摩湖さんの目が泳ぐ。挙動不ふ審しんな態度。ただそれは裏を探さぐられると困る、といった狼ろう狽ばいではなく『思いつきだからそんなに深く突つっこまれても困っちゃう』な困こん惑わくだと、俺は多摩湖さんを観察してきた経験から察した。多摩湖さんの提案はいつも突とつ発ぱつ的だし。

　この間は旅に付きあえって、午前一時に電話で誘さそわれたしなぁ。

「え、なんていうかー……そう！　黄鶏君と私の付きあい方は、熟じゆく練れん度が不足している気がするの」

「熟練度って……」つまり今は称しよう号ごうが『付きあい始め』で、第二段階の『青あお臭くさいカップル』でも目指そうぜってことだろうか。その架かけ橋はしが脱衣ポーカーってどんな経験値の積み方だよ。

　大人の階段っていうか崖がけじゃん、登ってるの。しかも行き先が自殺の名所とかっぽい。

　多た摩ま湖こさんは目を洗せん濯たく機のように回し、汗あせを締しまりきらない蛇じや口ぐちのように垂たれ流しながらも、口と舌を扇せん風ぷう機のように回転させる。

「つまり親しん睦ぼく会的な効果を狙ねらっての脱だつ衣いなのよ」

「いわゆる、裸はだかの付きあいってやつですね！」俺は身を机に乗りだして何を言っているのだ。

「そうそう！」

　わははは、と意気投合した笑い声をあげて盛り上がる。

　お互たがいに、自分の発言に対して五秒後ぐらいに後こう悔かいが押し寄せた。

　無言のままゲームの参加料として差しだしたチップは左足の靴くつ下した。多摩湖さんは右ソックス。多摩湖さんは右の裸足はだしを掲かかげてその指先を俺に見せつけながら、ご不満を述べてくる。

「黄鶏かしわ君せこい」

「多摩湖さんもだよ」

「卵が先か、鶏にわとりが先か……」

　哲てつ学がく的なことを述べた雰ふん囲い気きを出してごまかしにかかってきた。今の言葉は多摩湖さんが日ひ頃ごろからよく口にしていて、恐おそらく自分と俺の名字について面おも白しろがっているだけだろう。

　手札を見る。

　俺に配られたカードはダイヤの８、Ｊジヤツク、２、スペードの６にハートの５。手役なし、ブタだ。ダイヤを二枚揃そろえてフラッシュでも狙ねらいたいところだけど、そう上う手まくいくかな。

　どっちにしてもダイヤ以外の二枚を交こう換かんすればいいのか……降りるという選せん択たく肢しもあるけど、ここは冷静にチップ数を考えてみよう。多摩湖さんが参考にしているポーカーは、魂たましいとか賭かけたりするアレだろう。となればゲームから降りなければチップが最低三枚必要ということだ。俺も多摩湖さんの参考文ぶん献けんから引用してみた。そして俺のチップ（衣服）は五枚。ゲームに一度負ければ、引き延ばしても三回戦以降は全ぜん裸らの上に秘密暴ばく露ろというトラウマゲームが待ち受けている。今か次、どちらかで絶対に勝たなければいけない。

　手札を睨にらみながら、思考が渦うずを巻く。このゲームを降りて次で勝負するか、それとも続行か。

　ああ、くそ。蝉せみがうるさい。注意力が熱気と垂たれる汗にもぶちゃぶちゃと、足あし下もとを奪うばわれる。

「いいカードがいったのかな？」

「そんな顔に見えます？」

「お、ポーカーフェイス。私も表に出さないように頬ほお肉にく引き締めないと」

　チップ数で圧あつ倒とう的有利にある多摩湖さんだが、その声こわ色いろとは裏腹に、顔には余よ裕ゆうがない。夏場の脱衣ポーカーは、富める者さえその暑さに追い詰つめられるのだ。

「さぁ、ゲームの時間だ」

「それ、なんか少年漫まん画が雑誌で聞いたことあるフレーズですね」

「ふふふ。黄鶏君に、脱衣ポーカーの心理戦ってやつを教えてあげる」

　不敵に微笑ほほえみながら、多摩湖さんが自分の服装を確かめるように一いち瞥べつする。それから、

「カードチェンジ、私からでいい？」

「いいですよ」多た摩ま湖こさんに対する言葉は、偶たまに丁てい寧ねい語が混じる。

「じゃ、私は二枚チェンジ。コールよコール！」

「よく分からないけど取とり敢あえず言ってるでしょ、そのコールって」

　俺も全く詳くわしくないけどさ。

　五枚のカードの中央とその隣となりにある二枚をピッと、テーブル中央に指で弾はじく。このポーカーでは、その破は棄きしたカードが何であったか公開されないようだ。一対一だし毎回カードシャッフルするだろうから、情報としてそれほど重要ではないのだけど。あ、でもダイヤのカードが捨ててあったら、今の俺の場合は参考になるか。

「あれ、多摩湖さんのチップは？」

　ズバリ、俺の予想では左のソックス。そして受け立つ俺も靴くつ下したの残り。

「あ、それなんだけど」多摩湖さん、心なしか熱による赤み差しを増す。ソックスを脱ぬぐことを恥はじている様子ではない。鼻の上や、眉み間けん付近まで羞しゆう恥ちの赤が灯ともる。

『もう、ほんと仕方のないコだ』と大人のおねえさんが困り果てながらも、後こう輩はいの無茶なお願いを渋しぶ々しぶ受け入れたときのような、目を瞑つぶりがちの表情で多摩湖さんが席を立つ。

「黄鶏かしわ君、ちょっとそのまま、正面向いていてね」

「……？」多摩湖さんが手札を机に置いて、準備室の入り口の方へ歩きだす。目で追いかけようとしたら「正面よろしく！」と首の向きについて必死な指示を出された。なんだなんだ、と仕方なくテーブルと無人の椅い子す相手に睨にらめっこを展開する。「イカサマとかしないように」一応、そんな釘くぎを刺さしてみる。

「しないってば。んと……モコモコで、難しい……」何か、準備室の入り口付近から音が聞こえてくる。衣きぬ擦ずれのような艶なまめかしい音も混じっていて、首の固定が甘くなりそうになる。

「振り向いたら黄鶏君を絞しめる」

「それは名前的な意味で？」

「カシワ的な意味で」

　く、食われる。多摩湖さんの体内で血肉となって駆かけ巡めぐる想像をして、吐はき気けを催もよおしながら待った。やがて、もぞもぞが終わる。

「お待たせ！」

　意気揚よう々ようと小走りで、机を回りこむ多摩湖さんの持ち物に、度ど肝ぎもを抜ぬかれる。

　釣つり師しが『大物だー！』と自じ慢まんの獲え物ものを片手にぶら下げて海から凱がい旋せんするように、多摩湖さんの手に握にぎられていたのは主に胸部を保護する女性用下着だった。……薄うす緑だった。

　俺は視力が標準以下であることをこんなに呪のろった日はない。細部まで眺ながめられないぞ！

　いやそんなことに憤いきどおっている場合じゃなくて、この人の行動についていけない。

「私はチップとしてこのブラを賭かけるゼ」

（二つの意味で）なんかイッチャッテル多た摩ま湖こさん。ぱさりと靴くつ下したの上に下着を落として、胸むなもとを腕うでで隠かくすように覆おおいながら、椅い子すに座り直す。置かれた手札を拾い上げて、多摩湖さんは俺の狼ろう狽ばいを面おも白しろがるように口こう端たんを歪ゆがめる。そして俺の手の内を探さぐるような上うわ目め遣づかい。
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「下着、って……って！」こっちは手札など見ている場合ではない。

　何という欲望に直結した心理戦を展開してくるんだ。恐おそるべし多摩湖さん。ていうか多摩湖さんの下着、下着の多摩湖さん。しかも今まで身に着けていた下着。目玉がゴロゴロする。

　美術準備室の、隠いん居きよして枯かれたお爺じいさんみたいな風ふ情ぜいのテーブルに、靴下二つと下着が一つ重なって置かれている構図は、猛もう暑しよによって生まれた陽炎かげろうより実体の伴ともなわない風景だ。

　多摩湖さんが背景に背負う窓を貫つらぬき、じりじりとした光が俺の眼球と思考を焼く。

　ここで勝てば、多摩湖さんの下着を戦利品として……いやいやいや！　待たれぃ！

　この勝負に、勝ったら、俺はこいつを、何ど処こに、装着しろって、言うんだ。

　何処に着けても下着泥棒と変質者の二に択たくしか存在しないじゃないか！　お腰こしに着けたキビ団子の代わりに下着を差しだしても、犬いぬ、猿さる、雉きじは俺を桃もも太た郎ろうさんと認めてはくれまい。

　頭がピーチ野や郎ろうとは認にん識しきされるかも知れないが。

「ふっふっふ。勝てるかな、黄鶏かしわ君。それともフォルトかね」

　多摩湖さんが脚あしでも組んで机に載のせかねない勢いで勝ち誇ほこってくる。これが脱だつ衣いポーカーの心理戦だ、とばかりに。確かに、これは思い悩なやむ。負ければ失うばかりだが、勝っても俺は大事なものを失いかねない。というか脱だつ衣いポーカーでは女性の方が武器多くないか。

　さすがに一晩考えただけあって、このポーカーを熟じゆく知ちしている。多た摩ま湖こさんのことだからポーカーに備えて、下着も二、三枚は常備している可能性だってあるぐらいだ。

　この脱衣ポーカーは普ふ通つうと違ちがう価値観でチップを賭かけるゲームなのだろう。チップが皆みな同じ規格というわけじゃない。眼鏡とスカートじゃあ相手に渡わたる意味が違う。

　こうなってはこちらも、下着を脱ぬぎ捨てて机に……難しいぞ、それは。

　とかく羞しゆう恥ち心しんが邪じや魔まをしてしまうのだ。

　どうする、ここは諦あきらめてゲームを降りるか？

　いや駄だ目めだ、ここで退いても次のゲームでもう一度、下着を出されるに決まっている！

　俺はここでこの試練を乗り越こえるのだ！

「俺は引かないぞ！」

「えー！」

「勝ってその温ぬくもりを直じかに感じてやる！」

　熱血漫まん画がの宣言風に勢いで発言の問題部分を有う耶や無む耶やにしてみようと試みた。

「黄鶏かしわ君が壊こわれがち！」

　無理でした。多摩湖さんどん引き。秘密を賭ける以前からエライ心理を暴ばく露ろしてしまった。恥はじ隠かくしに勢い良く右靴くつ下したを脱ぎ、チップとしてテーブルへ。「そしてカードを二枚チェンジ！」

　スペードの６とハートの５を弾はじき出し、ドロー！　と内心で叫さけびながら二枚のカードを中央の山より引く。とんがれ、とんがれ！　ってそりゃブラックジャックだったか？　と雑念に気を取られながら手に取ったカードを戦せん々せん恐きよう々きよう、確かめる。ダイヤのＡエースに……ハートのＪジヤツク。

　出来た役はＪのワンペアだった。色が同じ赤なので、どうにかこのハートをダイヤに偽ぎ装そう出来ないものかと知ち恵え熱ねつ気味の頭を振ふり絞しぼって手札と睨にらめっこしたが、時間の無む駄だと悟さとった。

　ここは多摩湖さんの心理の流れを推すい察さつするべきだ、ポーカーらしく。

　今の多摩湖さんの表情からそれを読み取っても『あついよー』ぐらいしか出てきそうにないので、ここまでの行動から考えてみよう。

　まず人ひと柄がらを考こう慮りよして、自分の下着が俺の方へ流れるのを甘んじて受け入れる多摩湖さんじゃないだろう……多分。今はこの熱気の所せ為いで脳みそのネジ具合が心配なのは唯ゆい一いつの気がかりだが、それはさておき。

　つまり多摩湖さんが下着を賭けるということは、手札が余よ程ほど良かったか、それとも俺をゲームから降ろさせる作戦のどちらかだ。そして多摩湖さんは手札を二枚交こう換かんした。初期の手札で残したのは三枚だから、その時点でスリーカードは成立していた可能性がある。

　だが、カードをチェンジする際の捨て方が妙みようだった。多摩湖さんはカードを中央と、その隣となりから一枚捨てている。人間は麻雀マージヤン然しかりトランプゲーム然り、手札や手て牌はいを綺き麗れいに揃そろえる癖くせがある。多摩湖さんの最初の手札でスリーカードが成立しているなら、右か左を始めとして真ん中、三枚目までは揃そろえてカードを持つのではないだろうか。だとするなら真ん中を捨てることは、スリーカードの不成立を意味する、と思う。

　俺の手札の場合は数字じゃなくてスーツで分類して、ダイヤが左側がわから揃っている。意識していないのにこうなっているのだから、多た摩ま湖こさんも恐おそらく手て癖くせでそうしているはずだ。

　多摩湖さんの捨て方的にワンペアだろうか。そこに二枚入ったことで、手札がどう変化しているか。ワンペアが既すでに成立しているならブタではないわけで、そうなると俺の勝率は高くない。いや、こちらはＪのワンペアだから、Ｑクイーン、Ｋキング、Ａ以外のワンペアには負けないわけで……ああ、悩なやましい。多摩湖さんが俺を急せかさずに、ジッと双そう眸ぼうを向けてきているのも、意味深だ。

　もし手の内が読めたとしても、ワンペアで勝負に出るのは……くそ、視界の端はしに下着がちらつく。掴つかみ取り大会だったらなぁ、と趣しゆ旨しの外れた悔くやみ方かたで目を血走らせる。

　ポーカーの経験が不足しているから、これが正しいか不ふ明めい瞭りようだけど。

「……このゲームは降ります」

　手札を放ほうって、フォルトを宣言。多摩湖さんは「嘘うそつき。引いたじゃない」と揶や揄ゆするようにほくそ笑えむ。ただその前にホッと息を吐はいていたから、やはり役が良いわけではなかったのだろう。

「次で勝負することにしたんだ」

「ふぅん。まいっか。いえー、勝った勝った」虚うつろな調子で喜んでいる。

「多摩湖さんの手は？」

「ブタさん」

「は？」

　俺の虚きよを突つかれた顔が面おも白しろかったのか、多摩湖さんが含ふくみ笑わらいをこぼす。

「ストレートフラッシュ狙ねらってたんだけど、残念」

　俺の投げ出したカードを、渦うず巻まきのように回収して山になっていた札と一いつ緒しよに混ぜ直す。今の発言の真しん偽ぎを覗のぞかせないように、柔やわらかい微び笑しようを維い持じしながら、手だけが動く。

　くそっ、多摩湖さんのペースになっている。というか薄うす緑の下着に敗北した。下着と靴くつ下したは多摩湖さんに回収されて、俺の足の風通しが良くなり、指だけが歓かん喜きする。

　ここで降りずに敗北していたら、チップ（衣服）は更さらにもう一枚奪うばわれていた。そうなると次のゲーム、俺は本当の素すっ裸ぱだかになってその上で秘密を賭かけなければ参加出来ない。その時点で、暴あばかれる箇か所しよとかそういう問題ではなくなり、俺の生しよう涯がいの恥はじは加速度的に増ぞう殖しよくしていくことになる。

　次のゲームには必ず勝たなければいけない。……待てよ、本当にそうか？　俺が負けたら、魔ま界かい村に出かける人みたいに、パンツ一丁で、一丁で、一丁で……おや？

「さぁネクストゲームよ黄鶏かしわ君」

　多摩湖さんが切ったカードを配りだす。ちなみに今、多摩湖さんは「めんどい」と服の上からブラを着けて、靴くつ下したは手て袋ぶくろに重ねて両手にはめている。

　一人だけ上下や常識や重力に逆らったようなファッションになっていた。

　俺はその格好に対たい抗こうするわけじゃないが、ゲームの参加料として賭かけるチップの為ために、制服のカッターシャツを脱ぬぐ。これにより上半身は包み隠かくさず素す肌はだを晒さらすことになる。多た摩ま湖こさんは俺の裸はだかを見てボッと、元から頬ほおや耳についていた焚たき火びのような火ほ照てりを一層、活性化させてくる。ああ、そういえば裸を見るのは初めてか。

　あまり意識していないけど、女の子も男の裸ら体たいを見たら恥はずかしいものだろうか。

「……へ、変態だー」多摩湖さんがぼそぼそと、伏ふせがちの目で俺を不当に評価してくる。

　それでも視線は俺から完全に外れていないのが、妙みように気恥ずかしいのも事実だが。

「いやいや、そのバルタン星人が地球に適応しすぎて変質者になったような格好の人に言われたくないから」

「こういう人はたくさんいるもの」

「いねーよ！　あんた地球に住んでないのか！」

「む……相容いれないならこの勝負で雌し雄ゆうを決するしかないようね」

「なんて不毛な争いなんだ……」

「卵が先か鶏にわとりが先か、勝負よ！」

　だから、その切った見み得えの意味が分からないって。

　多摩湖さんがカードを配り終える。俺は嘆なげきながら手札を開いた。

　俺の手札はクラブとハートのＡエース、ダイヤの７と５にハートのＱクイーン。ワンペアは確定だ。

　参加料のチップとして多摩湖さんは右手の靴下を（着けているとカードが持ちづらいようだ）、俺はさっき脱いだカッターシャツを賭かける。多摩湖さんは若じやつ干かん赤面したまま、カードを一枚だけ放す。

　そして先さき程ほど同様、婦女子の胸当てをチップに利用してくる。自分の下着を差しだすことには恥じないのに、男の裸を見ると目を伏ふせてしまうというのも不思議な羞しゆう恥ち心しんをお持ちだ。

「じゃあ俺ですね」手もとのカードから考えて、ここはＡ二枚とＱ一枚を残して、二枚交こう換かんか。俺に降りるという選せん択たく肢しが除外されている以上、今回のゲームには駆かけ引ひきが存在しない。

　降りるとしたら多摩湖さん側がわだけど、その様子もないようだった。

　そして俺はズボンも脱ぐ。少し躊躇ためらったが、相手は付きあっている女性なわけだし、まぁ、いいんじゃないかな！　これで俺は名実共にパンツ一丁。有名な怪かい盗とうの三世だったら美女の待つベッドにダイブしている格好だ。羞恥心より、暑さからの幾いくばくの解放感が先立つ。

　多摩湖さんはさすがに俺の下半身は凝ぎよう視ししていないけど、それでもチラ見してくる。「変態だー」と、もう一度口の中で非難しているのが聞こえた。

「多摩湖さんも服でかまくらみたいになっていないで少し脱いだら？」

「黄鶏かしわ君、脱がせてよ。で、出来るものなら」声が少し上うわ擦ずっていた。

　軽口を叩たたく程度の余よ裕ゆうが、湿しつ気けからの解放によって生まれている。何だか、逆転の目を引きそうな雰ふん囲い気きになってきた。これで俺がギャンブル漫まん画がの主人公だったら間ま違ちがいないのだが。

　制服の上下を賭かけて、ゲームに臨のぞむ。カードを二枚捨て、新しく山から引き抜ぬく。スペードのＱクイーンに、ダイヤのＫキング。お、ツーペアになった。しかもツーペアとしては最上級に近い。

「今度は降りないの？」

「多た摩ま湖こさんこそ」

　不敵に、というかネジが外れたように左右非ひ対たい称しように笑っている多摩湖さんは首もとのマフラーを外して突つき出してくる。無難な次のチップである。こっちはそう気軽にもいかない。

　俺は椅い子すに右足の裏を載のせて、膝ひざを立てる。そして多摩湖さんの求める言葉を口にした。

「秘密を、賭かけよう」

「グッド」

　多摩湖さん、ノリノリである。それが言いたかった、とばかりにご満まん悦えつそうだ。本ほん懐かいを遂とげたような顔をしていて、それもまた可愛かわいらしいんだけど、だが本当にいいんだろうか。

　多摩湖さんはこの脱だつ衣いポーカーの行き着く先に気づいているのだろうか。多摩湖さんの思おも惑わく通りにいかない点が、必ず一つ生まれるはずだけど。

　……まぁいいや、それは保険だし。つまるところ、ここで俺が負けなければいいのだ。

　ブラ着ければいいんだよ、俺が！

　決意と共に、暑さでだるがっていた瞼まぶたを引き締しめる。カッと、目を見開いてみた。

　一方、ずっと恥はじらいに肌はだを侵しん略りやくされていた多摩湖さんもそれが爆ばく発はつしたように、諸もろ手てを上げて天てん井じようを仰あおぎ見る。

「かい、がん！」

「は？」海岸？

「うふふふふ……やっと、ざわ、ざわと聞こえてきたのよぉ」

　ああ、そっちの開眼、「いや、あの……それ、熱で頭が……」

「コール！」

　力強い言葉、そして多摩湖さんのへろへろと舞まい降りた右腕うで。それって宣言する言葉として正しかったかな、タイミング合ってるのかなと様々な疑問が渦うず巻まきつつも、俺はそれを迎むかえ撃うつように、五枚の手札を机に広げる。カードのスーツ、そして数字に目を見張った。

　俺はＡエースとＱのツーペア、対する多摩湖さんは、「げっ」３のスリーカードだった。

「ふっふっふ。二連敗だねぇ、黄鶏かしわ君。キミが運のない子だとは思ってなかったなぁ」

「……いや多摩湖さんに会えたから……」

「ん？　なに？」

「別に、何でもないッス」

　俺は可能な限り、落らく胆たんを押さえこまずに心に開け放してみる。思いの外、気分が沈しずみかけて本当に自己嫌けん悪おしかけた。

　……ああ、この展開にはなって欲しくなかった。

　俺は平和かつ欲望丸出しに、多た摩ま湖こさんの服を脱ぬがせたかっただけなのに。

　これから先は、心の裸はだか方面に突とつ入にゆうしてしまう。傷つけあうだけだ。

　諸もろ刃はのやいばを装備して二人で斬きりあうようなものである。

　多摩湖さんは戦利品を回収して、「黄鶏かしわ君の着ていた服……」と何な故ぜかまた赤面している。それをごまかすようにババッと俺の制服を畳たたんで背中に隠かくしながら、多摩湖さんが身を乗りだしてきた。

「さぁ、黄鶏君は私にどんな秘密を持ってるのかなぁ？」

　近所のお爺じいさんの昔話に目を輝かがやかせる童女のように、好こう奇き心しんいっぱいの表情で俺の顔を覗のぞきこんでくる。

　やはり多摩湖さんは気づいていない。

　この脱だつ衣いポーカーは、魔ま界かい村と同様に。

　どちらかがパンツ一丁になってからが本当の始まりだということに。

「こ、この間……」

「ほぅほぅ、この間？」

　勝ち誇ほこっているのも今の内だけだよ、多摩湖さん。

　人間、いつだって逆ぎやく襲しゆうは芽め吹ぶくものだ。

「この間、」

　ぐぅぅ、と胃の底が締しめ付けられる。それでも、声を喉のどから絞しぼり出す。

「多摩湖さんとキスするときの練習で、休日を丸ごと潰つぶしました」

　言い切った後、時が止まった。蝉せみの声も波のように、遠くへ引いていく。

　多摩湖さんは「んま、んま、んま……」と口をパクパクさせて、酸欠に陥おちいったようになっている。ああそれ、その唇くちびる。練習とは違ちがって柔やわらかそうなんだよなー、いいなー。

　一方の俺は後頭部の付近にある何かがプッチンと切れたように、宙を漂ただよう気分だった。

　神様の操あやつり糸いとが切れてしまったのかも知れない。

　あーまぁ、それでもいいよ。糸を繋つなぎ直さずにそのまま見ていてくれ。

　ここからは好き勝手に、多摩湖さんと辱はずかしめあうから。

　邪じや魔まするなよ。俺たちバカップルじゃないから、みんなに迷めい惑わくかけないよ。

　そして時計がないはずのこの部屋で、そのとき確かに秒針の刻まれる音が鼓こ膜まくを震ふるわせた。

　それは、多摩湖さんの時計が再び動きだす音だったのだろうか。

　多摩湖さんは口もとを俺の視線から隠すようにトランプで覆おおって、もごもごと声を出す。

「そ、それはイメトレ？」

「いや行動も伴ともなって」

「架か空くうのあ、相手は！」

「多た摩ま湖こさんが旅のお土産みやげにくれたダルマ」

「ダ、ダルマとべろちゅーしてたの！」

「俺の中では多摩湖さんに見えてたから大だい丈じよう夫ぶ！」

「病院行こうよ黄鶏かしわ君！」

「多摩湖さん、途と中ちゆうからうへへへって笑っちゃってまーやらしい」

「それキミの笑い声だから！」

「うへへへ」

「ほら出た！　今キミの口から出た！　小悪党笑いやめなさい！」

「さぁ次のゲームだ。ここからが本番だよ、多摩湖さん」

「ほ、本番ってその格好で言うと淫いん猥わいな感じ」

　そうコメントしつつ、いそいそと多摩湖さんが俺のカッターシャツを着こむ。モコモコがぶよぶよに変化する。綿を詰つめすぎたぬいぐるみというか、磁石で何でも吸い付けてみました、って状態になってきているなぁ。

　だけど、その厚着が仇あだになる。

　多摩湖さんの下着戦術はここから通用しない。

　何な故ぜなら多摩湖さんの目的は、俺に秘密を明かさせること。だけどそれには俺の素すっ裸ぱだか寸前のままを維い持じしなければいけない。だから多摩湖さんはこれ以降、衣服を賭かけてこないはずだ。多摩湖さんが俺にパンツ一丁を要求する以上、状じよう況きようは、対等なのだ。そして、夏場の密閉空間で服を大量に着こんでいる多摩湖さんの方が長期戦には不利！　……と、素っ裸寸前の男が何やら吠ほえていますが、今の俺の格好と多摩湖さんの厚着を見比べると、どっからどう見ても対等ではありません。

　ていうか、脱だつ衣いポーカーっていう想像だけで見切り発車的に始めて、後半の展開についてはまったく検けん討とうしていないだろう、多摩湖さん。あなたはいつもそういうお人だ。

　まぁ、こちらは既すでに一回暴ばく露ろしてしまったわけだし、今いま更さらやり直しなんてさせるわけないが。

　多摩湖さんも負ければ、俺に対しての秘密を、今の水準で明かさなければいけない。

　先に話す権利を与あたえてしまったことを後こう悔かいするといい。俺はもう、十分にしたのだから。

「多摩湖さんを脱がせないのは至し極ごく残念だけどねー」

「黄鶏君の口がえらい軽々しくなっている！」

　人間、一度吹ふっ切れるとこんなものである。

　……さて。

　カードゲーム研究会、初と言ってもいい実じつ践せんに基づく心理戦の探求。

　脱衣ポーカー第二部、変態ポーカーの幕開けである。







　今年の五月の連休に一度だけ、多た摩ま湖こさんの逃とう避ひ行こうに付きあったことがある。

　当時、俺と多摩湖さんはまだ付きあっていなかった。けど俺は一年と二ヶ月弱の経過によって多摩湖さんに骨とか魂たましいとか抜ぬかれている状態だったので、誘さそわれた晩は電話を握にぎりしめながらスクワットを百回こなして、ワクワクを散らす必要があるくらいだった。

　翌日、勿もち論ろんだけど筋肉痛でベッドから起き上がれなくなった。

　さて五月の連休。旅というか旅行、しかも素す敵てきなおねえさんキャラの後こう輩はい（なんだそりゃ！）と二人きり。これでときめかなかったら、俺は気弱なライオンか何かとチームを組んで心を貰もらいに行くべきだろう。だが真っ赤な血潮溢あふれる健全な男子高校生だったので、俺は前日から一いつ睡すいもせずに多摩湖さんとの集合場所へ馳はせ参じた。多摩湖さんは白いワンピースと白い帽ぼう子しのお嬢じよう様さま風なスタイルで、硬かたい布製の鞄かばんを一つ用意していた。

　じゃあ行こう、ということになって多摩湖さんに道案内は一任する。多摩湖さんの逃避先はいつだって海だった。「だって海はいいよぉ、ザザーンの部分が堪たまらない」と実に抽ちゆう象しよう的に魅み力りよくを語ってくれた。ちなみに、移動方法は自転車だった。じゃあなんで駅前に集まったんだ。

　そうは思ったが、多摩湖さんの自転車をこぐ様子が大変可愛かわいらしゅうございましたので、俺はその白いあんよやうなじに目を奪うばわれて、胸が苦しくなるばかりだった。

　移動中、先を走る多摩湖さんが振ふり向かずに話しかけてきた。

「二年生の教室はどう？　私、学校に長くいるけど未経験なんだよね」

「あははは」笑えるか。「多摩湖さんの方は？」

「知らない顔の同級生ばかりで毎年新しん鮮せんです」

　あははは、と多摩湖さんが自じ虐ぎやくギャグを自ら笑い飛ばす。だから、笑えないから。

「じゃあ、新しい学年になって何か面おも白しろいことはあった？」

「面白いことっていうか……少し変わったことなら。四月に転校生が来ました。別のクラスだからそんなに詳くわしくないんだけど」

「転校生？　男の子、女の子どっち？」

「男です。なんかその転校生が自転車に乗って海に入水自殺した、って休み前に噂うわさになってたなぁ」

「ふぅん、自殺かぁ。じゃあ今日海行ったら、その転校生の死体が見られるかな？」

「いや生きてるし」見たくないし。

　そして多摩湖さんに連れられて、隣となり町まちの海に到とう着ちやくした。俺はその辺りで気づき始めたけれど、これ、日帰りじゃね？　疑ぎ惑わく。旅行からデートに格下げであった、が、まぁ良い。

　多摩湖さんは砂浜に自転車を止めてから、砂まみれの防ぼう波は堤ていの上に立つ。腰こしに左手を当てながら、額に手の側面を当てて海を一望した。その姿はなんだか、一足早い夏の少女を連想させて、誰だれかが写真や絵画に収めるべきなんじゃないか、と羨せん望ぼうの眼まな差ざしで見上げていた。

　思えば、その劇場に立つような青空と白いワンピースと長ちよう髪はつの取り合わせが、俺の多た摩ま湖こさんに対する想おもいの地じ盤ばんを決定的に固めたのだ。

「んー、やっぱ海、サイッコォー」

　感かん慨がい深そうに、多摩湖さんが感想を口にする。俺は防ぼう波は堤ていに背中を預けながら、海ではなくその多摩湖さんを見上げる。と、多摩湖さんの目線が俺を捉とらえた。

「どう、黄鶏かしわ君。来て良かったと早さつ速そくながら思わない？」

「そうッスねー……」

　曖あい昧まいに答える。確かこの海で、例の転校生が自殺未み遂すいを起こしたんじゃなかったかなと、小耳に挟はさんだ噂うわさ話を頭の中で整理していたのだ。

　俺の返事は特に耳に入っていないのか、多摩湖さんは目を輝かがやかせたまま、正面の風景を受け入れる。

　そうして多摩湖さんはいつまでも、飽あきることなく海を眺ながめている気がした。

　……しただけだった。

　その後のオチを語ると、多摩湖さんは五分ぐらいで海を見つめることに飽あきた。そして砂浜で城作りに励はげみだした。何な故ぜか俺も手伝わされた。なんか違ちがう、と胸の高鳴りが萎なえだした。

　砂さ上じようの楼ろう閣かく作りにも飽きると、多摩湖さんは全力疾しつ走そうで海に立ち向かっていった。わざわざ巨きよ大だいな波が到とう来らいしようとする瞬しゆん間かんを見計らい、それに正面から飛びかかっていく。

　勿もち論ろん、多摩湖さんは波に揉もまれた。素人しろうと目にもコインランドリー体験しているような回り方で波に弄もてあそばれて、浜の防波堤付近まで打ち上げられてきた。

　春の海は見た目より優やさしくない。主に温度が。紫むらさき色の唇くちびると歯の根の合わない多摩湖さんが全身をぐっしょりと濡ぬらしながら身を震ふるわせる姿を見たとき、去来した思いは『哀あい愁しゆう』の一言に尽つきた。しかもその後の報告が酷ひどい。

「お財さい布ふ……なくしちゃった」

　いじいじと一人Ｅ.Ｔ.ごっこしている多摩湖さんの人差し指が、蛇へびの絡からみあいに見えた。

　耳から昆こん布ぶでもニュルニュルと出てきているような、粘ねん着ちやく質な衝しよう撃げきが俺を襲おそう。

「……今ので？」

「うん」

　多摩湖さんはさほど悲観することなく頷うなずいた。だってまだ続きがあったから。

「ついでにー……」もじもじ。「自転車の鍵かぎも、どっか行っちゃった」

　俺も何ど処こかに行きたかった。

　ついでに、服が濡れて透すけている多摩湖さん相手なので目のやり場にも少し困った。

　諦あきらめの境地に踏ふみこむ寸前の心境だったが、一応、浜辺で紛ふん失しつ物を手分けして探した。潮しお干ひ狩がりよりもお楽しみ指数が低い探し物で、見つけにくいものとかそういうレベルじゃなかった。

　結局、三十分も探さないうちに多摩湖さんが音ねを上げてしまって。

　……で。

「帰ります？」

「……うん」

　多た摩ま湖こさんの旅の最短記録は、その日に更こう新しんされた。

　帰り道は俺が多摩湖さんの鍵かぎ付き自転車を担かついで運び、多摩湖さんがスーイスイと俺の自転車で帰る次し第だいとなった。

　デートの翌日に筋肉痛確定とか、色々誤解されちゃうネ！

　ほとんど泣きそうだった。

　でもその日の別わかれ際ぎわに、多摩湖さんに告白してみたら色よい返事が貰もらえたので、俺にとって、あっさりと最良の記き憶おくとして塗ぬり替かえられたのだ。

　めでたしめでたし。







「黄鶏かしわ君？」

　名前を呼ばれて、ハッと顔を上げる。縦に走っていた黒い線が視界から消え去り、膜まくに覆おおわれていたような耳もとも正常に音を捉とらえるようになる。意識が五感から遠とお退のきかけていたみたいだ。

　気づけば正面、汗あせだくの多摩湖さんが俺を心配そうに見つめている。咄とつ嗟さに「ああ、はい」と生なま返事する。そしてぼんやりとした視界のまま、配られた手札を確かめる。ブタだ。

「目ぇ飛んじゃってたけど大だい丈じよう夫ぶ？」

「ああ、平気……酸すっぱい夢を見ていただけッスから」

　まだ熟じゆくしが足りなくて、その記憶に甘みはないのだ。暫しばらくはそのまま置いて、けれど爛ただれて腐くさり落ちる前に、上う手まく摘つまないといけない。

「俺、結構寝ねてました？」

「十秒ぐらい」

　大して長い時間でもなかったのか。だけど夢はとても長かった気がする。実際、夢を見ている時間は数秒って聞くからなぁ。

　多摩湖さんが俺の裸はだかから目を背そむけて、準備室の入り口を一いち瞥べつする。

「音楽室が静かになったね。部活も終わりかな」

「このまま続けると遅おそくなりそうですね」

　だから帰ろう、さぁ帰ろう。でもその前に多摩湖さんの秘密を一つぐらいは暴あばきたいところだが。

「遅くなったら黄鶏君が送ってくれるんでしょ？」

「そりゃあ勿もち論ろん」

　ちなみに俺と多た摩ま湖こさんのお付きあいは、彼女の家族公こう認にんだ。

　付きあいだしてから娘むすめが平日にふらふらと旅に出なくなった、と多摩湖さんの母親に感謝されていたりする。俺は文ぶん鎮ちんか。

「しかし、下着一枚のまま薄うす目めで気絶しかけている黄鶏かしわ君の姿は……面おも白しろいよ」

「俺が一番傷つかない感想を選んでくれてありがとう」でももう手て遅おくれです、ズタズタ。

　多摩湖さんは俺の予想から大きく逸それず、「こっちも秘密を賭かけるゼ」と言って服を脱ぬがなかった。ただ、想像では二度目のベットまで服を何かしら賭けてくるはずだったが、どうも一枚たりとも俺に着せるつもりはないらしい。上等だ。

　カードを多摩湖さんは三枚、俺は二枚交こう換かんする。そして、互たがいに秘密を三つ賭けての勝負。結果は、「っよし！」俺がツーペアで、多摩湖さんはワンペア。やっと一勝をあげた。

「えー！　ちょっと無理、マジ無理！　無理無理！」

　多摩湖さんが俺の名前を奪うばったかもしくは式でも挙げたかのように、鶏にわとりっぽく準備室内を駆かけ回る。俺はその狼ろう狽ばいぶりを至福の笑え顔がおで、そしてパンツ一丁で微笑ほほえましく見守る。

　いやー、やっぱり勝負事は勝ってこそですよね。そして多摩湖さんは服を脱げない、もとい賭けられない以上、秘密を口にするしかない。眼鏡が良い感じに傾かたむいていらっしゃるね。

「多摩湖さーん、お待ちかねの告白タイムですよー」

「待ってねー！」

　まだ走り続けている。足は熱にやられているのか、もつれ気味だけど。

　それからようやくテーブルの近くに戻もどってきた汗あせだくの多摩湖さんに、俺は手を差しだしながら要求する。

「さぁさぁ、三つだけ秘密を語って貰もらいましょうか」

　自分から言っていてなんだが、嫌いやなランプの魔ま神じんみたいだな。

　多摩湖さんは観念したらしく、覚かく悟ごを決めたように椅い子すに座り直す。熱気とは少し色合いの異なりそうな汗が、髪かみと帽ぼう子しの間から流れ落ちた。

「……あーじゃあね、最初のは軽いジャブで」

　多摩湖さんが挙手して、それをなんてことない口調で告白する。

「私、黄鶏かしわ君の靴くつの匂においを嗅かいだことがあります」

　顔に十文字の亀き裂れつが走った。口ではなく眼球から、体液でも噴ふきだしそうだった。

　多摩湖さんはご丁てい寧ねいに、その靴を持ち、鼻を近づける様子をパントマイムしてくださる。

「こう、くんくんと。ちゃんとつま先の方に鼻入れて」

「………………………………………………うわぁ」

　多摩湖さんが手札をテーブルに叩たたきつける。

「どん引きしないでよ！　泣くよ私！」

「ジャブ一発で意識奪うばわれそうになったんだよ！」

「な、なんか知ってみたかったの！　黄鶏かしわ君の匂においってこういうのからもするのかなって！」

「ど、どうでしたか！」

「ちょっと微び妙みようかな！」

「それはすいません！　ていうか俺の匂いとか知ってるのかよ！」

「知らない方がどうかしている！」

「えー！　じゃあ多た摩ま湖こさんの匂いも嗅かがせてよ！」

「い、いいとも！」

　俺と多摩湖さんは机を回りこみ、寄り添そい、首筋に顔を近づける。一見、抱だきあうような姿勢だけど実際に行われていることは、五感の一つを剥むきだしにして、互たがいの存在を確かめあうという概がい念ねんへの挑ちよう戦せん「くんくん」わー色々たまんねー！　桃とう源げん郷きようかよ多摩湖さんは！「くんくんくんくん。あ、黄鶏君のシャツと、やっぱり匂いが一いつ緒しよ……気持ち、ふわふわするね」………………………………いやあの、誤解しないでくれ。

　俺たちこれでもバカップルじゃないから。ああでも、多摩湖さんは良い匂いだ。むしろ香かおり。

　部屋に飾かざるならハーブ類とかより、多摩湖さんの方がよっぽど部屋を潤うるおすよ。

「さて、残り二つは？」

　二人で相手を嗅ぎ回しながら、次の秘密の口外を求める。多摩湖さんは鼻ではなく口を「んぐ」と詰つまらせながらも、離はなれずにそのまま、半径三十センチ以内の距きよ離りを維い持じする。

「……黄鶏君から今まで送られてきたメールを夜中に、毎日五回は読み返してる」

　お互いの首筋に目がいっているから顔色は窺うかがえないけど、多摩湖さんの左の髪かみが大げさな感じに揺ゆれて、こそばゆい。言葉自体がこそばゆさの塊かたまりなのにそんなことされたら、鳥とり肌はだだらけになる。でも相手には触ふれないし、香りは嗅ぎ続ける。バカップルじゃないから。

「黄鶏君、呆あきれた？」

「むしろ多摩湖さんの可愛かわいさがただ今鰻うなぎ登のぼり」

「……恥はずかしい」

「ていうか、むしろこっちがジャブなのでは……」

「そうかな」そんな純じゆん朴ぼくそうな疑問声を出されても困る。

「いやそうだろ。で、最後は？」

「えー、これホント恥ずかしいし」

「負けたのだからそれに耐たえるように」聞く俺も恥ずかしさと戦っているのだから。

　多摩湖さんが俺の服の裾すそをキュッと掴つかもうとして、「あ、ごめん黄鶏君裸はだかだった」「ソウダネ」

　もの凄すごい虚きよ脱だつ感に襲おそわれた。その隙すきを突つくように、多摩湖さんがぼそぼそと唇くちびるを動かす。

「……映画のヒーロー、ヒロインに私たちを空想抜ばつ擢てきする」

「はぁ？」

「だから、映画とか見るとき、格好良い男の子役は黄鶏君で、その男の子と恋愛する女の子を私とか想像して見ているの。……これってみんなやってる、よね？」

「それは知らないけど……あのねぇ、多た摩ま湖こさん」

「なに？」

「結局最初が一番キツイよ！　正義の味方を見習えよ！　必殺技わざは最後にしておけ！」

「そ、そんなことないって！　恥はずかしい順だし！」

「どんな羞しゆう恥ち心しんの形してるんだよ！」

　さっきから不思議で仕方なかったけど！

「ぬぅぅぅ、相容いれない！」

「その通り、意見が合がつ致ちしない！」

　二人同時に首筋から顔を離はなす。そして各自の椅い子すに勢いよく戻もどり、また対たい峙じする。

「今日は黄鶏かしわ君の悶もん死し記念日として刻んでやる！」

「そっちこそ、多摩湖さん羞恥心解放の祝日として学校をサボる日を作ってやる！」

「大歓かん迎げいじゃないのそれ！」

　多摩湖さんがカードを高速でかき混ぜ、うーうーと威い嚇かくするように唸うなる。

　俺はパンツ一丁でどう格好つけるか考えている内に、『あ、無理だ』と諦あきらめた。

　というわけで、ポーカー再開。

　その勝負によって生まれた、悲喜の入り交じった叫さけびをダイジェストでどうぞ。

「ぬいぐるみを黄鶏君として話しかけまくる！　時には抱だきしめる！」「多摩湖さんの母親と顔を合わせる度たびに、内心でお義か母あさんと呼んでいる！」「黄鶏君に似合うあだ名を一晩中考えて夜が明けたことがある！　ちなみに最有力候補はつくね君！」「食べる気か！　それなら俺も多摩湖さんをタマちゃんと呼ぶかタマたんと呼ぶかで授業中ずっと検けん討とうしていた日がある！」「こないだの日曜日に、黄鶏君を即そく座ざに呼び寄せる魔ま法ほうの練習を二時間やってみた！」「出来ましたかそんな多摩湖さんと俺しか得しない素す敵てき魔法！」「じゃーん、魔法のアイテム発見！」「それ携けい帯たい電話！」「教室で授業中に黄鶏君が現れて私をお姫ひめ様さまだっこで連れ去ってくれないかなぁって一日三回は想像する！」「携帯電話の待ち受け画面は隠かくし撮どりした多摩湖さんの横顔！」「それは基本だよね！」「基本ですよね！」「秘密でもなんでもないからはい次のやつ言って！」「多摩湖さんが俺以外の男子と喋しやべっていたら、素知らぬ顔をしながら裏でその男子を徹てつ底てい的に調べ上げる！」「それも基本だってば！　黄鶏君が女子とこの間喋っていたの知ってるから！　こっそり覗のぞいてたから！　そしてその子の小学校卒業アルバムまで遡さかのぼって素す性じようを確かめたから！」「多摩湖さんが部屋に遊びに来ていて帰ったあと、多摩湖さんの髪かみを拾って指に巻き付けてニヤニヤしていた！」「今知りたいこと第一位は盗とう聴ちよう器って何ど処こで買えばいいのかなぁ！」「多摩湖さんが店で使い終わった割わり箸ばしを置くとき、他ほかの誰だれかに舐なめられたりしないかなぁって密ひそかに不安になっている！」「この間、自分の薬指のサイズとか測って黄鶏君にメールしようか悩なやみまくった！」「携帯電話の登録名がタマりん！」「黄鶏君と子供会で撮とった写真を見返していると鼻血噴ふきそうになる！」「ランドセル背負っている多た摩ま湖こさんの写真は家宝！」「同級生全員にこれが私の彼氏と写メを見せて自じ慢まんした！」「夜に散歩と言い張って外出すると、いつも多摩湖さんの家の前で五分ぐらい立ち止まる！　部屋の明かりがついていないと不安になる！」「下校中に別れてから、黄鶏かしわ君が家に着くまでずっとこっそり追いかけている！」「部屋で独ひとり言ごとを呟つぶやく途と中ちゆう、多摩湖さんの台詞せりふが何な故ぜか混じる！」「黄鶏君がお母さん作のお弁当を学校へ持ってきていることに毎日嫉しつ妬としてる！」「教科書に多摩湖さんという文字を書きまくって、それでｌｏｖｅを形成したページがある！」「焼鳥屋でかしわという字を見る度たびに泣きそうになる！」「農協の前で産み立てたまごの販売とか書いてあるとドキドキする！」「黄鶏君の匂におい最高！」「多摩湖のページがブックマークに入っている！」

　こんな俺たちですが、まだ手を繋つないだこともないです。というか、相手に触ふれたことがほとんどないです。でも二人で外そと堀ぼりばっかり固めていたようです。周囲の人が誰だれも入ってこられなくなって、セルフ兵ひよう糧ろう攻ぜめ状態。二人で仲良く餓が死しするしか道はなさそうです。

「こ、これがラストゲームね」

「いいです、よ」

　叫さけびすぎて、二人とも息絶え絶えだった。特に厚着の多摩湖さんは、倒たおれないのが不思議なくらい肌はだを紅潮させて、目が虚うつろになってきている。
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　惰だ性せいのように投げやりな手つきで、多摩湖さんがカードをポイポイと配る。俺はばらけた位置に投げられた手札を適当にかき集め、内容を確かく認にんする。ハートの３、７、９。スペードの２に、ダイヤのＫキング。ブタだが、フラッシュの影かげがちらつく手札。初回と一いつ緒しよか。

　一方、多た摩ま湖こさんは揃そろえた手札を一度見下ろし、その直後にそれを机に置いてしまう。

「多摩湖さん？」

「このままでいい」

「あ？」何ど処こかで目にした台詞せりふを多摩湖さんが男前に吐はく。

「私はこの手札のまま勝負するよ」

「……いや、あの、いいですけどね別に」

　成りきっているというわけでもなく、勝算を含ふくめての行動っぽいし。

　まずアレと違ちがうのは、手札を一度確認しているということ。これによって、イカサマではなく運の巡めぐりによって本当に手札が優ゆう秀しゆうである可能性をちらつかせている。

　その動作から導かれる、『このままでいい』発言を信用すべきか、疑うべきか。

　長いろうそくと短いろうそく、どちらが長く燃えるかを選ぶという問題に直面したようだ。

　次いで多摩湖さんは、眼鏡に手を伸のばし、スッと取り外す。それを机に置きながら、

「今回の私が賭かけるのは秘密じゃないよ」帽ぼう子しを脱ぬぐ。手て袋ぶくろを外す。マフラーを取る。モコモコの主成分である服を脱ぐ。俺のカッターシャツも纏まとめて脱ぎ捨てる。靴くつ下したを揃そろえて置く。スカートのホックを外してパサリと置く。そしてブラウスを「多摩湖さん、下着外してるから！」「おっと」注意されて慌あわてて着直す。どうして注意したかなー、と後こう悔かいが募つのった。

　こうしてブラウス一枚と下着一丁の多摩湖さんが誕たん生じようした。本人はその涼すずしさに夢見心ごこ地ちのような緩ゆるんだ表情となっているけど、こっちも目の血走り具合は別として頬ほおが緩みそうだ。

「これに対たい抗こうできるほどの秘密を賭けられる？」

　衣服の山を机に創成してから、多摩湖さんが言う。

「いや無理。さすがにもう喉のども秘密も涸かれてますし」

　ていうかそんなことより、こう、机が邪じや魔まなのだが。激しく。

「じゃあ、黄鶏かしわ君には代わりに……」

　そこで多摩湖さんは口ごもる。「ん？」と俺が促うながすと、耳まで真っ赤にして俯うつむきがちになりながら、俺に賭けるべき相応のものを求めてきた。

「て、手を、そっちから繋つないでもらおうかなー……なー！」

「なーって……くぅ、そんな行こう為いを要求するとは」

「だ、だよね恥はずかしいいよね、かなり破は廉れん恥ち」

　多摩湖さんの方は演技じゃなくて本当に羞しゆう恥ち心しんが臨界点まで振ふれ切っているようだ。

　時々思うが、羞恥心というものの基準が人より大きく改変されてしまっているんじゃないだろうか、多摩湖さん。俺も話を合わせてみたが、どうも腑ふに落ちない。

「こっちは二枚チェンジ」

　何はともあれ、こちらはブタのまま勝負に出るわけにもいかない。初回同様、三枚のハートによるフラッシュに賭かけてカードを切り、そして加える。

　このカードに俺は賭けるぜ、と内心で呟つぶやきながら、引いてきたカードを捲めくってその印刷された絵え柄がらに、一喜する。一いち憂ゆうは、訪おとずれなかった。

　……よし。ハートのＪジヤツクと、４が来た。ハートのフラッシュ。俺が多た摩ま湖こさんにぶつける役としては最高の演出ではないだろうか。愛で多摩湖さんに勝つ。勝ってどうするという話だが。

　愛っていうのは、乗り越こえるもんじゃなくて、なんだ、こう一いつ緒しよに足並み揃そろえて、階段を上っていく感じに似てだな……閑かん話わ休きゆう題だい。

　多摩湖さんの目の焦しよう点てんが完全に整ってから、二人同時に叫さけぶ。

「「コール！」」

　バッと、机に叩たたきつけるようにして、扇おうぎ状に広げた五枚のカードを相手に見せつける。

「ハートのフラッシュ！」「フルハウス！」

　相手の手札の揃いように、二人で目を丸くする。

　多摩湖さんは本当に初期の手札でここまで揃っていたとは。強気にあんな真ま似ねなどしていられるわけだ。

　だけど、当の多摩湖さんは俺と自分の手札を見比べて、首を傾かしげている。

「どしました？」

「いやあのね、黄鶏かしわ君」

「はい？」

「カードゲーム研究会としてあり得ない質問かも知れないけど」

「はい」

「フラッシュとフルハウスって、どっちが強いのかな？」

「………………………………」

　明日から、ボードゲーム探求会にでも改名した方がよさそうだ。

　ぽく、ぽく、ぽく。ちーん。

「あーじゃあ、俺の負けでいいッス」

　椅い子すから立ち上がる。つかつかと歩いて回りこんで、多摩湖さんの手を「失礼」と拝はい借しやく。指先まで絡からめ取るようにしながら、キュッと、握にぎりしめた。

　手の隅すみ々ずみまで触ふれあおうと、深く、強く。

　ほぅっと、多摩湖さんがその触れあいに見み惚とれるように、息を吐はいて凝ぎよう視しする。

　俺の手を支えにするようにして立ち上がりながら、もう一度、感かん嘆たんのような息を吐きだす。

　俺はどちらかというと、多摩湖さんのおみ足に目を奪うばわれていた。この視線に多摩湖さんは気づいているのだろうか。

　そこが明めい瞭りようにならないまま、多摩湖さんが今の情景をぽつりと、声で描びよう写しやする。

「パンツ一枚の男性が、ブラウスと下着だけの女性の手を握にぎっている……」

　地じ獄ごく絵図のようだ。しかし多た摩ま湖こさんは朗ほがらかに、目め尻じりを緩ゆるませて微笑ほほえむ。

「なんだか楽園の住人みたいね！」

「……前向きだなぁ、多摩湖さんは」

　思わずくすくすと笑い、顔を見あわせてしまう。

「うーん、この脱だつ衣いポーカーの狙ねらい通りに、黄鶏かしわ君との仲が一気に進展したね！」

「おお、綺き麗れいに動機と結果が纏まとまった」

「だよねー、だよねー」

　握った手を振ふる。ぶんぶん振りあう。なーかーよーしー。その朗らかな雰ふん囲い気きの隙すき間まに、尖とがらせた唇くちびるを差しこむように、ぼそっと多摩湖さんがぼやく。

「……本当は黄鶏君の裸はだかが見たかっただけー」

「俺も多摩湖さんの裸が見たかったー」

「だよねー、だよねー」

　それでもやっぱり、握った手を振り続けた。

　週一で電話するっていうけど、残りの週六は多摩湖さんとずっと一いつ緒しよにいるような仲で。

　だけど俺たちバカップルじゃないよ。

　あのダイジェストでお分かりの通り。

　ぼくたちばかっぷるじゃなくて、へんたいかっぷるですもの。







「なんか、部活が終わった後の解放感みたいなのを感じるよね」

　準備室の片付けを終えて、伸のびをしながら多摩湖さんが心ここ地ちよさそうに言う。

「あー、まー……」再び遠くから、少しだけ騒そう々ぞうしい運動部の喧けん噪そうが聞こえてくるようになって、そういった耳や意識の解放感は確かにあるなぁ、と半分同意。

　脱衣ポーカーが終しゆう了りようしたので、モコモコと着こんでいた服の大半は鞄かばんに無理に詰つめこみ、夏服だけの多摩湖さんとなっている。ちなみに「着け直すのめんどい」と下着も一緒に鞄にしまうのを、俺は見逃のがさなかった。だからどうだという話でもないが。

　俺もパンツ一丁を終了して服を着こみ、一いつ介かいの学生に姿が落ち着いている。

「しかし……」部屋の中は綺麗になったのに、まったく気分が落ち着かない。騒さわぎ疲つかれってやつが体内に蔓まん延えんしているのだろうか。まだ色んなものが散らかって、それを意識や五感が次々に追いかけ回している。そんな感覚の残留で、解放感はまるでない。むしろ解決しない所せ為いで苛いら々いらが募つのる。多摩湖さんが開けた窓から蝉せみの鳴き声の代わりに、生なま温ぬるい微び風ふうが入りこんでくるのが救いだった。風が吹ふく度たび、熱気が少しずつ、洗い流すように肌はだから削そがれていく。

　お隣となりの美術室の生徒もそろそろ解散するのか、喧噪の角度が廊ろう下か側がわに移っている。比率は女子の声が多い。むしろ男子の声はグラウンドの方に耳を澄すませないと、微かすかにも感じ取れない。

　うちの学校は突とつ出しゆつして活かつ躍やくしている運動部はない。バスケ部もソフトボール部もサッカー部も万年、初戦敗退を喫きつしている。野球部が時々、二回戦に進むぐらいか。

　でもそんな部活動が無価値であると、決めつけられる奴やつはまずいない。

　というか、意味なんてある方がおかしいぐらいだ。

　俺たちの活動なんて、みーんな、ペットボトルの緑茶の成分表示みたいなものだから。

　エネルギー０。

　タンパク質０。

　脂し質しつ０。

　炭水化物０、そして申し訳程度のナトリウム。

　だけどそうやって表示された液体を飲めば喉のどの渇かわきは潤うるおう。

　俺たち学生はいつだって、それを渇かつ望ぼうしているのだ。

　その緑茶が、俺にとっては多た摩ま湖こさんだということ。それを忘れないでいたい。

「そろそろ帰ります？」

　椅い子すに座り、机を背もたれ代わりにしてだれたまま俺が尋たずねると、多摩湖さんは「そうだね」と頷うなずく。けれどその返事とは裏腹に、多た摩ま湖こさんはスカートを押さえながら壁かべ際ぎわに座りこんだ。

　尻しりを床ゆかに下ろしてから膝ひざを伸のばして、多摩湖さんお気に入りのテディベア風に落ち着く。足はまだ靴くつ下したも上うわ履ばきも放ほうりだして裸足はだしで、足の指がそれぞれ、ワキワキと蠢うごめいている。

　壊こわれた時計の内部みたいな世界に座りこみ、足を伸ばす多摩湖さんの姿はやっぱり、青春の象しよう徴ちようというか……俺が時折見て、『あー、なんか青春っぽいなぁ』と感じるイラストめいていて、心惹ひかれる。そういう仕草や雰ふん囲い気きを自然に纏まとっているところが多摩湖さんの素す敵てきさだ。

　多摩湖さんが机に置いた眼鏡をふと手に取り、かけてみる。伊だ達てだった。

「帰らないんですか？」眼鏡をかけたまま、先さき程ほどとは逆の質問をしてみた。

「まだね」多摩湖さんの答えは、机に転がした卵のようにころころと移り変わる。

　俺は立たち眩くらみを覚えながらも椅子から腰こしを上げて、多摩湖さんが座る壁際まで移動する。それからドカッと座りこむ。座る最中に、壁で後頭部を打った。

　最初、俺たちは少しの距きよ離りが空いていたけど無言の内にどちらか、或あるいは両方が距離を詰つめて、寄り添そうようになっていた。磁石的な現象が俺と多摩湖さんの間で起きたのだ、多分。

「黄鶏かしわ君ってその眼鏡似合うね」

「そう？」

「うん。だからあげる、偶たまにかけた顔見せてよ」

　顔を覗のぞきこまれながらお願いされて、断れるはずもない俺だった。「毎日かけてくる」

「それは嫌いや。時々見るからいいなーって思うの」

　優やさしい口調ながら気難しい多摩湖さんであった。俺もその多摩湖さんに倣ならって、あぐらをかいていた足を床ゆかへ伸のばす。

「楽しかった？　脱だつ衣いポーカー」

「楽しいというか無我夢中だったというか……結局、多た摩ま湖こさんと一いつ緒しよなら大体楽しいけど」

「うーん……そういう感想はあんまり好きじゃないよ」

　多摩湖さんが不ふ機き嫌げんそうに苦言をこぼす。

「そうなの？」

「うん。だって、一いつ生しよう懸けん命めい考えてきても、何もせずに擦すり寄るだけでも同じなんて許しがたい」

「……なるほど」多摩湖さんらしい価値観だ。これからは気をつけよう。

「でも色々多摩湖さんのことが分かって、余計に好きになったよ」

　優等生発言で締しめてみた。でも、何となくお互たがいの暴ばく露ろした内容と噛かみあっていない気がするのは、やっぱり気の所せ為いなんだろうなぁと自力で納なつ得とくしてしまった。

　多摩湖さんは不満げな表情を少しの間維い持じしていたけど、感情の整理がついたのかデフォルトの、微び笑しよう含ふくんだ顔立ちに戻もどる。そしてまた口を穏おだやかに開く。

「そういえば、さっきのポーカーの最中に気になったことがあるんだよね」

「なに？」

　そこで多摩湖さんは間を置き、思わせぶりに俺の眼球を覗のぞきこむ。多摩湖さんの鳶とび色の瞳ひとみに見つめられて、顔の奥までむず痒がゆさに襲おそわれる。ぞわぞわと肌はだを伝い、右手の中指だけがビキビキと引きつって上下に跳はねる。

「どっちが先に相手のことを好きになったのかなって」

「……さぁ」間ま違ちがいなく俺っぽいけど、曖あい昧まいな態度でごまかした。

　あそこまで暴露しておいて、尚なお羞しゆう恥ち心しんは機能していることに感心する。

「卵が先か、鶏にわとりが先か」

　また例の言葉を、なぞなぞみたいな口調で多摩湖さんが呟つぶやく。

　それって既すでに結論が出ていた気もするけど。ただ、どっちが先かは忘れてしまった。

「たまご……」たまこ。にわとり。かしわ。

　多摩湖さんと一いつ緒しよにいるから俺は幸せなのか。

　俺が幸せだから多摩湖さんと一緒にいられるのか。

　どちらが先なのか。なるほど、こいつは難題だ。どんな哲てつ学がく者も生物学者も解けまい。

「夏休みにさ、一緒に海行こうよ」

「また逃とう避ひですか？」

　苦笑しながら尋たずねると、「んーん」と多摩湖さんの首と髪かみが左右に振ふられる。

「今回は好こう奇き心しん溢あふれる冒ぼう険けん。ズバリ、失われた財宝を探し求める旅」

「それ、多摩湖さんが五月に無くした財布を探すだけじゃん。もう無理だから！」

　ちぇー、と多摩湖さんが可お笑かしそうに顔を緩ゆるめながら、唇くちびるだけ尖とがらせる。時々顔を出す、そういった子供っぽい一面が多た摩ま湖こさんの魅み力りよくを倍加させる。調味料みたいなものだ。

　暫しばらく二人でニヤニヤしながら、準備室の入り口をぼんやり見つめていた。

　廊ろう下かからは響ひびく足音が失われて、学校備え付けの『学生』の電源を切ったように静まりかえっている。ぼぅっと、後ろの窓から入りこみ、耳元を弱く吹ふき抜ぬける風の音。夕日より柔やわらかく、俺と多摩湖さんを包む午後五時過ぎの夏の日差し。その光が準備室の窓にないカーテンの代わりを務めるようにふわふわと揺ゆれて、俺の肩かたを優やさしく覆おおう。

　良い意味で、俺たちは学校に取り残されているようだった。このまま微睡まどろめば、どれだけ気持ちが良いだろう。だけど多摩湖さんの小さく、けれど確かに傍かたわらにある呼吸の音が聞こえなくなるのも勿もつ体たいなく思えて、下りかけた瞼まぶたをゆっくりと開く。

　その瞼の動向に呼応させたように、開かれた多摩湖さんの口から、芝しば居いがかった声がこぼれ落ちる。

「さて、黄鶏かしわ会員。今回のカードゲームについての研究結果を報告せよ」

「はぁ？」

　教師の真ま似ねみたいな口調に自分で受けたのか、あどけなく破は顔がん一いつ笑しようしながら多摩湖さんが俺を見上げる。いつかの子供会の卓たつ球きゆうで俺に完かん封ぷう勝ちしたときも、そんな表情をしていた。

「黄鶏君も立派な会員なんだからちゃんと考えてね。今日の夜、電話するから」

「……はいはい」

　研究結果ねぇ。

　では早さつ速そく、夜など待たずしてはっぴょーう。

　ズヴァリ、もどかしい男女の仲を深めるには脱だつ衣いポーカーが一番！

「……ただし、変態カップル限定で」

　バカップルだと無難に盛り上がるか、単なるプレイの一いつ環かんになるだけです。

「いや変態なのは黄鶏君だけだから」

　多摩湖さんが言う。

「いやいや負けず劣おとらずどころか足あし下もとにも及およばない変態ぶりを多摩湖さんは……」

　じゃれあうように、なすりつけあう。

　これが俺と多摩湖さんの、平均的に愉ゆ快かいな一日。

　卵でも鶏にわとりでも、両方がこうして一いつ緒しよにいられるのなら、先は好きに譲ゆずるよ。ホントさ。

　まぁこの後に譲りあいが加熱して、更さらなる秘密を温泉の源泉みたいに掘ほり当ててしまうのだがそれはまた別の話。

　珍めずらしく活動した、本日のカードゲーム研究会の結果報告は、ここらでお終しまいだ。







[image: 『多摩湖さんとキスババ抜き』]
















　俺としては、多た摩ま湖こさん＞文化祭なのだ。まずそこを前提として頂きたい。

　というか大たい抵ていの場合、多摩湖さん＞有う象ぞう無む象ぞうは揺ゆるがない。

　多摩湖さんスゲー。俺の中で他ほかのたくさんの価値観を伐ばつ採さいしても、何も気にならないぐらい。

　さて。

　文化祭の季節だった。夏休みを通り過ぎて、九月下げ旬じゆん。まだ日中は熱が栄えている。残暑が消えない内に、夜祭りの勢いと共に学校の祭りを盛り上げようって趣しゆ旨しかは、知らない。

　俺の通う学校の文化祭は、去年に関してはそこそこの盛り上がりだった。青春すんのバカクセーと冷める奴やつ、一丸となって火の玉にでもなろうぜな奴。教室には大体半々ぐらいで、逆にどちら側がわに荷か担たんしても良いと受け皿が二枚あるのは寛かん容ような学校なのかも知れない。

　去年の俺は、比ひ較かく的冷めた側に属していた。頼たのまれればクラスの出し物の準備も手伝ったけど、自主的には動かない立ち位置を確保。凡ぼん庸ような男子生徒Ａって感じだった。

　だけど二年生になった今年は、どうもそんな立場ではいられないようだ。

『文化祭も四年目だからねー、達人っていうか生き字引？　みたいだよね』

　などと言っちゃう多摩湖さん率いる我がカードゲーム研究会（会員二名）も、来きたるべき文化祭に備えての準備に着手していた。学校側から非ひ公こう認にんの同好会が、大っぴらに文化祭で活かつ躍やくしていいのかなーと疑問だけど、多摩湖さんのことだから色々と無視して行ってしまうだろう。それに俺も参加させられるわけだ。

　ちなみに多摩湖さんとは勿もち論ろん、成人式を高校二年生の時点で迎むかえてしまう下級生のことであり、俺の彼女で、健全なカップルなのである。留年の達人でもあり、当然ながら人に自じ慢まんしてはいけない。朝昼夜、いつ眺ながめようと何物にも染められる様子を見たことがない藍あい色の髪かみに、年上の包ほう容よう力を兼かね備えた目もと口もと、胸むなもと。……こほん。

　とにかく、この世の男性諸氏が『理想のおねえさん像をフランケンシュタイン計画』に脳内で着手した場合、高確率で完成しそうな逸いつ材ざいなのである。いやはや、我ながら凄すごい人と付きあっているものだ。

　その多摩湖さんが本日日曜日、我が家にやって来ることになっていた。文化祭の準備が云うん々ぬんという理由らしい。といっても夏休み中にも何度か訪ねてきたことがあるので、思春期的な心臓の動どう悸きは大分薄うすれていた。毎回あんな風に、心しん拍ぱく数が東京の電車の乗客クラスに増加していたら俺の寿じゆ命みようが確実に縮まる。

　それでも毎回、午前中に部屋は掃そう除じして（初回はアポなしで一いつ切さいの前まえ振ふりなく玄げん関かん前に現れたので、三夏分ぐらいの肝きも試だめしを味わった）換かん気きもすれば、エアコンのフィルターも掃除する。

　普ふ段だんは家事など何も手伝わない息子むすこが朝から騒そう々ぞうしい為ためか、両親には多摩湖さんお迎むかえ前の儀ぎ式しきだと三秒ぐらいで見抜ぬかれる。今日だってそうだ。居間で爪つめの手入れをしている母親は多た摩ま湖こさんと面識があるけど、『あの子は不純な異性じゃなさそうだけど、交遊が不純なのは駄だ目めよ』と大きくお世話を焼いてくださった。聞き流したのは言うまでもない。ちなみに父親は縁えん側がわで、足の裏の皮を朝から削けずって手入れしている。出来ればそういうことは、玄げん関かんから見えない位置でやって欲しい。

　そんなそこそこ慌あわただしい午前中が過ぎて、多摩湖さんが黄鶏かしわ家の前に姿を見せたのは午後一時前後だった。正午が訪おとずれてからは呼よび鈴りんが鳴るまで階段で待機して、母親が真っ先に出迎むかえないようにと構えていた。高校生とはとかく、両親に気を遣つかわねばいけない生き物なのである。独ひとり暮ぐらしに憧あこがれる年代なのだ。いるか知らないけど青春男なら分かってくれるはず。

　呼び鈴と共に階段を何段も飛び降りて、体育の時間の数倍アグレッシブに玄関の戸まで到とう着ちやくして鍵かぎを外す。廊ろう下か途と中ちゆうまで歩いてきていた母親の「あらあら」という声を背に、扉とびらを押した。

　外の景色が目に映りこんだ瞬しゆん間かん、太陽が二つあると錯さつ覚かくしてしまった。アアゴメン、片方は多摩湖さんだった！　という定番に石を投げられそうな感想を踏ふまえて、多摩湖さんとご対面。

「ちはッス」と多摩湖さんが敬礼するように指先をこめかみにつけて、おどけて挨あい拶さつ。

「こんちゃ」こっちはだらしなくなりすぎないように笑って、指を開閉させて挨拶し返す。

　本日の多摩湖さんは見慣れた格好というか先月、夏休み中の金曜ロードショーで見たサ○ーウ○ーズのヒロインと同じ服装だった。それに青色の鞄かばんの紐ひもを肩かたに引っかけている。多摩湖さんも見ていたのかな、と考えるだけで同じ時間に同じものを見つめていた共有の感動に胸が熱くなる。しかも可愛かわいい。世界に得が満ちる。

「何笑ってるの？　どっか可お笑かしい？」

　多摩湖さんが俺の様子を窺うかがうように微笑ほほえみながら、小首を傾かしげる。ワンピースの裾すそを摘つまんで、自分の姿に不備がないかを確かめているようだった。あるはずがない。強しいて言えばその露ろ出しゆつしている膝ひざ小こ僧ぞうがけしからん。眺ながめているだけでつい跪ひざまずきたくなってしまう。

「ご飯食べてきた？」

「うん。黄鶏君と一いつ緒しよに食べようかなーって思ったけど、それよりお楽しみがあるから」

　にししし、と悪戯いたずら小僧っぽく笑う多摩湖さん。その可愛さは何考えて生きてんのあなた、と無理にイチャモンつけたくなるほどであるのだが、「お楽しみ？」微び妙みように嫌いやな予感がした。

「まーまー、取とり敢あえず部屋行こうよ」

　多摩湖さんが俺の胸を手の付け根で押して、「お邪じや魔ましまーす」と中へ踏みこんでくる。「いらっしゃーい」と母親が廊下から答えてきて、微妙に後退したくない気分に陥おちいった。

　三た和た土きにサンダルを脱ぬぎ散らかした多摩湖さんに背中を押されて（途中で何とか反転した）、つっかえた電車ごっこのように階段を上っていく。なんかはしゃいでるなー多摩湖さん。こんな風にテンション高いのは、部室（と言い張る美術準備室）で脱だつ衣いポーカーに興じた日以来ではないだろうか。……だから悪お寒かんがするんだけどねー。

　二階に上がってから、扉とびらの開け放してある俺の部屋へそのまま二人で入る。窓も全開で、室内には風車がカラカラと小気味よく回る音がした。以前、唐とう突とつに旅に出た多た摩ま湖こさんから観光地土産みやげとして貰もらったものが窓の縁ふちの植木鉢ばちに刺さしてあるのだ。卒そ塔と婆ばのように少し傾かたむいている。

「ふんふふーふんふふー、んっふふっふふー」

「ご機き嫌げんッスねー。なんの鼻歌だろ、それ」

「やっだー。これぐらい分かってくれなくちゃ黄鶏かしわ君ったら」

　バンバン肩けん胛こう骨こつを叩たたかれる。骨の軋きしみは、不安に軋む心と連動するようだった。

　ちなみに俺が一方的にベロチューしたダルマ（キスの練習の相手。お互たがいにファーストキスでした）は棚たなの上で、壁かべの方を向いて貰っている。多摩湖さんとダルマを同一視していたのに、張本人とご対面させたら気き恥はずかしいじゃないか。

　ぼくらはてをにぎるのもはじるようなけんぜんなおつきあいをしているんだー。

　多摩湖さん用にと一階から拝はい借しやくしておいた座ざ布ぶ団とんへの着席を「どうぞどうぞ」と勧すすめる。「ありがと」と短く礼を言って、足を崩くずして多摩湖さんが座った。それから鞄かばんの紐ひもを肩かたから外して床ゆかに置く。文化祭の準備用の道具でも入れてきたのかな。取とり敢あえず向かいあって座る。

　健全なカップルは隣となりあって座りこむのかな？　他ほかの友達とそんな会話が弾はずんだことないから、カップルの常識はよく分からない。ただしそこらのバカップルと一いつ緒しよにされるのは勘かん弁べんだ。

　節度あるお付きあいをしています、って多摩湖さんのご両親には説明したよ。キスどころか手も握にぎったことがない割に、俺たちには初うい々ういしさが足りないような気がしてならないけど。

「しっかし、今日もあっついよねー。足の裏がちょっと溶とけて身長縮みそうだったよ」

　髪かみの毛けを手のひらで撫なでつけながら、多摩湖さんが恨うらめしそうに、窓から覗のぞける太陽を睨にらむ。唇くちびるを尖とがらせてぷふーと異議を含ふくんだような息を吐はく。

「お茶とか持ってこようか？」

「あーいい、黄鶏君家ちでのお客さん扱あつかいはいらないんだぜ」

　ぶんぶん、と手のひらを振ふって拒きよ否ひした。浮かしかけた尻しりを床に戻もどす。で、多摩湖さんは部屋の中をキョロキョロ。訪おとずれたのは何度目かだし、目新しい物は増えてないと思うけど。

　俺が秘蔵している多摩湖さんアルバムの場所もまだ発見されていないようだし。

「安心した」と多摩湖さんが息を吐いて肩の力を抜ぬく。

「なにが？」

「黄鶏君の匂においを土曜日挟はさんでも忘れてないなぁって」

「ぐへぇ」

　多摩湖さんの先制攻こう撃げきに舌が溶けかけた。

　ちくしょう、帰ったらすぐに床を這はいずり回って今日の多摩湖さんの抜け毛を採さい取しゆしてやる。

「ところで一いつ緒しよに買ったえっちい本はまだ元気？　偶たまに日干しとかしてるの？」

「それで今日は、えーと文化祭の準備？」

　強引にスルーした。脳内で多た摩ま湖こさんが吹ふっ飛んで宙を舞まう姿がイメージされた。

　そもそも俺は文化祭で、どんな出し物を行うかの説明もされていない。今までにやったことは厚紙を切って貼はって彩さい色しきしてのチップ作りだ。カードゲーム研究会だから、勝負の場でも設けるつもりだろうか。

「あーあれ嘘うそ」

　多摩湖さんがもの凄すごく得意げな表情で、手を左右に振ふる。ついその手の動きを目で追いながら、「嘘？」と発言の内容について疑問を募つのらせる。

「すまん、ありゃ嘘だった」

「なんで言い直したんですか」いや分かるけど。昨日読んだりしていたのかな。

「いややっぱ嘘違ちがうよ。予定変へん更こう。今日は黄鶏かしわ君とのお楽しみ会になりました」

　対外的に印象の良くなる表現に急きゆう遽きよ差し替かえてきた。その胡う散さん臭くささよりも、お楽しみ会かぁ、子供会の企画でそういう名前の会があって、そのときに卓たつ球きゆうしたのが多摩湖さんと遊んだ最初の記き憶おくだったなぁ。当時はそれが最後になると思っていたけど。なんて俺が一人で酸すっぱい思い出を噛かみしめている間に、多摩湖さんは青い鞄かばんのファスナーを力強く開いて、「ズワァーン」と巻き舌全開で何か取りだした。

　それは任○堂と刻印された黒色のトランプケースで、ただ、中に収められているカードの色や質感が見慣れない。プラスチック製ではないトランプカードを見るのは初めてかも。

「これね、自作トランプなの。昨日徹てつ夜やして作ってきた」

「ふむふむ？」徹夜好きだな、この人。

　長方形に切られた厚紙の上に黄色の折り紙が貼られている。黄色は多摩湖さんの好きな色であり、俺の名字にも用いられているから縁えん起ぎが良い。かどうかは後半だけ定かじゃない。ちょっと安っぽく目に映るこれが裏側がわのようなので、ひっくり返す。「ん？」

　カードはＡエースだけど、中央に書かれているのは『お腹なか』という二文字だった。ＯＮＡＫＡはＯであり逆から読めば一応、Ａから始まる。しかしそんな強引な解かい釈しやくが必要な、知ち恵え絞しぼりトランプなのかな。もう一枚手に取ってみる。Ａでこれもやはり『お腹』。２はどうだろう。

　纏まとめられていたカードをばらして、２を取りだす。２の中央は『耳』だった。どうも人体の部位が各カードの数字ごとに宛あてがわれているようだ。３は『手』。４は『足』といった具合だ。

「何ですか、このトランプ」

　そう聞かれるのを待っていたとばかりに多摩湖さんが唇くちびるを吊つり上げて、そして拳こぶしも振り上げた。身に覚えのある嫌いやな予感が駆かけ巡めぐる。そう、それは、夏の脱だつ衣いポーカーを連想させる。

「キスババ抜ぬきをしよう！」

「………………………………………は？」

　そりゃあキスのお相手にお婆ばあさんまで含ふくめたくないのは健全な高校生の本音であり、というかそもそも多摩湖さん以外とキスなんてあり得ないのだけど、え、意味が分からない。

「早さつ速そくいっかいせーん」

　多た摩ま湖こさんが待ったなしにカードのシャッフルを開始する。ババ抜ぬきを二人でやるんだから意味ありますかそれ、とかそういうことじゃなくて、「ちょっと待った」カードの山を掴つかむ。

「あ、コラコラ。そんな持ち方したら、プラスチック製じゃないんだから曲がっちゃうよ」

「そういうご指し摘てきは重々承知したので、キスババとやらを説明して」

「分からんかね？」

「サッパリでさぁ」

　うむうむ、と多摩湖さんが期待通りの反応に満足するように首しゆ肯こうする。それから両手でカード切りを再開しつつ、その艶つややかな唇くちびるを開いた。

「ではちゃんと聞くように」先生風の口調を装よそおう。

「はい」

「耳の穴ちゃんとかっぽじった？」

「しっかり開いてますからはいどーぞ」

　うむうむ、と多摩湖さんが以下略。

「基本はただのババ抜きです。でも一つ違ちがうのは、このババ抜きで負けた方は、最後まで残った手札に書かれた場所に、キスをしなければいけないのです」

「……キスですか」

「キチュなのです」

　昔話のお姫ひめ様さまと王子様の馴なれ初そめを語るような口調での説明だったけど、でも内容が王様ゲーム級に乱れていた。風紀委員会が休日出動しかねないほど。

　風車の回転に合わせて、俺の眼球も回る。視界のうねりが三さん半はん規き管かんを乱した。

「キスって、自分の身体からだに？」俺、そんな身体柔やわらかくないですよ。背中とか無理だし。

「いやいや、相手に決まってるじゃないの」

　なーに言ってんの、とばかりに多摩湖さんが細めた目と笑え顔がおで呆あきれた声を出す。

　ぐき、と眼球の周りの肉と神経が寄せて集めて弾はじけそうになる。俺が負けたら、多摩湖さんのお腹なかとか、手とか足にキスすんの？　俺が？　それって負けてなくない？

　え、ていうかキスって口づけ？　だよな？　すんの？　うひょぃ。

「ちなみに負けてカードをシャッフルする方が一枚だけカードを抜いて、その回のババを決めることが出来ることにするね」

　平気な顔してルール説明を続けてしまう多摩湖さんの落ち着き方と、俺は対照的だった。内面で渦うず巻まくものは風車を追い越こして黄金長方形の回転を成立させて、ギュルギュルと胃腸をかき乱す。胃液が水の玉となって、胃の中でピエロ（モコモコの服を着てメイクした多摩湖さん）に玉乗りとして利用されている音のようにゴロゴロ、耳元で何かが鳴っていた。

「いやいや！　いやいやいや！」具体的に何を口にすればいいか思いつかず、とにかく叫さけぶ。

　徹てつ夜やして考えたゲームが脱だつ衣いポーカーから三ミリぐらいしか成長していない！　アダルトな多た摩ま湖こさんの発想は思い立ったらとにかく形にしちゃ駄だ目めです！　と言いたいのか俺は。

　いやでも、キス。俺の部屋で多摩湖さんにキスしたりされたり。げほ。高校二年生を色ボケの海に沈ちん没ぼつさせるには十分すぎる字じ面づらだ。いや既すでに十分そうなっているとかそんな指し摘てきはさておくとしても。

　シャッフルを終えたカードを投げるように配りながら、多摩湖さんが目を伏ふせて言う。

「この間、黄鶏かしわ君がダ、ダルマとキスしてた話を聞いて決心したのよ」

「いやそれ口に出して言わないで」

　ダルマまで照れて真っ赤になりますから。あ、元からかな。つまりいつも照れているわけかシャイな奴やつだな、なんて現実逃とう避ひしている場合じゃない。

　人差し指を立てて、若じやつ干かん赤面しながら多摩湖さんがおねえさんぶる。

「そろそろ私たちもキスの練習をしないと駄目かなって」

　そろそろって。付きあって四ヶ月目だと、もうそこまで進んでいいのか。いやこんなゲーム行うカップルは脇わきの獣けもの道みちに逸それているんじゃないのか。

「俺たち、手を繋つないだこともないのに」初めて手に触ふれたのが唇くちびるでしたとかどうよ。

　多摩湖さんは親指を立てて、むふーっと鼻息荒あらく付け足す。

「安心して、このトランプに唇のカードはないから。あくまでこれは練習よ」

「……いや、それが何か一番間ま違ちがっている気も」

　ハードル走ばりに色々飛び越こえて、別次元の行こう為いに至っているような気がしないでもない。全部のカードを確かく認にんしたわけじゃないけど、他ほかにどんな部位を書きこんであるのだろう。

　多摩湖さんの想像力を侮あなどってはいけない。いや正確に言うと想像力ではなく、想像したことをそのまま実じつ践せんしてしまう行動力に驚きよう嘆たんするべきなのだ。

「さー、ゲームの時間よ。もう少し詳くわしいルールはやりながら説明するということで」

　配り終えたカードを拾い集めて、扇おうぎのような形を作って多摩湖さんが口もとを隠かくす。そして不敵にふふふと含ふくみ笑わらいをこぼした。この多摩湖さん、ノリノリである。

「って、ホントにやるのかよ！」

　あらデジャビュ。前回もそんな風にいきり立った記き憶おくがある。しかし言わないと何だか落ち着かない。勿もち論ろん、「徹夜の成果を見せてあげるわ！」と意欲に満ち溢あふれた多摩湖さんには、そんなタワゴトめいた意見など一いつ蹴しゆうされる。徹夜の所せ為いか、ネジの外れた上じよう機き嫌げんぶりだった。

「せやー！　りゃー！」とペアのカードを放ほうり捨てている。その様子や仕草、足を崩くずした座り方の全すべてに参って、はー、と表向きは肩かたを落とす。玄げん関かんで出迎むかえて上機嫌の時点で、ここまで察するのは難しかったよなー、でも多摩湖さんをもっと深く理解しないとなー、という反省の溜ため息いきだった。キスババ抜ぬきに対する嫌いや気けでは断じてない。

　というか実は諦あきらめる気なんかほとんどなかった。彼女とのキス（変則）という天上からこぼれた蜜みつが高校二年生にとってどれほどの原動力になるか、皆みな様さまご一考頂きたい。

　配られたカードをかき集めて、他ほかの数字を確かく認にんしてみる。二人のババ抜ぬきなんだから、手持ちは最初からババともう一枚だけでゲームが成立するのになぁ、と思いつつ。

　５が『ほっぺ』。これはまぁ、まだ微笑ほほえましいかも。でも６が『首筋』。想像するだけで舌の上の唾だ液えきが蒸発しそうだ。更さらに８は『頭皮』。口づけというか丸かじりに移行しそうだ。

　ペアのカードを放ほうる度たびに自分の肌はだから熱が剥はがれて、頭が真っ白に染まっていく感覚に苛さいなまれる。頭がホワイト・アルバム（白紙の思い出）となりそうだ。ポイポイと魅み惑わく的な単語の載のったカードを中央に放り捨てる手が、途と中ちゆうで停止する。

　９の『眼球』も相当危険だけど、俺の時を止めた極きわめつけはキング、なんと『脇わき』だった。脇て。脇キング？　ワキング？　多た摩ま湖こさんの脇に唇くちびるを添そえて、舌を這はわせる……あわわわ。一昔前の少年漫まん画がの主人公だったら絶対、鼻血噴ふき出している。

　いや別に常つね日ひ頃ごろから『多摩湖さんの脇には別の宇宙があるようだ』なんて注視しているわけじゃない。でもこう改めるように脇なんて書かれていたら、つい意識が脇に吸い寄せられるのもやむないじゃないか。脇に口づけ。やばくないか？　俺の中で宇宙が一いち巡じゆんしないか心配だぞ。

　多摩湖さんの脇にコスモを感じる。神こう々ごうしい。脇＞多摩湖さん？　いやいや、バカか俺は。

　さすがキング、半はん端ぱなく王者。その名に偽いつわりなく、俺を統治出来そう。俺が選ぶババは脇一いつ択たく……ん？　ちょっと待て、これは負けた方がキスするんだよな。じゃあ俺が勝ったら多摩湖さんが俺の脇にキスするわけか？　そうじゃないだろう！　と声を大にして叫さけびたい。

「っし！」

「おー、黄鶏かしわ君も気合い十分だ。けどこのババ抜きの恐おそろしさが分かっているのかなぁ？」

　カードを捨て終えた多摩湖さんがふふふのふと挑ちよう発はつめいた笑いをこぼす。むしろ多摩湖さんこそ俺の内なる情熱を侮あなどっているのではないだろうか。

　青春を脇に捧ささげる気き概がいを舐なめてはいけない。俺はカードを力強く放り、前まえ屈かがみに構える。

　肩かたを怒いからせるように力を込めて、グッと小さな石のように身を縮めた。

　脱だつ衣いから舞ぶ台たいはキスへ！

　こうなったら脇ババで絶対に負けてやる！

　ということで本日のカードゲーム研究会は、キスババ抜きで盛り上がることになった。

　両親が存在する我が家の中で、風車と共に謎なぞのゲームが回転を始める。

　煮にえたぎる血管の中を巡めぐるのは、ババ抜キスの方が発音は綺き麗れいだよな、なんて空想する余よ裕ゆうと余地も残さない三十八度の情熱だった。そんな歌詞があった気もする。

　厳おごそかな雰ふん囲い気きすらたたえて熱球に包まれる、残暑の日曜日。

　今日の自室の熱は、あの夏の部室より身近に迫せまってきそうだった。







　今年の夏は、夏祭りに多た摩ま湖こさんと一いつ緒しよに出かけられなかったのが遺い憾かんである。

　俺の住む街は都市部と田舎いなか部の両方が色々と争うことが多い。で、俺や多摩湖さんの家は都市部にあった。そこまではいい、大たい抵ていの夏祭りは都市の人が主導となって催もよおされるからだ。

　だけど今年は違ちがった。何だか知らないけど草野球で商店街側がわが珍めずらしく勝って、夏祭りの開かい催さい場所が変へん更こうとなってしまったのだ。そうなると俺たちも商店街側には行きづらい。ホームランを打ったとか何とか、誰だれの所せ為いか知らないが、けしからん奴やつもいたものである。

「黄鶏かしわ君？　君の番だよ」

　風車の回転を目で追って、導かれるようにそんなことを思い返していたら、多摩湖さんに意識の袖そでを引っ張られた。「あっ、はい」と視線を中ちゆう途と半はん端ぱに正面へ戻もどしながら、多摩湖さんの掲かかげるカードの扇おうぎから一枚引っこ抜ぬく。二人ババ抜きだから、最後までどのカードを選んでも大差ない。でも多摩湖さん曰いわく、「そこまでの間がいいんじゃないの」だそうだ。

　ま、確かにカードゲームしているって感覚を生むやり取りではあるけど。

　５のほっぺカードをペアで手放す。「……うーむ」多摩湖さんは何をババに選んだんだ？　それを推すい理りするというか、想像する時間としては、この過程も凄すごく優ゆう秀しゆうだなぁ。

「うりゃ」と多摩湖さんが真ん中の７カード、太ももを引っこ抜いて手札と共にポイポイ放ほうる。……太もももいいなぁ。だけど俺が口づけるのはいいけど、逆なんか何か意味があるのか？　産業廃はい棄き物的行こう為いじゃないか？　そう考えだすと、このゲームの着目すべき点が見えてきた。

　勝利（欲望）への感覚が見えてきた感じ。眼球がシュルシュルと回転している気がする。

　例えばほっぺにキスは、多摩湖さんにして欲しい。首筋にキスは、俺が多摩湖さんに施ほどこしてみたい。キスの矢印の方向に理想の形があるのだと悟さとった。

　つまり勝敗をコントロールする方法が必要なわけだ。必勝法、もしくは必敗法。

　そんなことが出来るのだろうか。ただでさえ、二人でのババ抜きは単純なのに。イカサマ、マーキング？　でもババが固定じゃないから、全すべてのカードに別々の印をつける必要がある。そんな暇ひまも覚える脳みそも俺の手もとにはない。自作カードだから、別のトランプを用意してすり替かえることも不可能だ。なんて可能性を潰つぶしつつ、多摩湖さんからＱクイーンを引っこ抜く。ちなみにＱは『膝ひざの裏』って書いてある。俺の心をピンポイントで突ついてくるとはさすが多摩湖さん。

「あ、一個だけ言い忘れていたルールがあった」

　カードを引っこ抜く手を途中で止めて、多摩湖さんが『うっかり』といった様相を表しつつ呟つぶやく。そのぽっかり空いた口もとに俺の唇くちびるが重なるのは一体どれほど後になるのかな。

「はい？」

「一回ババになったカードはもうババになれないの。だから十二回戦ね、これ」

「なにィ！」

「あ、黄鶏君があっさり抜かれる名もなき雑ざ魚こキャラの顔になった」

　はにかみながら、多摩湖さんがカードを抜く。３の手が消えた。俺の雑魚驚おどろき顔はまだ継けい続ぞく中と思われる。漫まん画がの一コマの隅すみっこに追いやられた意識がまだ戻もどってきていない。

　機会が一度だけ……だと……。脇わき、脇、脇は禁止？　ルール違い反はん？　そもそも多た摩ま湖こさんにキスするということ自体が半ばルール違反ではないでしょうか！　いや落ち着け！　なんだ俺は、気持ち悪いぞ！　いや普ふ段だんから比ひ較かく的気持ち悪い想像を多摩湖さん絡がらみでいっぱいしてるけど、これは輪をかけている！

「どしたの黄鶏かしわ君。絞しめられた鶏にわとりみたいに顔色青くなってるけど」

「ハハハ、いやちょっとこの部屋空気が薄うすいッッスね二階だから！」

「ッが一個多くなかった？」

　突つっこむところそこかよ！　ていうか今、どうやって発音しましたか。

　多摩湖さんがどういう思考回路を持ちあわせているのか、俺にはさっぱり分からない。

　いや多分、最初に話したキスの練習っていう動機以外、何もないんだろうけど。多摩湖さんはそーいう人だ。そこがいいのだ。辛しん抱ぼう堪たまらん。バカップルじゃないからべた褒ぼめはほどほどにしよう。いやぁでもベタっていうか世界の常識に近い（以下略）。

　手もとのカードはお互たがいに残り四、五枚。脇キングはまだ俺の手もとに残っている。初回から脇だったらどうしよう、心の準備がまだ出来ていない。他ほかのカードは４の足、９の眼球、Ｑクイーンの膝ひざ裏。足と膝裏は俺、眼球は多摩湖さんが舐なめると素す敵てきなんじゃないでしょうか。あ、舐めるんじゃなくてキスだったっけ。でも眼球にキスされるのは少し怖こわいな、吸われたらどうしよう。

　いやいや、案外未知の多摩湖さん性せい癖へきが花開くかも知れない。多摩湖さんが何かしらの行動をする度たびに俺の性癖は開かい拓たくされて、水平に広がっていくのだ。

「さぁ、カードをお取りなさい」

　ずずいと右手のカードを、俺の眼前に突きだしてくる。仕こんだ手品に付きあわせるように不敵な態度。多摩湖さんお手製のカード、自作ルールのババ抜ぬき……イカサマの可能性もあるのか？　いや、多摩湖さんはそういう人じゃないな。手先も不器用だし。

　カードシャッフルの練習で二週間分の放課後を費ついやした人なのだ。頑がん張ばり屋さんなのである。

「などと褒め称たたえつつ俺はカードをその手から引き抜いた」

「何を急にナレーターしてるの」

　脇だった。いや引いたカードが。手元から捨て去るのが少し名残なごり惜おしいけど脇が消える。寂せき寥りよう感を含ふくみつつも、ホッと一息を吐はく。勝負の時までに必敗法を見つけたい。あるのかそんなの。今の内に次善の策として、なんかの神様にでもお祈いのりしておいた方がいいかも知れない。

　多摩湖に神様はいるのだろうか。いるのであれば、その神の加護を願う。

　そこからはゲームが少し加速して、「ほりゃ」「ほほい」「ほいほい」「ほほーい」などと引き抜きあって、残るのは俺が二枚、多摩湖さんが一枚となる。多摩湖さんがババじゃないカードを俺から引いたら、その時点で一回戦は終しゆう了りようだ。

　俺の手元には４の足、Ｑの膝裏。多摩湖さんの足、多摩湖さんの膝裏。南半球を彷ほう彿ふつとさせる領土がそこには広がっていることだろう。負けたい。ここはどっちでも敗北したい。

「さー、心の準備はいいかな？」

　多た摩ま湖こさんが人差し指をくるくると回しながら、ニヒヒと笑って俺の反応を窺うかがってくる。右、左と人差し指の先せん端たんを二枚のカードに交こう互ごに向けて、俺の顔色の変化を見極きわめようとしている。

「ちょっと待って、シャッフルするから」

　その手に乗るか、とばかりにカードと両手を背中側がわへ隠かくして、適当にかき混ぜる。

　その間、多摩湖さんと俺は見つめあい、「ぬふふ」「ぬへへ」と不気味に笑って牽けん制せいを続ける。

　心理の天てん秤びんが傾かたむくことで、単純な二分の一はその確率を変動させる。多摩湖さんとの心理戦、って俺が敵かなうはずないんだけど、そこは愛と勇気とか不確定な代しろ物もので根性カバーだ。目だけは逸そらさない。見つめあわない時間が勿もつ体たいないじゃないか。

「はい、どうぞ！」

　片手に一枚ずつカードを握にぎって、多摩湖さんの眼球を左右それぞれに散らすように突つきだす。そもそもどちらがババとして選ばれているか不明なのだから、祈いのりにも指針がない。

　多摩湖さんは数秒、左右をキョロキョロと見比べるように見渡わたしてから、スパンと小気味良い音が鳴りそうな勢いで右手のカードを引っこ抜ぬく。それは膝ひざ裏うらのＱクイーンだった。

　手に取ったカードを高々と掲かかげたまま、上うわ目め遣づかいで多摩湖さんが確かく認にんする。そしてそのカードをパラリと手のひらからこぼして、典てん雅がと表するに相応ふさわしい柔やわらかな微び笑しようを浮かべた。

「私の勝ちだねぇ、黄鶏かしわ君」

「わおっ」やった、と言いかける舌の先せん端たんを丸めて自制する。

　もう一枚のカードを手の中でひっくり返す。膝裏。つまり俺の手もとに残った４の足がババ。

　背中を覆おおっていた勝負の熱がざぁっと蟻ありの大群のように下へ下へと移動していく。通り道である腰こしが疼うずき、イカを食べた猫ねこのようにガクガクと支えが抜けていくようだった。

「負けかぁ」多摩湖神（仮）、ありがとう。ｗｅｂページ常連者という御ご利り益やくかな。

「はい、黄鶏君が私のあんよにキス決定」

　そう言って右のおみ足を俺の前へ惜おしみなく差しだす多摩湖さん。艶なまめかしさはないけれど真っ白な美び肌はだで、そこに口をつけることはこの九月に、降り積もった雪に顔を突っこむ行こう為いを連想させる。足、にキスですと。下げ僕ぼく？　俺は下僕？　あれ、なんか心臓がドキんこ。
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　足の動きに合わせてワンピースの裾すそが無防備に捲めくれて、それが一層の嵐あらしを俺の中に呼びこむ。

　眉み間けんとこめかみがズキズキする、期待感に胸膨ふくらんだ影えい響きようで。大だい丈じよう夫ぶなのか俺は。

「黄鶏君の足も捨てがたいけど、勝っちゃったから仕方ないね」

　鶏にわとりの足は珍ちん味みですもんね、ってそういう問題じゃないか。

　多摩湖さんが跪ひざまずいて俺の足を舐なめる。足の裏とか、指とか……あ、キス？　だっけ舐めるじゃなくて。つい舐めるって発想が先行してしまう。変態カップルの基本だね。でもなんか想像すると……ぞわぞわする。カーンと額を殴なぐられているのに、一本何かが自分を貫つらぬいて快感というか、目め眩まいに近い症しよう状じようを引き起こす。うう、想像だけでこれなのに、現実だったら俺はどうなってしまうんだろう。エイリアンに改造手術されるように、別人に変へん貌ぼうしていたかも。

「さぁ、キ、キスの時間よ」

　うりうり、と足の先で俺を押してくる。俺はダルマのように転がりたい衝しよう動どうに立ち向かって、むしろ前へ出る。ダルマは後ろに転がるばかりが芸じゃないのだ、キスの練習台にもなる。

「でもあ、足って足の何ど処こですか」

「え？　えぇっと、そ、それは黄鶏かしわ君のセンスによるよね」

　少々動転気味に丸投げされた。さてはキスババ抜ぬきという発想だけで満足して。その後についてはあまり考えてこなかったに違ちがいない。留年経験豊富な多た摩ま湖こさんはそういう人である。

「じゃあ、こう、現地で考えるッス！」

　ということでさし当たっては四よつん這ばいになって犬が餌えさ皿ざらに顔を突つっこむように、多摩湖さんの足の甲に顔を近寄せる。グッと身体からだを屈かがめて、それだけで意識が遠とお退のきそうだった。ぽぅっと、世界全体が淡あわい。あぁ、多摩湖さんの足は目ま映ばゆい。世界ってこんなに綺き麗れいだったのか。

「ジーッと見られてると、なんか、ドキドキするよ」

「あ、多摩湖さんも？　俺も、心臓が喉のどを食い破りそうなほどバクバク」

「ほ、ほふぅー」

「ふふぇー」

「………………………………………」×２。

　崖がけの上と下に位置する人間のように上下間で、三秒見つめあった。

「で、では初キスいきます」

「よ、よろしくてよ」

　初めてのキス相手は彼女の足でした。もうこの時点で少年誌の主人公は無理そうだ。

　そもそも四よつん這ばいの服従の姿勢で恥ち辱じよくを感じていない時点で、俺は色々と『アウトー！』なのかも知れない。しかし新境地に到とう達たつして荒こう野やを見つめることを、誰だれが非難出来ようか。

　いざ、と足の裏に手を添そえて、すぼめた唇くちびるを足の甲こうに近づける。ダルマとのキスの成果を見せつけねば、という不思議な焦あせりが俺の中に芽生えて、唇が割れるようにかさつくのを感じる。

　室内は風車のカラカラが他ほかの音を吸いこんでしまっているように静かさが際きわ立だつ。家の一階からも両親の立てる音はなく、森の奥、湖こ畔はんでお姫ひめ様さまの足を洗う男の気分だった。

　ただし湖の清らかな水ではなく、用いるのが俺の唾だ液えきという点が現実の加味だけど。

　そうして幾いく度どかの目め眩まいと耳鳴りの中で、多た摩ま湖こさんの足に口づけを果たす。無音で効果音もまるでないけど、吸いこまれるような感覚が唇を中心に生まれる。ずきゅうううん。

　ドッドッド、と馬が地面を踏ふむような心臓の音が唇を介かいして伝わっていないか不安だ。

　唇をくっつけたまま、間抜けっぽく多摩湖さんを見上げる。多摩湖さんは真っ赤に染まった頬ほおをこそばゆそうに掻かきながら、にへ、と照れ笑いを返してきた。うわー、天使だー。

　その天使の足に口を添えているなんて、なんかこう、身体からだが熱くなる。沸ふつ騰とうしそう。

　……あーところで時々、というか常々かな。疑問に思っていたことがあるんだけど、キスってなんでチューって俗ぞく語ごがあるんだ？　今行ったとおり、唇を触ふれさせるっていうのは無音だ。

　じゃあチューって何よ？　犬をわんこって呼んだり、猫ねこをニャー子ちゃんと呼んだりするのと同じ理り屈くつだとするなら、チューっていうのは吸う音なんじゃないか？　俺はそこらへんを明確にしないといけない義務感に勝手に駆かられる。今後の為ため、将来の為、後に続く健全なカップルの為にと大義名分を掲かかげて。

　ということで吸ってみた。チューと。「ひゃうわぃ！」多摩湖さんのお尻しりが飛び跳はねる。どん、と床ゆかが存外鈍にぶい音などしなかった鳥の羽が舞まい降りるような軽い音だったということにして、一階の両親が何か反応しないかと不安になる。でもそれより多摩湖さんの動どう揺ようが可愛かわいい。ワンピースの捲めくれ具合も至福だった。幸せで喉のどが噎むせ返りそうになる。

「ひゃうい！　何しとん！」

　ぞわわーっと鳥とり肌はだでも立ったのか、多摩湖さんの上半身が震ふるえる。俺は構わず、吸い込んだ多摩湖さんの肌を舐なめた。「ひょーい！」サンダルの材質の匂においに混じって、ほんのりと汗あせの味がする。運動部系男子の流す汗とは別格の味わいだ（と強く信じる）。

　口を足から離はなすと、早さつ速そく多摩湖さんがジタバタと手足を暴れさせながら抗こう議ぎしてきた。

「キス吸う舐めるって食う寝ねる遊ぶじゃあるまいしなーにをやっとるか！」

「多た摩ま湖こさんの汗あせは光の粒つぶだと確信した」

「黄鶏かしわ君がまたも変な方向に開花した！」

　多摩湖さんが仰のけ反ぞる。逆に敗北者の俺はカードをかき集めてやる気満々であることを示す。

「予想より激しいゲームになりそうだぜ」

「黄鶏君がちょっぴり暴走するからじゃない！」

「徹てつ底てい的に舐なめ続けてやるぜ」

「キスの練習だっつーの！」

　ああまぁ、そういう面もある。でもゲームの真の価値に気づいたのだから、俺としてはここからが本番だ。一枚を最初に抜ぬき取ってから、残りのカードを切る。

「さぁ、二回戦の始まりだ」

　今回のババは９の眼球。多摩湖さんの目玉に口づけか、逆なのか。どっちにしても更さらなる世界の扉とびらが目玉という湖の底で眠ねむっている気がしてならない。「うへへへへ」「コラ笑い方！」

　混ぜたカードを景気よくポイポイ配る。勝負に関かかわるのは最後に残る三枚だけで、しかしそれでもそこまで省略という無ぶ粋すいな真ま似ねは出来ない。より良い結果の為ために過程はあるのだ。

「このゲームを通じてきっと、多摩湖さんも新境地を切り開くと信じる」

「なんか、黄鶏君主体のゲームのようになってきている……」

　むっと唇くちびるを尖とがらせる多摩湖さんが前ぜん傾けい姿勢となり、叩たたきつけるようにペアのカードを捨てていく。負けん気を発揮し始めたらしい、でも最初の勝負に多摩湖さんは勝ったのに。

　このゲームの勝敗はババ抜きの勝敗と直結していないようだ。キスによってどちらがどれだけ充じゆう足そく感を味わったかに集約されている。おお、これこそキスの練習の理想型じゃないか。

　まぁ俺は口つけたらそれが何ど処こでも舐めるんだけど。

「さぁ来い！」

　多摩湖さんが力強くカードの扇おうぎを押しだす。俺もそれを真っ向から受け止めて、カードを一枚奪うばい取る。カード界の花いちもんめと勝手に認にん定ていしたババ抜き、第二回戦の開始である。

「あぁ、脇わき……もといキングが早さつ速そく手もとから消えた」

「何でそんな寂さびしそうに謎なぞの発言するの？」

　多摩湖さんの無む垢くなる指し摘てきは微び笑しようで受け流した。ただその微笑ほほえみは、皮の裏側がわで必死に筋肉を折り曲げる小人が巣すくっているような、異物を内側に感じてしまう笑い方だった。

「む、黄鶏君から悪役のオーラがヒシヒシと」

「むしろ正直者に進化してきていると思う」

　熱の奔ほん流りゆうが俺の身体からだを好きに改造していく。そして身体が心の在り方を変える。

　いいぞ、どんどんやれ。癖くせ出していこう。

　その後もカードを引き抜いて、「並行世界の自分と出会って消しよう滅めつ！」とか二人でキャッキャとじゃれあいながら手札を捨てて、あっという間に最後の二に択たくの時が訪おとずれる。真夏を過ごす人が素すっ裸ぱだかになる時間より、魅み惑わくのカードを失うのは手早い。最後に残ったカードは、欲望の皮をタマネギのように剥むかれ続けて中心の芯しんがさらけ出されているようだ。壁かべはなく、しかし気高く堂々としている。俺の口もついつい柔やわらかくなる。「眼球舐なめてー」

「だから欲望をぺらぺら吐はきださないの！　キスの練習に欲望は必要ありません！」

「そうですか？」

「そうなのです、ピュアっぽいのです。さーカードを選せん択たくせよ！」

　ズビビ、と石造りの効果音が宙を舞まいそうな挙動つきで、多た摩ま湖こさんが二枚のカードを俺の眼前に立ち塞ふさがらせる。片方が眼球の９である。さぁ、どっちだ？

　二人ババ抜ぬきで唯ゆい一いつ、手に汗あせ握にぎる選択の瞬しゆん間かん。学校生活みたいだ。過程の三年間はある程度いい加減に選択しても何とか過ぎていくけど、卒業後の進路だけは疎おろそかに出来ない。

「ここだ、ここで決めるんだ！」

「そう何度も舐められてたまるかー！」

　多摩湖さんも大たい概がいノリが良い。「ほりゃ」右手のカードを取った。俺が右利ききだから。人生は何気ない選択をそんな理由で選び続けて、その結果として大事な二択を選ぶ素養を積んでいく。

　何かを選ぶときって、そこまでの過程でほとんど答えが決まっているんだなぁ「うわっ、勝った！」ひぃー、と眼球ナインを手放す。多摩湖の神様は少し夢を見させてから蹴け落とすのが趣しゆ味みなのであろうか。「あー！　負けたー……って黄鶏君が頭抱かかえてるよ！　なして？」

　カードを放ほうり投げて後ろに倒たおれこみかけた多摩湖さんが、その体勢のまま復帰してくる。

「多摩湖さんの目玉の味を確かめたかった……」

「魚の目玉みたいな味なんじゃないかな。私、魚よく食べるし」

　そういうことじゃないだろう！　今の多摩湖さんの発言には夢がない、ダルマよりない！

「ていうか、黄鶏かしわ君が益ます々ます変態っぽくなってきてちょっと不安かも」

「こほんこほん」

　少々熱暴走気味だったかな。風車でも見て落ち着こう。あ、今は回ってないや。風がないってことだから、自覚すると一層の蒸むし暑あつさを知覚してしまう。むぅ……暑いから暴走続行。

　というか大だい丈じよう夫ぶ、全然変態じゃない。カップルはみんな脱だつ衣いとかキスとかしてる。

　カードゲーム研究会だからそのやり方が少し面おも白しろ可お笑かしいだけ。ひゃっはー。

　瞼まぶたを指で押し上げて、充じゆう血けつしている部分まで見せながら多摩湖さんに言う。

「じゃ、じゃあ多摩湖さんが俺の目玉にキスを……」

「う、うっすっす」

「舐め舐めを……」

「言い直しになってないって！」

　これはこれで認められるかも知れない。恥はじらう多摩湖さんという特典もある。

「もじもじ」「もじじ」俺も一いつ緒しよになって照れる。多摩湖さんからキスの進しん呈ていだなんて。

　今度はちょっぴり埃ほこり臭くさいダルマちゃんが相手じゃないのだ。マジパネェって。心臓の鼓こ動どうが酷ひどくて、腎じん臓ぞうとか肝かん臓ぞうにその仕事を分ぶん担たんさせないと過労死するんじゃないかと不安になった。

　決意したのか、もじもじ多た摩ま湖こさんがずりずりと四よつん這ばいで近寄ってくる。

「黄鶏かしわ君、上向いて」

「あぎ」

　頭部と顎あごに多摩湖さんの手が添そえられる。グキ、と矯きよう正せいするように上を向かされた。喉のど仏ぼとけのあたりでビー玉が転がったような痛みが走る。そして、多摩湖さんが天てん井じようとなった。

「おおぅ……」

　俺の視界を覆おおい尽つくす多摩湖さん。眼がん福ぷくとはこのことを指していたのか。この贅ぜい沢たくな景色に早くも勝利の価値を見みい出だす。多摩湖さんの唇くちびるが薄うすく開かれて、優やさしい桃もも色の舌がちらついた。

　その仕草に目を見張り、チリチリと赤い線が走るように目を乾かわかす。

「じゃあめ、目薬いきまーす」

　ぬぎーっと、上うわ瞼まぶたと下瞼を多摩湖さんの指が押し広げる。爪つめが食い込んで痛い。公園の水飲み場を利用するときのように耳にかかる髪かみをかき上げながら、多摩湖さんがむーっと唇を尖とがらせて目を閉じる。あー俺も、ダルマにキスするときこんな顔してたのか。

「うぎぎ」

　多摩湖さん特製の目薬は心には劇薬っぽい。腕うでがガチガチに引きつって固まっている。

　多摩湖さんの色素の薄い唇がドアップに迫せまる。映画のスクリーンより大迫はく力りよくと言っても過言じゃないだろう。眼球を食べ尽くす、獰どう猛もうな肉にく食しよく獣じゆうに襲おそいかかられたときこんな風景を、俺の眼球は最後の景色として映すのだろうか。それがいつまでも、記き憶おくから消えないのは怖こわいなぁ。

　記憶は第二の目なのだ。あったはずの過去や、あり得ない空想までもその目で見つめている。

　ふるふるしていた多摩湖さんの目が恐おそる恐る開かれた。

「黄鶏君、トサカみたいに顔が真っ赤。触さわってると熱い」

「多摩湖さんもだよ」

「私はほら、トマト姫ひめだから」

「卵なのに？」

「いいからだまりー」

　多摩湖姫が俺を黙だまらせる。ここで唇同士によって塞ふさがれた、とかだと美しい流れなのに唇を上下から押さえつけたのは多摩湖さんの指だった。ぐに、とアヒル口にされる。

　そしてその情じよう緒しよのない顔つきを維い持じされたまま、多摩湖さんの唇が眼球にのしかかった。右目が真っ暗に満たされる。そして目玉の表面に何かが触ふれるという感かん触しよくに、恐きよう怖ふ。

　血管や髪の生はえ際ぎわ、腰こし回まわりからダバダバと少し生なま温ぬるい液体が滝たきのように流れていく錯さつ覚かく。すぅっと背中の肉が薄くなり、肩けん胛こう骨こつが引き抜ぬかれるようだった。ごぼ、と見えない水が喉のどの奥から迫せり上がり、ごぼごぼと濁だく流りゆうめいた音を立てる。この奔ほん流りゆうは、俺のなんだ？

　何が切り離はなされて流れて、そして意識を霞かすませるのだろう。多た摩ま湖こさんの吐と息いきが睫まつ毛げと眼球をくすぐる。その度たびに鼻がむずむずとして、「あ、あ、あ」と短い声が漏もれそうになる。

　目玉に触ふれた唇くちびるから舌が伸のびて、脳を弄いじられているように思えた。

「れろん」

「ぎゃあ！」

　なんて表現していたら本当に目玉を舐なめられた。腹筋が捻ねじれそうになることも厭いとわず、尻しりを飛び跳はねさせる。ドン、と辞典でも机から落下したような音が黄鶏かしわ家に響ひびいた。頼たのむから両親よ、反応して部屋を覗のぞきに来ないでくれ。今、ある意味とってもいいところだから。

「れろんぱ」「るれるれ」奇き怪かいな悲鳴じみた声が鳴る。多摩湖さんの舌の先せん端たんが俺の目玉を往復する。ちゅるちゅるという水源の生まれる音が目の中からこぼれて、視界が水の膜まくに包まれる。

　透とう明めいな板がくるくると目の中で回っている。そしてぬるり、ぺちゃりとまるで目玉を咀そ嚼しやくしているような、或あるいは妖よう怪かいが油を舐めるような音と共に、生暖かく柔やわらかいものが俺を愛めでてくる。その刺し激げきを断続的に与あたえられたら、本当に脳が改造されてしまいそうだ。

　左の正常であるはずの眼球までも靄もやがかかって、鈍にび色いろに滲にじむ。感動にも、嘆なげきにも、何物にも属さない淡たん泊ぱくで味のない涙なみだが左目から流れだす。それが口に入ってきて、舌で舐める。

「ねるねるねーるね」

　舌が目玉の上でくるくると回転する。もう悲鳴もあげられない。耳から空気が抜ぬける。

「充血してる箇か所しよにもー」「ぎぃー」目の下の皮を舌が蹂じゆう躙りんする。「瞼まぶたの裏もー」「ぎぴー」

　かれこれ五分は精気を吸い取られ続けた。

　ようやく舌が離れて、噎むせこみながら、多摩湖さんの目玉弄いじりから頭を下げて逃にげだす。目を瞑つぶると、多摩湖さんの唾つばが涙のように染みだしてきた。どれだけ人の目に流しこんだのだろう。目がショボショボ。慌あわただしく水すい滴てきまみれとなる視界の中で、多摩湖さんの頬ほおが上気しているのを確かめる。あの真っ赤な頬に俺の元気とか色々詰つまっているのかな。

　しかし、目玉キスを甘く見ていた。人生劇場第二部の黄鶏君になるところだったぞ。

「ありがとうございました……」

　子供が歯医者に言うぐらい心ない礼だ、と我ながら思う。

「あーちょっと待ちなさい。まだ左目が残ってるゼ」

「えっ？」

「カードには眼球って書いてあるでしょ。目玉は二つあるの」

　引こうとした顔を掴つかまれて、「ぎゃー」レロレロと左目を舐められた。二人して床ゆかに寝ねそべりながら頭を抱だき寄せられてレロレロとか、健全なカップルは普ふ段だんこんなことばかりやっていたなんてけしからん。憤いきどおりながら、なすがままあるがままに脱だつ力りよくした。昇しよう天てんに近かった。

「うぅ……」

　戦意の喪そう失しつを自覚してしまうような呻うめき声ごえが漏もれる。多摩湖さんの唾を吸った睫毛が重く感じられた。多た摩ま湖こさんはひとしきり目玉を堪たん能のうしてから、味についての感想を述べてきた。

「黄鶏かしわ君の目はうっすい涙の味がしたよ」

「そーっすか……」

「初めてのキスの相手が目玉でしたって、私なんか誤解されそう」

「初めてにしては情熱的なキッスでございました……」

　精神的ボロボロによって床ゆかにへばりついている俺を眺ながめて、多摩湖さんが破顔する。

「なんか私、試合に負けて勝負に勝った？」

「まさしくそれ」

　ていうかキスババ抜ぬきって、負けた方が勝つんじゃないか？　矛む盾じゆんしているけど。

「そういえばババ抜きのババって、Ｑクイーンの絵札に載のっているおばさんのことらしいね」

「はい？　なに、その急な豆知識」

「いや偶たまにはカードゲーム研究会の会長っぽい部分を見せないと、ふっふっふ」

　本当に唐とう突とつだった。仕入れた知識を披ひ露ろうしようとしたけど忘れていて、今ふと思いだしたようだ。でもその話題の変へん更こうによって眼球を取り巻く空気も一新される。俺は立ち上がった。

　対戦相手の復活を見計らって、多摩湖さんがカードをピッと指に挟はさんでから宣せん誓せいする。

「次は耳よ！　覚かく悟ごするヨロシ！」

「アイヤー！」

　気き恥はずかしさによって穴だらけにされた神経を埋うめる為ため、そんなノリを維い持じしながら三回戦を始めた。しかしここからが疾しつ風ぷう怒ど濤とうにエライこととなるのであった。

「うわっ、勝った！」「オラオラオラ、耳をお貸し！」「無む駄だ無駄無駄、わぎゃ！　ちょ耳の穴は駄目、反則、ロープロープ！　ひょいひょいあ！」「うわ、反応が女の子っぽいよ黄鶏君。可愛かわいい可愛い」「きゃい、うわなんか下半身震ふるえてる！　怖こわい、なんか怖いタイムアウト！」「いーやーじゃー！　黄鶏君の耳をはむる！」「はまれる！　ちょっと、キスじゃないのか！　噛かんでる噛んでる！」「時には相手の唇くちびるを噛むこともあるからその練習！」「嫌きらってないかそれ！」「いいから大人しく耳の穴をかっぽじらせなー」「俺実は五年ぐらい耳掃そう除じしてなかった気がする！」「っしゃー！」「なんでやる気になるんだー！」「うぃーん！」「舌が耳の穴でー！」

「四回戦はほっぺ！」「おー、唇に一番近い！」「そうだろそうだろー、夢があるよねー」「へいっ、キス！　ヘイヘイ！」「まだババ抜きやってないじゃん！」「俺たちの愛にババ抜きなんか不要ですよ！」「ぶっちゃけっちゃった！　いやいやカードゲーム研究会だから私たち！」「キス魔ま訓練所に改名しません？」「しません！　それも魅み力りよく的だなーとか私が思わない内にさー勝負！」「俺のターン！」「続いて私のターン！」「カードを引くこと以外何も出来ない俺のターン！」「トラップカードも発動出来ない私のターン！」「不毛な宣言、俺のターン！」「いえー、黄鶏君からのキスだ」「勝っちゃった！　多摩湖さん空気読んで負けてよ！」「私のほっぺがご不満？」「逆でしょ普ふ通つう！」「えー、いいじゃん。男の子にほっぺにキスされるのも悪くないよ。この間、少女漫まん画がで見たもん」「いいですよもう、俺の健全な夢は多た摩ま湖こさんの脇わきに託たくすから！」「なんで脇って決めてるの！」「ほっぺをれろぉっと」「コラ！　せめて建前でも唇くちびるを先につけなさい！」「舌がキスしたいって言うから」「しれっとした顔で意味不明に変態だー！　てんこもりだー！」「多摩湖さんの肌はだ、つるっつるですね。ダル子さんと大おお違ちがい」「ダル子？」「そこにあるダルマ多摩湖さん」「黄鶏かしわ君と会話が成立する内に五回戦！　さー次は何かね！」「脇！　いや、脇……いや脇、いや首筋で！」「どんだけ脇が気になってるの！」「急にフロンティア精神が疼うずいて」「脳が疼いているとしか思えない！」「膝ひざの裏も素す敵てきですけどね」「なんであんなカードを作っちゃったんだー！」「きっと夜明けに一筋の光明を見みい出だしたんですよ」「徹てつ夜やによる魔まが差したとしか思えない」「とにかく勝負！　バッチ来い！」「どららーっ！」「カードがボラーレヴィーア！」「コールかドロップ、口に出してはっきり言いなさい！」「それは前回のやつです！」「ぎゃー、また勝った！」「よし二連敗。首筋頂き！」「きゃー！　おかあさーん！」「大声で呼ばないでください本当に来ますよウチの両親！　さぁ観念してチューチューさせて！」「黄鶏君がタコ君になってきている！」「ではタコらしくチューッと」「うひゃぁー、あーあーあー！　なんかじゅるっと、にゅるっと、う、あはははは！　くすっぐったい！　すっごいむずむずして、ちょっと、ストップ！」「耳の穴のときは止めてくれなかったじゃないですか！」「バンバンしてる！　床ゆかバンバンしてるでしょ！」「なんか楽しそーですね」「アホー！」

「ふぅ、舐なめ疲つかれた。舌の付け根が痛い」「キスの練習なのにその症しよう状じようを患わずらうのは明らかにやり方を間違えているー……」「でも次は大本命の脇だ！」「一応聞いてみるけど私の脇になんか恨うらみでもあるの？」「脇に恋する五秒前！　古いなオイ！」「わ、脇に！　自分の脇に嫉しつ妬と！　難しいけど頑がん張ばっちゃうよ、いいの！」「二ふた股またかけてすいません！　あ、でもやっぱり最後にしよう。その前に膝ひざ裏うら！」「美お味いしいものは最後に残しておく人だったっけ？」「いや脇を舐めたらそれが人生目標の終わりっぽいし」「困難なんだかしょうもないんだか意味分かんない目標を持たないでよ！　他ほかにあるでしょ、あーう、あー、け、結婚とか？」「脇と結婚かー」「脇から離はなれなさい！」

　などと打ち切り漫まん画が級に描びよう写しやをダイジェストでお伝えしてみました。こんな風に十回戦まで消化。俺たちの身体からだもそれぞれの部位が消化液でべっとべと。多摩湖さんの唾だ液えきが風に吹ふかれて涼すずしい。

「この唾つばを指で拭ぬぐって舐めたら間接キスですか？」

「変態マインドにヤスリかけすぎだよ黄鶏君！　どういう錬れん磨まの仕方してんの！」

「いやぁ多摩湖さんに影えい響きようされちゃって」

「あーもういいよさっさとカード引いて。黄鶏君のお腹なかにキスするから」

　グイ、とカードを二枚それぞれの眼球に貼はり付けるように押し出してくる。十一回戦、ババはお腹のＡエースだった。既すでに途と中ちゆうからババが謎なぞというルールは瓦が解かいして必殺技わざ合戦みたいになっているけど、ここは易やす々やすと流せない選せん択たくのときだった。俺は、是ぜが非ひでも負けたい。

　俺は多た摩ま湖こさんのお腹なかにキスしたい。というかそうなると多摩湖さんのお腹を拝見することが可能なわけで、今年の夏も海水浴やプールに一いつ切さい出かけていないわけだから、つまり初見なのだ。しかも開放的な浜辺とかではなく自室で、服の下を覗のぞける。ここで俺が勝つようだったら、この世に神はいないと断じよう。だから神様お願い、明日の不幸が今日の幸福であっても構わないのです。お慈じ悲ひを。「うー……」祈いのりつつ、ジト目多摩湖さんと睨にらみあう。

「黄鶏かしわ君に私のお腹は一年早い！」

「多摩湖さんこそ、俺のへそを覗くのはもう少し待って！」

　俺が少し腹筋を鍛きたえるまで。どちらも敗北を願う心が交こう錯さくする。相手の勝利を互たがいに願うと書けば何だか響ひびきも美しい気がするんだけど、そういうのが似合う雰ふん囲い気きではなかった。

　そして、一いつ閃せん。

「ちょあ！」

　必殺、何とか引き！　と単にカードを引き抜ぬくことに名前を冠かんしたくなる勢いで、多摩湖さんの右手のカードを掴つかみ、そして……離はなれない。なんか、カードをがっしり握にぎっている。

　ミチミチミチ、と厚紙が材質のカードが悲鳴をあげた。多摩湖さんは右手でカードの下側がわを掴んで、眉み間けんに皺しわを寄せながら離そうとしない。

「あの、多摩湖さん？」

「君は引力を信じるか？　うっ、何な故ぜかワタクシの手から離れない」

「いやいや、これＡエースじゃないんですね？」

「そうかも知れない。しかし私はこれを手放せないので、黄鶏君には分からない」

「えい」

　中ちゆう腰ごしに立ち上がって回りこんで、多摩湖さんの手元を覗きこんだ。うむ、Ａだ。

「あー！　人のカード覗いた！　ルール違い反はん！」

「引力の所せ為いにするのもルール違反ですから」

　反論は聞き流して攻こう守しゆ交代。今度は多摩湖さんが選ぶ番だ。後ろ手でカードをシャッフルしてから、多摩湖さんが左右どちらを選ぶか、主に勘かんで予測してカードを握る。そして、そのうーうー唸うなっている口もとへ差しだした。「さー引くのです」「うりゃー！」多摩湖さんは迷わない。

　ズバッと左手側がわのカードを引っこ抜いて、俺は引力を働かせる間も与あたえられなかった。

「ま、必要ないけどね」

　頭上に掲かかげられたカードの黄色の煌きらめきに微笑ほほえむ。多摩湖さんの手が恐おそる恐る降りてきてそのカードの中身を確かく認にんしてから、その顔色の変へん貌ぼうぶりに勝ち誇ほこった。

「ぎゃー！　だい、しょう、り！」

　多摩湖さんが引っ繰くり返る。「シンジラレナーイ！」と両頬ほおに手を添えて悶もだえている。

「貫かん禄ろくの三連敗が来たー！」

　一方こちらは、三さん冠かん王おう獲かく得とくか高校三連れん覇ぱを果たしたサッカー部のキャプテンばりに諸もろ手てを上げて喜びに吠ほえる。暫しばらく俺と多た摩ま湖こさんの構図は変わらず、二人の絶ぜつ叫きようがけたたましかった。

　両親なんか知ったことじゃねー！　とばかりに騒さわぎだして、そして数分後。

「さ、多摩湖さん。お腹なかの準備をお願いします」

「う、ウォォン」

「お、な、か！　お、な、か！」

　煽あおってみた。我ながら今日はちょっと熱暴走が続いているなぁ、と客観視。

　耳まで真っ赤にしたまま、足を崩くずして座る多摩湖さんが手のひらを上にして突つきだしてくる。

　ちなみに暴れ回った所せ為いで、用意されていた座ざ布ぶ団とんはどっかに蹴けり飛ばされてしまっていた。

「布団貸して。足とか隠かくすから」

「えー……はい」

　ジロリと涙なみだ目めで睨にらまれたので大人しく布団を渡わたす。多摩湖さんはそれを腰こしから足あし下もとにかけて隠れ蓑みのとして、白のワンピースの裾すそを掴つかむ。でも葛かつ藤とう中らしく、なかなか動かなかった。

　待つ間、小学六年生の多摩湖さんのパンツを不ふ可か抗こう力りよくで覗のぞいてしまった日を思いだしていた。

　その影えい響きようで頭の右端はしがほんわーっと暖かくなり、そして。

　白のワンピースをたくし上げて、初見となる多摩湖さんのお腹がお披ひ露ろ目めとなる。羞しゆう恥ち心しんの限界で震ふるえる頬ほお、カチカチと鳴る前歯、上うわ目め遣づかい、泣なきっ面つら。自分の手でたくし上げ。

　そして更さらに下半身を布団で隠しているところがまた、こう、「吐と血けつしそうだよネ！」「えー！」

「多摩湖さん、ち、ちじ」痴ち女じよと言いかけた。でもあからさますぎるので「ビッチっぽい」

　多摩湖さんの羞恥顔がクシャッとなった。「し、仕方ないの！　ゲームだから！」

　ゲーム万ばん歳ざい。瞼まぶたが重くなって視界が上部を暗雲に覆おおわれそうになっている。緊きん張ちようの影えい響きようだ。

　だからすかさず四よつん這ばいとなって、多摩湖さんの陶とう器きめいたお腹に顔を寄せる。服の内側がわに留とどまっていた多摩湖さんの甘い残のこり香ががふわっと鼻先に入りこんできた。

「エキサイト」「な、何の感想？」「多摩湖さんの造形美に」「あんまり見ないの！」

　多摩湖さんの足と布団がもぞもぞ動く。俺はその上をぬーっと通過して、顔を突きだす。多摩湖さんのお腹の細部までが眼球に映り、その動きの一つ一つが捉とらえられる。呼吸によって静かに上下するお腹なんて、間近で初めて見る。その呼吸に合わせて、俺の息も掠かすれて震えた。

「は、早くしてよぉ。このポーズ、すっごい恥はずかしいんだから」

「写真に撮とっていいですか？」

「駄だ目めに決まっとるわー！」

「おはようからお休みまで手放さない自信があるのに」

「ダメダメ、とにかく駄目なの！　さ、さぁ早く！」

　ぐい、と上半身を反そらして薄うすい肉付きのお腹を突きだしてくる。鼻先がへその近くと擦こすれそうになった。というか、へそも注目に値あたいする。多摩湖さんのへそ。到とう達たつしたという事実に、地球のへそより感動する。

　唇くちびるを寄せて、突つつくようにお腹なかに触ふれる。びくん、と腹筋が怯おびえるように反応したのが下唇に伝わってきた。多た摩ま湖こさんを見上げる。「キスしたしも、もう終わりね」そんなはずがない。

　十字を描えがくように舌を動かす。「う、あっは、ちょ、やっぱりくすぐったい」多摩湖さんが俺の頭を手で押さえつけようとしてくる。手放したワンピースがヴェールのように俺の頭に降り注いだ。薄うす暗ぐらい社に顔を突つっこんでいるような閉へい鎖さ感が耳や横顔の側そばに満ちる。

「オラ、なんか余計にワクワクしてきたぞ」

　マンホールの蓋ふたが偶たま々たま開いていて、そこを友達と一いつ緒しよに覗のぞき見ていた登下校の日を思い返す。薄暗さは未知を演出して、好こう奇き心しんの呼び水となるのだ。「ぐえっ」服の上から頭が押さえられた。

「早く出てきなさい！」「いーえ、まだまだ」雪見だいふくの色合いである多摩湖さんの肌はだを舐なめ尽つくすまで、撤てつ退たいなど勿もつ体たいなくてとてもとても。

　今俺は服に覆おおわれている影響で多摩湖さんの芳ほう香こうに満たされていて、この世の幸福が服の内側にあることを悟さとったばかりなのだ。鼻をふごふごと鳴らして匂いまで堪たん能のうする。
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「は、鼻息！　ちょっと鼻息！　何吸ってるの！」

「多摩湖さんの放つものに参っちゃってさー、なんかクラクラする」

「酸欠だよそれ！　つーか今日は黄鶏かしわ君に参りっぱなしだよ！」

「そーおー？」

「もうほんと出なさい！　端はたから見ていて、黄鶏かしわ君が百パー変態に見えるし、服の中がモコモコ動いてる私も変態みたいだよ！」

「ああ、はい。いや」

　決めるのはお前じゃねぇぇぇぇ！　と叫さけぶ某ぼう青年の姿が自分の中で浮かんでくる。

　まだ仕上げが残っているのだ。へそにキス。「ひゃあ！」舌をにゅるっと入れる。「おぉい！」ほじくる。「にぎゃー！」ほんのりと汗あせの味がする。至高の味だった。

　そして究極の味は多た摩ま湖こさんの脇わきにあるはずだ。もうそれは疑いようがない。

　そして、だ。

　……なんつーかさー。

　お金で買えないものっていうのはこの世で尊ぶべき言葉なのは知っている。大たい抵ていみんな知っている。だけどそれが何か？　俺はその具体的なビジョンがなくて、いつだって価値観をあやふやにしていたような気がする。大抵みんなそうだと思う。

　でも俺は今日、それを実感した。

　顔を服に突つっこむことで、それは確かにあるのだと知る。

　ラ○ュタを見つけた少年の感動に、それは辿たどり着けそうな奔ほん流りゆうを伴ともなっていた。

　人生の何気ない休日が、長針を一回転させる間に俺という人間を大きく変える。

　運命の奇き抜ばつさ、面おも白しろさ、切なさ全すべてが入り交じっているような気がした。

　多摩湖さんのお腹なかの表面とへそに、それは全て教えとして刻みこまれていたのだ。

「ふぅ……いよいよ本番の脇回戦ですね」

　顔を断腸の思いで引っこ抜ぬいてから、いい汗あせかいてやっと本命だ、という趣おもむきで前まえ振ふってみた。先さき程ほどから蹲うずくまって左右にゴロゴロ転がっている多摩湖さんの反応はない。「多摩湖さーん？」側そばに屈かがんで声をかけてみる。

　するとピコーン、と何かが灯ともったように多摩湖さんの活動が再開される。上半身を起こした。

　そしておもむろにカードをブーケか紙かみ吹雪ふぶきのように舞まい上がらせて、多摩湖さんが叫んだ。

　舞い上がり、バラバラと床ゆかに散っていくカードはステンドグラスの欠片かけらのようだった。

「もう終わりー！　キスババ抜き、しゅーりょー！」

「えー！」

　カードをガサガサかき集めて、トランプケースにしまいこんでしまう。

「まだ肝かん心じんなやつが残ってますよ！　脇、脇！」

「うんそーそー、バット振るときは脇締しめないと駄だ目めよ！」

　自作トランプをケースごと部屋の隅すみに放ほうりだして、強制終しゆう了りようを宣言してくる。き、希望がぁ……と萎しおれたくもなったけれど、多摩湖さんがあんなに恥はずかしがっているのだから仕方ない。

「分かりましたよ」

　ふふーん、と鼻息荒あらく笑う。そして親指を立てた。今なら笑え顔がおと心境に応こたえて、歯もゲーノージンばりに光っていると確信する。

「じゃあ早さつ速そくババ抜ぬきによるキスの練習成果を見せつけましょう！」

「きゃー！　脇わき専門の変態さんがいる！　モンスターだー！」

「生んだのは多た摩ま湖こさんだー！」

「してませーん！　私はヨハンを手術してないんですー！」

　多摩湖さんがドタドタと部屋の中を逃にげ回り、俺がそれを追いかけ回す。

「待てよぉー、こいつぅー」

「うふふー、あっちあっちー！　こら、こっち来ないの！」

　飼育小屋に鶏にわとりが二匹ひき、オスがメスのお尻しりを追いかけている。

　俺たちと記き憶おくは目を回して、熱の中を泳ぎ続けた。







　燃え尽つきた、と表しても過言じゃない大の字な倒たおれ方かただった。風が鼻先をくすぐって涼すずしい。

　床ゆかに敷しいたカーペットの感かん触しよくが、首の裏でチクチクして少し不快だった。

「なんか、余計にあっつくなったね」

　ベッドの上で寝ね転ころがっている多摩湖さんが、寝返りを打ちながらぼやく。それから寝転んだまま身体からだを伸のばして、身体を震ふるわせながら「うぃぃぃぃぃ」と奇き声せいを発していた。

　面おも白しろいのでぼーっと、横に倒れた世界の中でその様子を見つめていた。そうしている内、伸びが終わってふにゃっとなった多摩湖さんと見つめあう。無言でお互たがいの眼球を観賞する。

　目は口ほどに人を食べるような気がする。見つめていると俺の意識や注意や気持ちは大たい抵てい、多摩湖さんの目に食べ尽つくされて、自分が少しだけ希き薄はくに感じられる。多摩湖さんを客観的に見つめる為ための視点としてだけ、俺が機能しているように思えてくる。不安なのに抵てい抗こう感がない。

「あっ、今さ。黄鶏かしわ君の唾つばが流れてお腹なかに冷えっと来た」

「そ、そういう報告はしなくていいのです」熱が冷めたらもの凄すごく恥はずかしくなっていた。

　三十分前までの俺は本気でバカになったか別人とすり替かわっていたのではと不安になる。

　お互いに余よ韻いんも失われて本当にただ、恥ずかしい。微笑ほほえましくもあるけど。

　俺の眼球の方は、多摩湖さんの舌がまだ這はっている感じが残留している。目が唾だ液えきで潤うるんで、その生なま温ぬるさによって優やさしく爛ただれていきそうだ。甘美に恐おそろしい。

「脇はお預けかー」

「無期延期だってーの」

　多摩湖さんと俺が揃そろってもじもじ。というかグネグネ。身体を蛇へびのように曲げる。多摩湖さんはともかく、俺は上空からの写真を撮とられたら相当に気持ち悪いこと確定だ。

「文化祭で何やるの？」

　気恥ずかしさをごまかす為に、話題を無理の許される程度に変えてみる。興味はそんなになかったけど、その名目で多た摩ま湖こさんが家へ来たのだから一応は話してみようと思った。

「んむ、よくぞ聞いただよ」と多摩湖さんが俯うつぶせに寝ね転ころがったまま顔をこちらへ向ける。にへーっと頬ほおの肉を限界まで緩ゆるませて、両手をいい加減な角度に広げた。

「まずでっかいトランプ型の着ぐるみを作るのね。顔が見えて、手も出せるやつ」

「……それで？」

　その時点で話を振ふったことを若じやつ干かん後こう悔かいしていた。何となくの予感によって。

「それに私と黄鶏かしわ君が入ってお客さんとポーカー勝負するの」

　多摩湖さんの日本語の正体が掴つかめない。俺の混乱はまたたくまに視界を覆おおい、日差しを虚うつろにした。風車の回る音だけが耳もとで風を切る。

「いやいや、本気で意味分からない」

「あ、カップル限定でキスババ抜ぬきをやらせるのもいいなー」

「それ、楽しい文化祭がエロ祭になるだけでは」

「黄鶏君は表か裏、どっちの面で顔出したい？」

「いや俺は世間様に顔向けしやすい方向で行きたい……」

「大だい丈じよう夫ぶ、絶対面おも白しろいから」

　会話が噛かみあっていない。いや、会話を非難する前にこっちもちょっと想像してみよう。

　ハンペンかぬりかべみたいな着ぐるみに、多摩湖さんともそもそ入る。背中合わせで。お尻しり合わせで。もそもそ。「……」あれいいかも、もそもそ。普ふ段だん着ぎでもいいかも、もにもに。

　背中が多摩湖さんとの触ふれあいによって一皮剥むけそうだ。

「着ぐるみでは着こなしの先せん輩ぱいというか年ねん齢れい的に後輩というか友達がいるから、その子に色々と聞けば更さらにだいじょーヴイ」

「はぁ……」謎なぞの交友範はん囲いを誇ほこる多摩湖さんだ。でも、その子ってまさか後輩の男とかじゃないよな。むむむ、（俺が）ストーカーの予感。まだ調べが甘かったのか、彼氏的に不覚。

　そういえば街中で時折、ノッポの女の子が変な格好しているのは見かけるけど……アレとは違ちがうのかな。まぁどうでもいいんだけど。

「それと黄鶏会員、キスババ抜きを実じつ践せんしたことによるレポート作成が今夜の課題ね」

「うぃ、またッスか」

　前回も宣言通り、脱だつ衣いポーカーの感想を夜の電話で尋たずねてきたもんな。といってもその話は五分ぐらいで終わって、その後は延々と多摩湖さんの今後の在り方について論じた。

　言葉の端はし々ばしが意味不明になるほど、取り分け俺が盛り上がったのは記き憶おくに新しい。

「黄鶏君」

「はい？」今度は何だろう。顔を上げる。風車と多摩湖さんが目に飛びこんでくる。

　多摩湖さんは少しはにかんで、少し控ひかえめで、魅み力りよくだけが引っこみ思案していない。小学生のとき、俺を卓たつ球きゆう台に誘さそった顔とそれは同じだった。ほんの少しだけの遠えん慮りよがスイカの塩の如ごとく、多た摩ま湖こさんの魅み惑わく的な笑え顔がおの価値を一層引き立たせている。

　そして、多摩湖さんはそれを一ひと欠片かけらも削そぐことなくそのまま両腕うでを掲かかげた。うん？　目で追ってみるけど、両手になにか握にぎっているわけでもなく……脇わき？　脇になんかある。俺の新しい脇を見せてやる？　そういうのじゃないみたいだ。まさか俺へのご褒ほう美び、いやそれも違ちがう。

　多摩湖さんの左脇には、長方形のチケットが貼はりついていた。脇隠かくしとか、何かをガードするように。脇の汗あせが染しみ込んだのか、チケットはへちゃーっとなっていた。

「あらこんなーところにチケットがー」

　あの懐なつかしいＣＭっぽく多摩湖さんが歌う。

「はい？」

「というわけで、今度一いつ緒しよに旅行でも行かない？」

　どういうわけだ、と一いつ瞬しゆんは思った。が、直後、ぐるぐるぐる、と肺からこぼれた二酸化炭素が螺ら旋せんを描えがいて喉のどの中を暴れた。ぐこ、げこと中ちゆう途と半はん端ぱに膨ふくらんだ風船を踏ふむように、空気の小さな塊かたまりが喉や食道の脇を圧あつ迫ぱくする。

　痛く、苦しく、後味悪く、だけどそれらが全すべて今の発言を現実だと教えてくれた。

　え、そうやって俺を誘さそう為ためにキスババ抜ぬきを考えたの？　だから脇がキング？

　脇キングの思し慮りよ深さに思いを馳はせて、鼻がツンと痛む。ありがとう、脇キング。

　多摩湖さんの遠回りの仕方が逸いつ脱だつしていることにはこの際目を瞑つぶって、感かん涙るいしかける。

　声が出るようになった途と端たん、俺は微笑ほほえみかけてくる多摩湖さんに全力で応こたえる。

「お供します！」

「うむ、よろしくてよ」

　脇からチケットを剥はがした多摩湖さんがトゥルーお嬢じよう様さまに振ふる舞まって俺の胃の底をトゥルー奮い立たせる。

　波は紋もんとして広がる、静かな感動さえ内にあった。

　おお……おおぅ……旅行！　トラベラー！　俺たちカップルの進展までトラベリングか！

　健全な付きあい？　勿もち論ろん嘘うそ偽いつわりなどございませんよお義か母あさん、ちゃんと脱だつ衣いポーカーとかキスババ抜きって段階踏んでいるじゃないですか、何か問題でも？

　キスババ抜きの効力を、早さつ速そく身をもって知らされた。

　このカードゲームを十二回戦やり遂とげることで、手も繋つないだことのないカップルが旅行の約束をするまでに仲を深める効能あり！

　ただし、相手の脇や眼球に喜んでキスしたり舌でレロレロしたりする変態カップル限定で。相手の汗の味がご褒ほう美びと感じられるカップルは是ぜ非ひ一度、両親の目が遠いご家庭の場所でお気軽にトライを！　上う手まくいけば、脇の下に新世界まで垣かい間ま見みえます！

「行き先は何ど処こですか？」

「多摩湖」

「おぉ！」

　これで多た摩ま湖この多摩湖さんの写真を撮とって、就しゆう寝しん前にエア多摩湖さんと様々なイメトレに励はげめる。という喜びを口には出さなかったので、多摩湖さんの朗ほがらかな微笑ほほえみは保たれている。その微び笑しようの直視によって、今日という休日に過ぎた熱風は折り返し地点から戻もどってきたように、もう一度部屋に籠こもりだす。

　そうか部屋の熱の正体は、俺自身の体温の上じよう昇しようだったんだ。今いま更さら、そんな当たり前のことに気づかされて、人体を軽く燃やし尽つくしてしまいそうな多摩湖さんの『力』に俺は感服する。

　夏もそろそろ過ぎていこうっていうのに、多摩湖さんのもたらす燃料は常とこ夏なつをたたえるようだ。

　……とまぁ、こんな風に旅行の約束などしてしまったりして。

「それで黄鶏かしわ君、わ、脇わきは……今度、汗あせかいてないときね」

「わーい」

　多摩湖さん大好きー。

「でもその代わり、私ももう一回、黄鶏君の眼球舐なめるから」

「わーい」

「え、そっちも喜ぶようになっちゃったの」

「そーそー。だから多摩湖さんも脇を舐められて喜ぶ淑しゆく女じよになれますよ」

「なりたくねーっす！」

　手を繋つなぐようなバカップルからどんどん離はなれているけど大だい丈じよう夫ぶ、だといいなぁ。

　この後も俺たちは部屋で色々、話しこんだり母親のお茶ちや菓が子しを伴ともなった襲しゆう撃げきを受けたり父親にまで『爪つめ切きり何ど処こだっけ』と見え透すいた嘘うそを盾たてにした突とつ撃げきを受けるけれど、それはまた別の話。

　風車の赤色が、体育館の暗幕のように俺の何かを遮さえぎっていく。

　本日のカードゲーム研究会の活動報告は、これでお終しまいだ。

　後はプライベートなので。ではまた。







[image: 多摩湖さんと歳並べ]
















『徹てつ夜やして考えた結果、明日は黄鶏かしわ君の写真持ってきて放課後に集合ね』

『山ほど突つっこみどころがあって、もはやそれを登る気力もございません』

　なんてやり取りが昨日の電話であって、さて放課後。十月上旬の月曜日。月日の移り変わりが夏と秋の明確な線引きになることは、少なくとも温度に関しては適用されないみたいだ。美術準備室はまだ暑いし、蝉せみはどっかで鳴いてそうだし。

　夏休みという長期休きゆう暇かが終わって一月ほど経たつけど、俺たちは日中の大部分を拘こう束そくされる学校生活のリズムをまだ取り戻もどせないでいた。気け怠だるそうな生徒の顔が幾いくつも並ぶ教室で教きよう鞭べんを振ふるう教師はどんな気持ちなんだろう。あの人たちも面めん倒どうなんじゃないだろうか。

　そんなことを考えながら、準備室の窓を開ける。金属バットがボールを打つ音が一学期の頃ころと変わらない音量で三階まで届く。夏休みの始まる前に戻ったような錯さつ覚かくを味わいながら、壁かべ際ぎわの床ゆかに腰こしを下ろして、大きく息を吐はいた。それから部屋の入り口を見つめる。

　カードゲーム研究会（学校非ひ公こう認にん）が溜たまり場ばとして勝手に利用している美術準備室には、今のところ俺一人。呼びつけた多た摩ま湖こさんはまだ姿を現していない。今日は気の赴おもむくままにぶらり旅に出ないで、一年生の教室へ入るのをちゃんと確認したからいずれ来るだろう。

　ひょっとしたら徹てつ夜やの影えい響きようで、まだ教室で居い眠ねむりしていたりして。……ははは、まさか。

　十月に入ってから、朝は多摩湖さんの家へ迎むかえに行っている。多摩湖さんのお母さんに直じき々じきに頼たのまれたのだった。ウチの子を迎えに来てあげてと。

『あの子、夏休みが明けてから少し経たつと、いっつも学校行ってきまーすとか言いながらサボってどこかへ行ってしまうもの。だから今年はカレシ君、キミが迎えに来て習字の文ぶん鎮ちん的な役目を果たして！』

　他ほかにもっと良い例えはないのですか、と突っこみたかったが将来のお義か母あさんに反はん抗こうするのはやめておいた。両親公認でのお付きあいとはいえ、油断してはいけない。

　……いや、気が早すぎるか。でも留年マニアな多摩湖さんの場合、高校を卒業する前に成人だからなぁ。大学に進学する気もあまりない印象があるし、はてさてどうなるものやら。

　閑かん話わ休きゆう題だい。で、多摩湖さんの家まで自転車こいで迎えに行くようになって、かれこれ一週間。少しだけ遠回りになる新しい通学路には慣れたけれど、初日にはこんなやり取りがあった。

『嘘うそじゃないよー、学校行くよー、私明日から頑がん張ばるために今日を充実させようとか考えるコツコツ派だよー？　え、鞄かばんの中身？　旅行の着き替がえ、じゃなくて教科書。お母さん信じてー』

『発言の度たびに目が左右に逃げまくってます、多摩湖さん』

『おやや、黄鶏かしわ君。なんで私ん家ちに？　多摩湖先生主しゆ催さいのカップル養成学校に通うつもり？』

『多摩湖さんの指導は徹夜が基本っぽいので俺にはちょっと向いてないです』

『ふむ、じゃあ当家に何用かね？　うぉっほん』

『いや、そろそろ俺たちも一いつ緒しよに登下校していい仲なんじゃないかなー、とか思ったり』

『えー、そんなバカップルみたいなのは先走りになるんじゃないかな。ほら健全なお付きあいはちゃんと段階踏ふまないと』

『段階を踏むための階段を徹てつ夜やでぶっ壊こわす人が言うとかえって説得力ありますね』

『まぁ黄鶏かしわ君がどーしてもと言うなら一緒にどっか行ってもやぶさかでなくってよ』

『どっかじゃなくて学校ッス』お義か母あさん後ろで睨にらんでるし。

『引っかかりなさいよー。しかし久しぶりに会ったら随ずい分ぶん日焼けしたねぇ』

『昨日も一緒に買い物行ったばっかりですけど、なにしみじみと頷うなずいてますか』

『本当、一ひと夏なつの間に背もおっきくなっちゃって。カッちゃんいい男になったねー』

『なぜ親しん戚せきのおばちゃん風。……あれ、むしろ多た摩ま湖こさんが背伸のびた？』

『そう？　じゃ、測ってみる？』

『どうやって？』

『二人で背中くっつけて。前と肩かたの当たる位置とか違ちがったら、どっちかが伸びてるってこと』

『いいですよ……あ、前より多摩湖さんの肩が高い。やっぱりそっちの背が伸びてます』

『うーん、成長期もそろそろ終わりのはずなんだけど。黄鶏君が縮んだとか』

『まだそんな歳としじゃないです。ていうか、これは、あれだなぁ』

『うん？　どのあれ？』

『いや、多摩湖さんと肩とか当たってて、それと……こう、お尻しりがですね』

『あ！　もぅ、言わなきゃ意識しなかったのに』

『すいません』

『もう少し自然と、黄鶏君と背中お尻その他諸もろ々もろをくっつけていたかったのに』

『えっ、そっち？』

『照れ照れ』

『くねくね』

『おめーらいいから学校行きなさい』by多摩湖母。

　というわけで健全な男女交際からバカップルに一歩前進したのであった。え、いやほんと健全ですけどなにか？　だって俺たち、手を繋つないだことも唇くちびるが触ふれあったこともないよ。まぁお腹なかを舐なめたり目玉を舐められたことはあるけど、それはみんなやってることだから。多分。

　とまぁ、そういうわけで回想お終しまい。美術準備室にいるという現在に戻もどるわけだが。

「……しかし、今日はなにをやるつもりなんだか」

　さすがにもう徹夜宣言の前まえ振ふりから、ある程度の察しはつく。多摩湖さんに言われて用意する写真の内容にも指定があったし。俺の『１～12歳さい』までの写真を年ねん齢れいごとに一枚ずつ、というお達たつしだ。多摩湖さんの１～12歳の写真も揃そろえられますよ、と危あやうく口にしかけたがなんとか自制した。

　それはさておき１から12、そしてカードゲーム研究会と徹てつ夜や。この各要素が組みあわさって導きだされる結論は、多た摩ま湖こさん考案のオリジナルカードゲーム以外にあり得ないだろう。

　多摩湖さんの性格から考えて、写真をカード代わりに使うつもりだということは分かる。しかしそれでなにをするかまでは予測がつかない。写真も年ねん齢れいごとのやつが四枚あるわけじゃないから、カードとしては枚数が足りないし。

　十二枚のカードでできるゲームってなにがあったかな。いやいや、多摩湖さんの発想は既き存そんのゲームをぶち壊こわすからな、常識に囚とらわれてはいけない……などと考えて、写真と睨にらめっこ。

　そうして多摩湖さんを待つ。ぼんやりと、鼻の先の乾かわきを指で掻かきながら待つ。

　そこに訪おとずれる幸福感は夏休みを明日に控ひかえた終業式の時よりもずっと、実感があった。

　スゲー、多摩湖さんスゲー。

　文化祭どころか夏休みにも勝っちゃったよ。







　十二枚の写真をさして興味もなく眺ながめて時間を潰つぶしていたら、すぐに多摩湖さんがやって来た。口が半開きでボーッとして……そんな気の抜ぬけた昔の自分の顔ばかり見ていたからか、今日の多摩湖さんの笑え顔がおを一層魅み力りよく的に捉とらえてしまう。この写真、引き立て役として意外と便利じゃないか。これが終わっても胸に数枚、特選したマヌケ面づらを忍しのばせておこうかな。

「お待たせ、黄鶏かしわ君。うーん、名前の割に部屋の中をバタバタ走ってないねっ」

　徹夜に伴ともなう独特のテンションを引きずったように、陽気な多摩湖さんが親指を立てて部屋に入ってくる。そんな堂々と、無断で利用している部屋に入っていていいのだろうか。しかしそんな疑問は制服のスカートの端はしがひらひらと揺ゆれただけで、その風に吹ふっ飛ばされた。

「ここに集まるとなんでか、いつも感かん慨がい深いね、うんうん」

　多摩湖さんが「かんがいかんがい」と呟つぶやきながら顎あごを二度引く。で、耽ふける前に噎むせる。埃ほこりっぽいからな、ここの空気。掃そう除じもほとんどしないし。

「さ、カードゲーム研究会の活動を始めるから席に着くように」

　いつも使っている方の椅い子すに腰こしかけてから、机をバンバン叩たたいて呼んでくる。

「はいはい。……ふむ、ほほーぅ」

　立ち上がりつつ、多摩湖さんの格好をジロジロ。その視線に気づいた多摩湖さんはちょっと警けい戒かいするように首を引っこめる。

「どしたの？　なんかいつもと違ちがう？」

「今日は厚着とか目立つ用意もしてないなって思った」

「ああ、脱だつ衣いポーカー？　あんなのもう古いのだよ」

　ちちち、と満面の得意顔で人差し指を横に振ふる。うわぁ、嫌いやな予感しかしないぞぅ。

「これからの私たちは歳とし並ならべで慧けい眼がんを養うべきと気づいたのよ」

「としならべ？」

　首を傾かしげながら、多た摩ま湖こさんとは向かい側がわに当たる椅い子すに腰こしを下ろす。都市並べ、年並べ？　地理か日本史の授業あたりを連想してしまう。或あるいは、歳並べ？　なんだそれ。

「ていうか、その前にアレ。私を見てなにか思うこととかある？」

　なにか思わせぶりに自分の頬ほおを指差して、くいくいと指の先せん端たんを曲げる。目線はどこか挑ちよう発はつ的に細められて、俺の意見を心待ちにしているようだった。つい今し方、ジロジロと眺ながめたばかりだけど……多摩湖さんをじっくり舐なめ回すように見つめて思うこと？　うーん、改めて尋たずねられると照れちゃうな。

「多摩湖さんラブ！」

「そ、そうじゃないっての。まぁいいや、その為ためにこれからやるんだし」

　気を取り直したように、耳にかかっていた髪かみを指で梳すいてから多摩湖さんが自分の鞄かばんを掴つかむ。

「どじゃーん」

　どっかの大統領みたいな擬ぎ音おんをご機き嫌げんに発しながら鞄を開いた。そして詳しよう細さいな説明はいつものように後回しにして、多摩湖さんが自分の持ってきた写真、十二枚を見せびらかす。

　わぁ、小さい頃ころの多摩湖さんがロイヤルストレートフラッシュ。

「どうです、これが私の成長記録と言えましょう」

「一枚いくらで売ってくれるんですか？」

「こら！　最初から全開はダメだから黄鶏かしわ君！」

　身を机へ乗りだした多摩湖さんが、べし。小さな手のひらが小気味よく俺の額を押し返した。

「つーか黄鶏君、最近飛ばし気味じゃない？　主に頭のネジ」

「いやぁ、多摩湖さんに鍛きたえられまして」

　あっはっはと後頭部に手を添そえて笑う。多摩湖さんの考案してくるのは思春期覚かく醒せいゲームだよね。変態を世に送りだすためのゲームでは間ま違ちがってもないはずだ。

「お陰かげで多摩湖さんの脇わきに重点的に恋することが出来ました」

　なぜならぼくたちはもともとへんたいかっぷるだからだー。

「まだその熱が冷めてなかったのかよ！　夏のモノを秋まで持ち越こすんじゃありません！」

「えー、この前はその内って言ったのに」

「ワタシニホンゴワッスレマシター。んなこたーどうでもいいの！　大事なのはこれ！」

　ずずい、と写真を突つきつけてくる。俺の顔面を覆おおうようなその数々の多摩湖さんに、つい見み惚とれてしまう。目移りしちゃうよなぁ。あ、このランドセル背負ってる姿は見覚えある。

「こういう多摩湖さんが目の中いっぱいっていうのも素す敵てきですね」

「そ、そう？　黄鶏君に会う前の私とか見られるの、ちょっと恥はずかしいんだけどなー」

「くんくん、良い香かおりとかしないかな」

「本領発揮はえー！　黄鶏かしわ君がへんたい君に変態する時間が日に日に早くなってる！」

「当時の体たい臭しゆうとかしないかな」

「変態度の受け皿の底も深くなってる！　しかも当時のとか！　えぇいもう話がちっとも進まないじゃん、黄鶏君が変態のせいで！」

　ばたばたと多た摩ま湖こさんが両腕うでを振ふって抗こう議ぎ。持ち上げて手放した鶏にわとりが滑かつ空くうしている間、翼つばさを上下させているみたいだ。俺の名前を模もしたようなその動きを暫しばし観察する。

　ややあって汗あせだくになった多摩湖さんが、上気した顔で尋たずねてきた。艶つやっぽいなぁ。

「落ち着いた？」

「多摩湖さんこそ」

　うむ、と二人で頷うなずきあう。それから多摩湖さんが、ハートマークのシールのセットをこちらに差しだしてきた。受け取った後、これはなんでしょうと多摩湖さんの顔を窺うかがう。

「そのシールを貼はって写真の日付を隠かくして」

「はぁ」

　指示された通りに、ぺたぺたと貼る。形の関係で二枚横並びに貼らないと完全に日付を隠せないのが、少し面めん倒どうくさい。さっきは見過ごしたけど多摩湖さんの方の写真はもうシールが貼ってあるらしく、作業する様子はなかった。……自分の写真にハートマーク貼るのも、なんだか侘わびしいな。

　俺の作業が終わるのを見計らって、多摩湖さんが持っている写真を渡わたしてくる。

「はいじゃあ写真交換。……あげたわけじゃないからね」

「やだなぁ、知ってますよ」

　笑え顔がおを維い持じしながら、内心で落らく胆たん。どさくさまぎれに、帰りに貰もらってしまおう。

　多摩湖さんと俺の写真、十二枚を交こう換かんする。それを扇おうぎ状に持って口もとを隠しながら、叫さけびすぎて喉のどの涸かれ気味の多摩湖さんが不敵そうに目を細めた。

「ぬふっふ、じゃあ歳とし並ならべ開始ね」

「その歳並べってなんなんですか？」

「あれ、分かんない？」

　俺の無知を嬉うれしそうに確かく認にんする多摩湖さん。前回もこんなやり取りがあったような。前々回もか？

「いやぁ分かんないッスねー」

　徹てつ夜やすれば俺も予想ついたりするのかな？

「じゃあ説明してあげよう、しっかたないなー」

　写真を一いつ旦たん机に置いてから、腰こしに手を当てて多摩湖さんがふんぞり返る。勢いよすぎた上に背もたれのない椅い子すだから、そのまま床ゆかへ後頭部を打ちそうになっていた。慌あわてて体勢を直して冷ひや汗あせまで出ている多摩湖さんが、ごほんと一度咳せき払ばらいを挟はさんで、ゲーム内容の説明に入る。

「この一歳さいから十二歳までの写真を、七しち並ならべみたいに正確に並べる。これが歳とし並ならべよ」

「……えぇっと、多た摩ま湖こさんの写真を一歳から順番に、ってことですか？」

「そうそう。私の場合は黄鶏かしわ君の写真ね」

　写真を再び掴つかんで、扇おうぎ状に持つ。それを斜ななめに構えて戦せん闘とう態勢に入ってる多摩湖さんはさておき、なるほど、そういうゲームか。そしてはて、どういう意図のゲームなんだ？　それに、

「あの、多摩湖さん。一枚足りない」

「ん？」

「いや、七並べというかトランプに見立てるなら、写真が足りないです。十二枚しかない」

　トランプはＡエース～Ｋキングで十三枚なのですが。

「………………………………………」

　多摩湖さんの表情が固まる。ひょっとして、十二枚と勘かん違ちがいしたとか？

「さぁ早さつ速そくデュエル的なアレの開始よ！」

　うわぁ聞かなかったことにしたぞ。カードゲーム研究会的に非常に問題があるから流したぞ。

「いやいやちょっと待って、なんでこんなゲームを考えたとかそういう説明は？　それと他ほかに特別なルールとか、勝ったら多摩湖さんの写真全部回収オッケーとか言わなきゃ」

「最後のやつにしか言葉に力籠こもってなかったよこの人！　ん、まぁルールとしては、えー、十二枚！　を先に正確に並べ終えた方が勝ちね。写真は一枚ずつ交こう互ごに置きあって、パスは禁止、というより意味ないでしょ」

「まぁ、七並べみたいにカードを共有してませんしね」

　この歳並べは手の内の中で完成させるパズルに近い。だからシールで日付を隠かくしたわけだ。多摩湖さんが徹てつ夜やで考えた割に、意外と健全である。ただトランプというか、カードゲームから遠ざかってはいるけど。あっちが立てばこっちが立たずとはよく言ったものだ。

「後、特別かは分かんないけど、一度でも並べる写真を間違えたら即そく負けね」

「おぉい待った！」

「ん？　これこれ、みだりに大声を出してはいかん。先生にバレるとうるさいし」

「それじゃあ先に並べ終えるも何もないじゃないですか！　前提ブロークンじゃん！」

「馬ば鹿かモン、カレシカノジョの顔を間違えるなんて愛と勇気が足りぬ！」

　そういうことを指し摘てきしているわけじゃない！　が、その通りだと一いつ瞬しゆん賛同しかけた自分がいることは否定しない！　そしてその上で、俺は次になにを追つい及きゆうすればいいんだろう。

「俺が勝ったらこの写真貰もらっていいんですか？」

　それが最優先かよ、俺！「そこが一番大事なところかー！」おお、多摩湖さんとシンクロ。

「でも他ほかに聞くことないしなぁ」

「いっぱいありそうだったじゃん！　そっちこそ前提ブロークンだよ！」

　バンバンと机を叩たたいて抗こう議ぎしてくる。なるほど、御ご説せつごもっとも。反省。

「で、くれるんですか？」

「そこは譲ゆずらないのね、黄鶏かしわ君」

「勝負は賭かけるものがあると面おも白しろくなりますし。焼き増しでも可」

「あーいいよ、うん。勝ったら私も黄鶏君の写真一式貰もらっちゃうし。それに黄鶏君が勝つようなことがあれば、もっと素す敵てきなものを見つけられることでしょう」

　後半は絵本を朗ろう読どくするような口調だった。素敵なもの？　もっとと言われても、銀河系では多た摩ま湖こさん以上はちょっと見つからないだろう。なにか誤解があるんじゃないか、多摩湖さん。

　しかし、写真を賞品とする言げん質ちは取った。これで歳とし並ならべに目を血走らせることができる。負けて失うものが自分の締しまりがない写真とか、リスクが低いのに見返りは大きすぎる勝負だ。

「そういえば、どうして歳並べやろうって思い至ったんですか？」

「最初の質問が後回しになりすぎでしょ……言ったじゃない、慧けい眼がんを養う為ためだって」

「慧眼？」

「黄鶏君、私たちの時間は貴重なのよ。も、ひっじょーに尊いのよ」

　身み振ぶり手振りを交えて時間の大切さを主張してくる。ついでに自分の髪かみの毛けを指で梳すいた。

「そんな貴重な時間の中で起こる、日々の相手の変化を見逃のがすのはもはや懲ちよう罰ばつモノ。だから私と黄鶏君の観察力を鍛きたえることにしたの」

「はぁ……」

　なんのこっちゃ。写真の年ねん齢れい当てで観察力を高めるとか、探たん偵ていじゃないんだから。

「………………………………………」

　手もとの写真をまじまじと眺ながめて、口もとと頬ほおが緩ゆるみかける。そこを意識して引き締しめてから、このゲームの難しさに顔をしかめた。ニヤニヤしたまま勝負っていうのも雰ふん囲い気きじゃないし。

　一見するだけでも、年齢層を大おお雑ざつ把ぱには分けられる。例えばこの見み目め麗うるわしい赤あかん坊ぼうの写真は一歳さいと二歳のどちらかだろう、ということは分かる。でもこれの年代を正確に判別しろというのだから、意外と難しいのでは。

　しかも俺は趣しゆ旨しが不明だったから適当に選んできたけど、多摩湖さんは年齢の判別がつきにくい写真を吟ぎん味みして持ってきたはず。これでは脱だつ衣いポーカーのとき同様、

「始める前から俺が不利って丸分かりなんですけど」

「そこらへんは愛と勇気でカバーしてね」

「便利ッスね、愛と勇気」

　なんでもできるじゃねえか、ちくしょう。

　どれだけの量があればそんなあやふやなものが万能ツールになれるのやら。







　などというやり取りを経て始まった多摩湖さんオリジナルカードゲーム第三段、歳並べ。

　先せん攻こうはジャンケンで決めて、俺ということになった。一度の失敗で即そく終しゆう了りようなら後こう攻こうの方が有利な気もするけど、互たがいに十二枚全すべてを並べることが出来た場合は必ず先攻が勝つ。

「俺と多た摩ま湖こさんの眼力を信じているから、敢あえて先攻にしました」

「私は今の黄鶏かしわ君のお目々は信用してないけどね」

　なんだか少し不ふ機き嫌げんそうに唇くちびるを尖とがらせて、多摩湖さんがぼやく。うん？　俺、なにか機嫌を損そこねるようなこと言った、もしくは行った？　うーん……分からん。今は、勝負の方に集中するか。直接聞いても、きっと答えてはくれないだろうし。勝って聞きだそう。

　縦にした写真をトランプカードのように持つ。十二人、向かいあうナウ多摩湖さんを含ふくめて、十三人の多摩湖さんが眼前にいる。至福だ。写真の一枚ずつから、俺の人生を虹にじ色に染める光線が出ている。十二色の虹ってなんだよと思いつつもその色しき彩さいに心洗われる。健全なお付きあいをしている俺たちでこれなんだから、世間でバカップルとか評される人たちの間にかかる虹は、きっと二百五十六色とか見境ないんだろうな、うん。

「ほらほら早く一枚目を置きなさい、いきなり間ま違ちがえないようにねー」

　人差し指をぐるんぐるん回しながら多摩湖さんが催さい促そくしてくる。その多摩湖さんもまた、俺の幼少期の写真を見つめては口もとがにやついている。一人きりだったらぬふふとか笑いそうなだらしない顔が、写真で作られた扇おうぎの奥に生まれている。頬ほおの緩ゆるみからか顔も全体的に幼くなって、眼がん福ぷくな可愛かわいさだった。こっちの視線に気づいて、すぐ澄すまし顔かおになってしまったけど。
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「黄鶏かしわ君、早くしてくれないかしら？」

「よくってよ」

「いやなんでお嬢じよう様さま言葉が伝染してるの」

　とはいうものの、一枚目が難しい。七しち並ならべと違ちがって最初に置かれる一枚、基準がないからだ。何歳さいから始めたものか。一応、確実に年ねん齢れいを特定できる写真は一枚だけある。小学六年生のときにこっちへ越こしてきた多た摩ま湖こさんの写真。子供会の集つどいで、公民館で卓たつ球きゆうして遊んでいたときの写真があったからだ。多摩湖さんが卓球台の手前でラケットを振ふって、対戦相手の六年生がピンポン球を必死に目で追っている、という構図だ。多摩湖さんと二人きりで写真に写るとはけしからんやつだ。どこの黄鶏君の許可を取って狼ろう藉ぜき働いてるんだね、まったく。

　そういえば、俺と多摩湖さんのツーショット写真って撮とったことあったかな？　携けい帯たい電話のカメラも有効活用していない俺たちにそんな機会はないよな。……でも、写真も悪くないか。

　思い出は時間によって劣れつ化かするかも知れないけど、それでも、そのときの気持ちが数％でも保存できるのだから。形格好にこだわるのも、いいものじゃないか。

「あ、今の格好良い台詞せりふは口にしておくべきだったかも」

「ん？　なんの話？」

「いやいや、こっちの話」

　そろそろ一枚目を選ぼう。この十二歳の写真だ。このゲームにおいて確実な答えを後に取っておく理由もないし。誕たん生じよう日びの引っかけも少し考えたけど大だい丈じよう夫ぶ、多摩湖さんは五月生まれ。そしてこの卓球をした日はそれが過ぎてからのことだ。

　机の右端はしに十二歳の写真を置く。多摩湖さんが手もとから一枚離はなれてしまったことが寂さびしい、と感じるのは健全と末期どちらだろう。いやまぁ清純派だろうな、うん。

　置かれた写真を覗のぞきこむような仕草で一いち瞥べつして、多摩湖さんが口こう端たんを曲げる。目も挑ちよう発はつ的に笑って、口笛でも吹ふきそうな調子だった。俺はそんな多摩湖さんに解答の合否を尋たずねる。

「これが十二歳の多摩湖さん。どうです？」

「正解」

　多摩湖さんが余よ裕ゆうに満ちた態度で顎あごを引き、写真のハートマークのシールを剥はがす。あの日付が正解の証しよう拠ことなるわけだ。そして多摩湖さんに俺のハートを一つ盗ぬすまれたぜ。……こんなこと言ってる奇き術じゆつ師がいた気もするな。

　それはともかく俺が最初にこの写真を出すのは予想済みのようだ。この街で多摩湖さんと出会った後の写真はこれ一つだからなぁ。残りは全すべて未体験だ。

「ポーカーのときと一いつ緒しよで君は手て堅がたいね」

　多摩湖さんが自分の十二歳の写真を手のひらで撫なでながら指し摘てきしてくる。

「今回は写真がかかってますから、余計に慎しん重ちようなんです」

「そんな堂々と言われると、不純なのか純情なのかよく分かんなくなってくるね」

　呆あきれたように多た摩ま湖こさんが呟つぶやく。それから自分の手もとの写真に目を下ろして、「じゃ、私のターン！」と声高らかに宣言する。部室で大声出しちゃいけないんじゃなかったッスかー？

「どれにしよっかなー」

　うふうふと笑いながら、人差し指が品定めするように左右に振ふられる。その仕草は確かに、大貧民とかカードゲームの類たぐいを行う人のものだった。腐くさってもカードゲーム研究会だけある。

「そんなよりどりみどりなほど分かりやすいですか？」

　自分の選んできた写真の内容がいい加減にしか思いだせなくて、不安になる。

　俺の疑問を受けて、多摩湖さんが思わせぶりににやつく。ピン、と指で写真を一枚弾はじいた。向かい側がわに座る俺にはその写真が何歳さいのものなのか、確かめることができない。

「黄鶏かしわ君のことで分からないことなんかないよ」

「ぐげ」

　さらりと凄すごいことを言われてしまった。頬ほおが急速解かい凍とうでもされたように高熱を帯びる。多摩湖さんはそれを知ってか知らずか、ニマニマと上下の唇くちびるをくねらせながらまた写真を指で弾く。

「そ、それなら多摩湖さんは洞どう察さつ力を鍛きたえる必要なんかないですよ」

　そう指摘すると、写真の扇おうぎの奥にある双そう眼がんが俺をジッと見み据すえてきた。

「黄鶏君にはあるから付きあってあげてるの」

「は、はぁ」俺、なにか見落としがあるのかな？　洞察力……ということは今日の多摩湖さんには普ふ段だんと違ちがう、大きな変化があったりするのだろうか。いや大きければ俺でも気づくはず。装そう飾しよく品が違うとか？　うーん、ジロジロ……可愛かわいいなぁ、学校の制服はこの人の為ためにあるよなぁ、絶対……いやいやそうじゃなくてだな。

「ていうかさ、小学校の入学式の写真があるんだよね、普通に」

　その写真をひっくり返して俺の目に晒さらす。小学校の校門の前で引きつったように背筋を伸のばして立って、新品のランドセルを背負っている六歳の俺が映っていた。背景にしっかり、ご入学おめでとうと書かれた看板が入りこんでいる。桜の花びらはほとんど地面に散っていた。

「……これは分かりやすいですね」

「うわぁ、半ズボンの黄鶏君かっわいいー」

　写真を頭の上へ掲かかげながら多摩湖さんが目をキラキラとさせる。自分だけの宝物を発はつ掘くつした子供みたいにあどけなく輝かがやく瞳ひとみ。年上の多摩湖さんが時折見せる幼い振ふる舞まいは、俺の人生の数秒間を人生最高の幸福を感じる瞬しゆん間かんに日々、更こう新しんしていく。

　だけど、その一方で今回に限っては。

　……ん、なんだこの渦うず巻まく焦こげ臭くささは。手の甲こうの筋が痛むし、耳たぶの後ろが熱くなる。

「あとこの黄色い帽ぼう子しとぎこちなく背負ってるランドセルもいいよね」

「……そうかなぁ」自分の鼻水垂たらしてたガキ時代を褒ほめられてもピンと来ない。

「じゅるっ」

「なんで涎よだれ吸うんですか出てるんですか」

「いやー、この頃ころの黄鶏かしわ君もおいしそうだから」

　ふふふ失敬、と多た摩ま湖こさんが男前な表情で口もとを拭ぬぐう。おいしそうってどういう意味合いの発言なんだろう。心臓ドキドキ。多摩湖さんになら食べられてもいいし、多摩湖さんを食べるのも一向に構わないのですが。

「こっちも最初は手て堅がたく行こうかな。はい、六歳さいの黄鶏君……ああ、半ズボン黄鶏君が私の手から旅立っちゃった。母親気分ってこんな風なのかなぁ」

　思わせぶりな一言でこっちを翻ほん弄ろうしたまま、多摩湖さんがゲームを続ける。小学一年生だから七歳、と引っかかるはずもなく易やす々やすと正解してしまう。でも半ズボン黄鶏君はやめて欲しい。

「これは合ってる？」

「そりゃ正解ですよ」

　そう返すと多摩湖さんはうん、とご満まん悦えつに顎あごを引く。そして、写真のシールに爪つめを引っかけて剥はがす。無む駄だにハート型だからアレだな、剥がすときに破れたら失恋みたいで嫌いやだ。

「ここまではチュートリアルみたいなもの。ここからが本当のゲームよ」

　その宣言に無言のまま、目線だけで答える。そして、手もとに目を落とす。確かにここから、ってまだ二枚目なのに、既すでに手て詰づまり感がある。なんのヒントもないからな、ここからは。

　十二歳の写真に比ひ較かく的近い体格の多摩湖さんを探す。この年とし頃ごろは女の子の方が成長著いちじるしいんだよなぁ。初めて会ったときの多摩湖さんも、俺から見れば中学生みたいだった。だから一年の差でも大きな変化があり得る。十歳と十一歳の区別をこの両目で見極きわめねば。

　一見して十一歳に該がい当とうしない写真を省いて机に置き、正解の可能性を含ふくむ二枚の写真を手もとに残す。一枚は多摩湖さん含む六人の子供が、野山を背景にして写っている。リュックサックを背負っているから、遠足の記念撮さつ影えいだろうか。ピースしている多摩湖さんは笑え顔がおで、両隣どなりには同年代の女の子が立って同じく笑顔を浮かべている。これが、十二歳未満の多摩湖さんかぁ。

　俺と出会う前。俺の知らない多摩湖さん。遠くの土地で友達と楽しそうに並んでいる。……胸がモヤッとする。嫉しつ妬とかな。仕方のないこととはいっても、もっと昔から多摩湖さんと知りあえていたらな、と思ってしまう。後こう悔かいに近い感情が去来して、目の下の筋肉を震ふるわせた。

「あぁ、多摩湖さんを赤ちゃんに戻もどしたい」

「君はなに唐とう突とつにもの凄すごいお願い口にしてるの」

「気にしないでください、人間だから偶たまにこういう気分になるんです」

「怖こわいよその人！　私の人間観覆くつがえさないでくれるかな！」

　さてもう一枚はと。……これは、運動会か。運動会だな。運動会だ！　……失礼、つい鼻息も荒あらくなってしまった。いやね、小学生の多摩湖さんの体操着の一いつ生しよう懸けん命めい走ってるの胸むなもと強調してるのほんの少しだけ膨ふくらんでるの膨らみかけなの第二次性せい徴ちようの兆きざしなの。

「じゅるるっ」

「うわ、急に黄鶏かしわ君の顔が映像化出来ないレベルに陥おちいった」

「だってこれ太もも丸出しですよ！　小学生なのに！」

「それってどっちかっていうと小学生だからじゃないの？」

「生なま足あし丸出しナマコさん！」

「略し方のせいで別の生き物になっちゃってるから！　しかもそんな名前叫さけばないで！」

　多た摩ま湖こさんがバタバタと両りよう翼よくをはためかせるように慌あわてふためく。よーし、二人ともいい塩梅あんばいに暖まってきた。俺たちのゲームの本質は常に羞しゆう恥ち心しんとの戦いだからな。カップルとしてあるべき姿を取るのは、非常に恥はずかしい。お外で手を繋つないだり『君の瞳ひとみに乾かん杯ぱい』とか言って相手の眼球に唾つばつけたりするのは勇気がいる。愛情だけじゃ克こく服ふくできない恥はじの壁かべがある。

　それを熱と勢いで乗り越こえるというかぶち当たって砕くだいて前に進むのが正しいカップルの在り方といえよう。愛と勇気は両方ないと万能じゃないのさー。

　そんなカップル談義はさておき写真である。二枚の写真、どちらが十一歳さいなのか。

「むぅ。多摩湖さんかナマコさんか」

「同一人物じゃないような言い方なんですけど！　ちょっとされたくはないけど！」

　くわっと目を見開く。背景に多摩湖さんの全身。なにかないものか。運動会のナマコさんの方につい目が行く。ナマコさんの生足、服のシワ、胸もとの膨ふくらみ。……ん、そうか！

　遠足の写真と運動会の写真を片手ずつに持って、目線の高さと水平にする。そして二枚の写真に身を乗りだして顔を近づけ、ジッと、ジッと写真のある一点だけを凝ぎよう視しする。

「そんな熱心に見ていても、分かるものかなぁ」

　くっくっく、と多摩湖さんが悪役笑いで成果に探さぐりを入れてくる。俺は写真から目を離はなさずに、それに応こたえた。この画期的な判別方法を知れば、多摩湖さんも度ど肝ぎもを抜ぬかれるだろう。

「ああ、そろそろ……かな。おぼろげながら見えてきた」

「なにがそろそろ？」

「多摩湖さんの胸の発育具合から年代を特定する作業」

「おぉーい！　変態くーん！」

　机に手を突ついて多摩湖さんが起立する。木製の机の脚あしが二、三本折れそうな勢いだった。

「ふふ、やはり驚おどろかれたようですね」

「この胸に訪おとずれた想おもいを驚きとかいう言葉だけで片付けられない！」

「え、どの胸どの胸？」

「うわー、現実のまで見るなー！」

　多摩湖さんが挙動不ふ審しんに腰こしを捻ひねりながら胸もとを手で隠かくす。まるで変質者にでも遭そう遇ぐうしたような態度だ。生憎あいにくとこの部室には鏡がない。そんな人どこにいるというのかねはっはっは。

「十一歳の多摩湖さんの胸、十一歳の多摩湖さんの胸」

「十七歳さいの黄鶏かしわ君の脳がどっか逝いっちゃってるよー！」

「この遠足に着てる服、ちょっとサイズが大きめだから胸が分かりづらいッスよねー」

「八年前の私について愚ぐ痴ち言われても！　……っあ！」

　多た摩ま湖こさんが慌あわてて口を閉じて失言の尻尾しつぽを呑のみこむ。でも遅おそい。へぇ、八年前か。今の多摩湖さんが十九歳さいだから、十一歳。遠足多摩湖さんの方がナマコさんより年上なのか。

「ふぅん……へぇ、ほぉ……」

「あいたー、やっちゃった。カードゲーム研究会の部長的にかなり落ちこみそう」

「そう、ですね……うん……」

　上うわの空そらであるように生なま返へん事じをしつつ、写真凝ぎよう視し。俯うつむいていると、熱と汗あせが髪かみの生はえ際ぎわから線となって垂たれてくるようだ。或あるいはそれは、熱によって溶とけた疑問なのかもしれない。

「ジロジロ眺ながめないで早く正解の写真置きなさい！」

「多摩湖さんの成長を確かめておかないと」

「黄鶏君は成長が脱だつ線せんしてるから！　戻もどっておいでー！」

「くぅ……」

「なに悔くやんでるの！　それは確実にろくでもないことだから迷わずポイしなさい！」

「この写真に写っている多摩湖さんは胸のサイズが違ちがう。それは確実なんだ、なのに！」

　ダン、と机に握にぎり拳こぶしを叩たたきつける。埃ほこりがその衝しよう撃げきで微かすかに浮き上がった。

「許せん、その違いの分からんことが許せん！」

「黄鶏君が世間的に許されない人になってるから！　はいもう没ぼつ収しゆう！」

　多摩湖さんに遠足の写真をむしり取られる。そして十二歳の隣となりに遠足中の多摩湖さんが並ぶこととなった。多摩湖さんがまた一人、俺の手もとから巣す立だってしまった。

「もー、もー……うあー！　君は私の想像をほんと簡単に超こえるね！」

「でも観察力を鍛きたえるってこういうことでは？」

「黄鶏君が発揮してるのは変態力！」

　言い得て妙みようだった。顔全体を真っ赤に染めて怒おこる多摩湖さんが「私の番だから！」と早口で告げて場を動かしてしまう。俺としてはもう少し見極きわめたかったのだが。いやあくまでも歳とし並ならべの趣しゆ旨しに沿いたいだけであって、少女多摩湖さんに目が釘くぎ付づけなわけではないのですよ。

　名残なごり惜おしいがゲーム続行。十一、十二歳の写真が明らかになったお陰かげで、消去法として体操服の多摩湖さんが十歳ということはほとんど確定したので、次の番も俺は安あん泰たい。多摩湖さんはどうだろう。年ねん齢れいが一いち目もく瞭りよう然ぜんの俺の写真がまだ他ほかにあるのだろうか。「写真を眺める両目は落ち着かないし、口もとの笑えみも失われている」

「それはどっちも黄鶏君のせいでしょ！」

「追いこまれる感覚も勝負事の醍だい醐ご味みですよね」

「絶対、人生的には黄鶏君の方が追いこまれてるよ……」

　ぶつぶつとぼやきながら写真を睨にらむ。俺の写真で判明しているのは六歳さい。形としては七並べに近い始まりとなっている。このゲームにおいて、だからどうだというわけではないのだが。

　多た摩ま湖こさんが一枚の写真を抜ぬき取る。それの裏表をひっくり返して、聞きこみ中の刑けい事じみたいに俺に見せつけてくる。そこには見覚えがあるようであまりない、水着姿の子供が不ふ機き嫌げんそうに家族と写っていた。背景は砂浜と緑色の海。ああ、とそこで思いだす。町内旅行のやつだ。

「これ、私と初めて出会った頃ころの黄鶏かしわ君だよね」

　ですねと同意しかけて、いやいやと思い留とどまる。ゲーム中だぞ、素す直なおに頷うなずいてどうする。だけど多摩湖さんの口調は強い確信に満ちていて、頬ほおの赤みも落ち着きだしていた。

「覚えがないですねー」

「とぼけちゃって。格好は違ちがってもこの背せ丈たけに覚えがあるの。ああ、小さい子だったなぁって」

「……今では俺の方が大きいけどね」

　いつの間に抜いたんだろう。俺の背丈が急速に成長した中学時代は多摩湖さんと接点がないからな。そう考えると多摩湖さんと共有した時間ってまだ短いわけだ。

「水着姿の黄鶏君もいいねいいねー」

　その割にこういう発言がポンポン飛び交かうのはどうしてでしょう。孵かえる前の卵の中では既すでにつがいのヒヨコが乳ちち繰くり合っていました、みたいなこのやり取りはどうなんだろう。

「きゃー、黄鶏君ったら上半身裸はだかよ、だいたーん」

　頬ほおに手を添そえた多摩湖さんがきゃーきゃーと満面の笑え顔がおで顔を横に振ふる。そのはしゃぎぶりには少々コメントしづらい。気き恥はずかしさもあるし、どう対応すればいいか思いつかないのだ。

　それに昔の俺が多摩湖さんに評価されると……なんか、チリチリする。なんだろうこの感覚。

「日本にもこんな素す敵てきな黄鶏君のいるビーチがあったのね……ぬへへ」

「はいもうお終しまい。写真にはぁはぁしてないで置きましょうね」

「なにをするー、ミズギ君を返せー」

「ミスギ君がなまったような名前つけないでください」

　写真を取り上げて机に置く。ほんと、詰つまらなそうな顔した奴やつだよな。なにがそんなに不満だったんだ？　多摩湖さんがいなかったからか？　それなら気持ちは分かるな。

「で、これは何歳ですか？」一応尋たずねておく。

「黄鶏君の誕たん生じよう日び、とこれは夏だから……九歳の写真ね」

　俺が無造作に置いた写真の位置を、多摩湖さんの細長い指が修正する。六歳の俺の写真から二枚分の間かん隔かくを空けて置かれたそれに、「正解」と短く呟つぶやいた。

「半ズボンの黄鶏君が二枚机にいると、こう、クルネ！　あいやー！」

　パーンと額を手のひらで叩たたいて『参ったねコノー』に一人浸ひたる多摩湖さん。

「多摩湖さん、人のこと突つっこんでられないキャラになってるから」

「黄鶏君のほっそい生なま足あしがクルんだよね！」

　……色々と聞かなかったことにして流そう。

　うん、俺の番だね。さっき思ったとおり、今回は正解が分かっている写真があるから慌あわてる必要はない。一つの写真が明らかになればその前後はある程度の保証が生まれる。なんだかマインスイーパーをやっているみたいだ。地じ雷らいの場所が一つ分かればある程度はマスを開かい拓たくできる。

　長方形の運動場を駆かけるナマコさんの写真を手に取る。取るだけであり、机には向かわない。窓の外から溢あふれてくる演劇部の刺とげ々とげしい発声練習を小川のせせらぎのように聞きながら、じっくりと写真を眺ながめた。廊ろう下かからもパタパタと誰だれかが走る音がする。活気ある放課後だなぁ。

「うーん、これは分からない。もっと血ち眼まなこになって見ないとなー」

「なに白しら々じらしいこと言ってるの！　運動会の写真が特定できてるでしょ！」

「いやでもナマコさんは突とつ然ぜん変異の三歳さい児とかいう引っかけの可能性もあるし」

「名前が突然変異になってるっつーの！」

　ぐいっと手ごと写真を引っ張られて、取り上げられそうになる。勿もち論ろん、それを黙だまって受け入れない。

「ナマコさん盗とっちゃダメー！」

「ナマコさん見てちゃダメー！」

　むぐぐ、と手を引っ張りあいながら耐たえ忍しのんで、写真の中のナマコさんを愛めでる。

　羞しゆう恥ち心しんを伴ともないながら相手の過去を愛でるゲームは、まだこれからだ。







『これなんて読むの？　きけい君？』

　高校生になって最初に多た摩ま湖こさんが話しかけてきたとき、まずはそう言った。俺の、なんだったかな。持ち物、教科書とかなにかに冗じよう談だんで書いてあった名前を一いち瞥べつして多摩湖さんが読み方を尋たずねてきたのだ。俺は当時、同級生でありながら年上であるその人に萎い縮しゆくしていた。

『カシワ、ッスけど』

　当然、最初から綺き麗れいな人だなぁと見み惚とれてはいた。でもどう接していいのか分からなくて、目は伏ふせがちになって。多摩湖さんの方は気負わず、自然体の笑え顔がおだった。

『そうかぁ、黄鶏かしわ君。君、子供会で会ったことあるよね』

『あぁ……ありましたね、そういえばそんなこと』

『カードゲーム好き？』

『脈みやく絡らくまったくないんですけど』

　という感じに勧かん誘ゆうされて、相手が美人だからという理由であっさりそれを受け入れて今に至るのであった。よく今までキャッチセールスに騙だまされなかったなと我ながら感心してしまう引っかかりぶりだ。世間でいうニワトリ頭でももう少し考えるに違ちがいない。

「……黄鶏君？　なに写真見つめてうふふ笑いしてるの？　君の番だよ」

　多た摩ま湖こさんに声をかけられて、頭上に張られていた薄うすい膜まくがパチンと割れる。写真を見据すえていたら集中しすぎて、少し眠ねむくなっていたらしい。昔の夢をうとうとと、意識が泳いでいた。

　顔を上げると目の前には呆あきれ顔がおの多摩湖さんがいる。……去年と変わらないなぁ、その美び貌ぼう。この先十年が経たっても永遠の十九歳さいで通じる、手入れされた美術品みたいだ。光の糸で紡つむがれたような儚はかなささえ覚える輝かがやかしい肌はだ、髪かみ、目玉。キラキラと、粒りゆう子しを放っているみたいだ。

「すいません、なんか楽しい夢を見ていて」

「人の赤ちゃんの写真を見つめながら夢見心ごこ地ちってちょっと怖こわいよ」

「ちょっとですか？」

「んーごめん、大分かも」

「意外と子こ煩ぼん悩のうなんです」

「涎よだれ垂たらすパパは怖いから」

　さぁ写真を置くのだ、と多摩湖さんに催さい促そくされる。俺も多摩湖さんも三枚目を無事に置いて四枚目に取りかかるところだった。俺は三枚目として当然、ナマコさんを選せん択たく。一方の多摩湖さんは、特に悩なやまず俺の十歳の写真を選んで置いて、しかも正解してしまった。

「黄鶏かしわ君の他ほかの写真ならよく見てるからねぇ、ふふふのふ」

　とは多摩湖さんの弁。俺の写真を恒こう常じよう的に……ドキドキ。昔の俺の写真をどういった経路で入手しているとか、そういうことは気にならない。だってそんなことは俺もやってるからだ。

　俺の手もとに残っているタマコカード（写真）は一歳から九歳。どの『塊かたまり』から着手していくかでまず悩んでいる。赤あかん坊ぼうの時代、幼よう稚ち園えん時代、そして小学校低学年に中学年。年代はこの四つの塊に分けられる。

　小学校高学年は既すでに置き終えた。さぁどうする、難易度があからさまに高いのは一歳と二歳の赤ん坊だ。多摩湖さんが選んできた写真だけあって、非常に見分けづらい。どちらも赤ちゃんの多摩湖さんが布ふ団とんの上に寝ねかされているだけで、同じ構図、同じような顔立ちだった。

　恐おそらくこの二枚は誕たん生じよう日びを挟はさんで数日しか差がないのだと思う。着ている服や布団の柄がらも一いつ緒しよだ。雑誌の間ま違ちがい探しに使えるぞ、これ。んー……んー。気づけば手もとには赤ちゃんの写真だけが残り、じぃっと、まばたきしないその瞳ひとみたちと見つめあっている。

「赤ちゃん多摩湖さんが二人……このまま育てば多摩湖さんが二人だったのに」

「いや時間連なってるからね、それどっちも昔の私」

「そうなったら二人の多摩湖さんに俺が包まれて……」

「二人で黄鶏かしわ君を取りあうだけだと思うんだけど……ぼそぼそ」

「挟まれて……」

「い、言い方をそういう方向に変えないように！」

「多摩湖サンドの具材になれたら死んでもいいッス！」

「私中身じゃなくてパンになってるじゃん！　だ、か、ら君は脱だつ線せんしすぎ！」

　俺としてはこっちが正しい道筋だと信じて疑わないのだが。色々と考える（妄もう想そうする）ことは夢が広がって楽しいじゃないか、主に考える方が。想像に使われた方は堪たまったものじゃない。

「どっちがより生まれたての多た摩ま湖こさんなんだろう」

「君の言い方はいつも微び妙みように含ふくみがあるよねぇ」

「今回は胸を見つめてもなぁ……」

「なんで落らく胆たんが言葉の端はし々ばしに滲にじんでるの！」

　いやそんなことないッスよ、と生なま返へん事じしてから唸うなる。あぁもういいや、勘かんで決めよう。神様が俺に多摩湖さんの写真とキスさせたいなら、味方してくれるだろう。……どんな神だよ。

　勘で選んだ方の写真を机に置いて、多摩湖さんの方へ差しだす。多摩湖さんはそれを見下ろして数秒、なにかを確かく認にんしてから俺に向けて試ためすように微笑ほほえむ。

「それは黄鶏かしわ君の見立てで何歳さい？」

「……二歳」

「へぇ、どうしてそう思ったの？」

「勘。後、髪かみがそっちの方が少し長い、気がするから」

　弱い根こん拠きよを添そえると、多摩湖さんがなぜかムッと眉まゆ根ねを寄せる。不正解かな、と肩かたをすぼめて苦笑すると、多摩湖さんは「ぷーん」とそっぽを向いてからぼそりと合否の結果を呟つぶやいた。

「せーかい」

　そう告げる割に不服そうだ。あぁ、シールがビリッと無造作に剥はがされて破れた。

　今のは観察眼、結構働いたと思うんだけどなぁ。なにが不満なのか今日の多摩湖さんは見透すかせない。ああ、それが観察力不足なのか？　なるほど、不足してるな。

　多摩湖さんはしばらく窓の方を向いて差しこむ光を睨にらんでいたけど、やがて写真へと注目を戻もどす。九枚の写真を眺ながめ回すと、機き嫌げんは途と端たんに回復したようだった。

「さて、次なる半ズボンの黄鶏君はと」

　鼻歌でも始まりそうな陽気さを伴ともなって、キョロキョロと首を左右に振ふる。

「なんで半ズボン限定で写真検けん索さくしてるんですか！」

「いーじゃん可愛かわいいんだし」

「むぅ……」

　可愛い。何歳か知らないが、昔の俺が。……ぐぐっと、芽が土を割って地表へ現れるように急速に、心底に這はった根が生まれた感情を吸い上げる。それは、炭化した黒色に染まっていて。

　そんなものを吸う芽の正体に、心当たりは一つしかなかった。

「あー、分かった」

　悟さとったぜ、胸の内。理解したよ、渦うず巻まく底にあるもの。あぁ、と天てん井じように向けて息を吐はく。

「どしたの？　分かったってなんのこと？」

　写真から目を離はなさずに多摩湖さんが首を傾かしげる。俺はその気づきを公表するか若じやつ干かん迷い、だけど口にしなければ伝わらないものがあるという結論を出して、多た摩ま湖こさんに言う。

「俺はさ、さっきから昔の自分にヤキモチ焼いてるんだ」

「……うん？」

　写真から顔を上げて、多摩湖さんが目を丸くする。瞼まぶたと唇くちびるの動きが止まった。

「だって多摩湖さんが他ほかの男にぐへへと涎よだれ垂たらしてるから！」

「ほ、他の男って、これ黄鶏かしわ君だよ！　あとぐへへとか笑ってないから！　私は淑しゆく女じよですよ！」

「いや笑ってたよ！　と、とにかく俺の前で他の男を褒ほめるのは、こう、減点！　多摩湖さん減点！」「にゃにおぅ！」

　いきり立った多摩湖さんが席を立って、わなわなと唇を震ふるわせる。目は逃にげ惑まどうように落ち着かなくて、頬ほおも真っ赤。そして俺の鼻先に人差し指の先端を突つきつけてきた。

「じゃ、じゃあ私も言うけどねぇ！　今の私の前で昔の私の胸をジロジロ見るとか不実だと思います！」「じゃあ今のを見ます！」「おぅ存分に見つめるがいい、さ？」「っしゃ！」

　あちょっと待ってという多摩湖さんの制止も無視して凝ぎよう視し。血走って食い入るように、多摩湖さんの豊胸に視線を投射。こっそり覗のぞかないのは気持ちがいいですなぁ！

「やっぱダメ！　そーいうのは私たちにはちょっと早いの！」

「そうですか、それならちょっと昔に戻ってロリ多摩湖さんのお胸を」

「その路線から離はなれるように！」

「じゃあ俺はどの胸を見て生きればいいんですか！」

「見なくていいっつーの！　他に見るものあるでしょうが！」

「え……？」

「ないのかよ！　今までどんだけ視野狭きよう窄さくに生きてたの！」

「脇わき？」

「漢字一文字以外の場所を探そう！」

「胸むなもと」

「誰だれが国語辞典の真ま似ねなんかしろと言ったの！」

　などと口論というか意図不明な争いが勃ぼつ発ぱつしながらも、多摩湖さんが四枚目の写真を置く。それは俺が保育所の遠足で山に登った五歳さいの写真なのだが当たったとかそんなことは比ひ較かく的どうでもよくて（半ズボンではある）、この後も、実質二枚目あたりからほとんど変わっていない歳とし並ならべの様子が続くのであった。「多摩湖さんの赤ちゃん、生後一年！」「それだと私が子持ちみたいじゃん！」「ほっかほかの多摩湖さん！」「一応それでも君なりに修正してくれたんだよね！」「はい次多摩湖さん！　あんまりジロジロその連中を眺ながめないように！」「過去を全否定かよ黄鶏君！　私のターン！　この半ズボンで膝ひざ小こ僧ぞう丸出しの黄鶏君は四歳と見た」「またかよ！　半ズボンしかねぇじゃねぇか！」「選んで持ってきたのは黄鶏君だよ！　この不安そうな怯おびえた上うわ目め遣づかいが堪たまりませんなぁ！」「高いところ苦手なんですよ鶏にわとりだから！」「私なんか卵だけど高いとこ大好き！　で、正解？」「正解、だからドロー！　俺の多た摩ま湖こさん！」「え、あーそんな大だい胆たんすぎる宣言を、言われてくねくね」「言ってぐねぐね。っく、八歳さいと九歳の多摩湖さんか！　どっちにしよう！」「その葛かつ藤とう、ちょっと日本語おかしくない？」「どっちの多摩湖さんもいい笑え顔がおなんだよなぁ。どっちに微笑ほほえみかけよう！」「凄すごくいい笑顔ですんごく気持ち悪いこと悩なやんでる！」「こっちの写真、肩かたかけ鞄かばんの紐ひもが胸の中心を通っているのがいいですよね！」「なんであくまでも胸中心に食いついてきてるの！」「やっぱ人間大事なのはハートだよハート。キャッチザハート」「黄鶏かしわ君はハートを表面的にしか見てないよ！」「はーいー」「急になんで手を振ふってるの？」「いやこの写真に写ってる多摩湖さんが手を振ってくれたから応こたえないと」「むー、年代ごとの多摩湖さんに分わけ隔へだてなく愛想ふりまくの禁止！　ここにいる多摩湖さんだけにしなさい！」「俺と同じ結論に達してるじゃないですか！」「ていうかさっきからいい笑顔すぎ！　黄鶏君ってちっちゃい子好きとかそういう趣しゆ味みがあったのかよ！　じゃあどうして私と付きあってるんだろうね！」「失敬な、ちっちゃい子が好きじゃなくてちっちゃい多摩湖さんが好きなだけです！」「じゃ、じゃあ、ばーぶー、わたちたまこちゃん！　これでま、満足したかね！」「まぁまぁ」「なんでちょっと素すの反応に戻もどるのさ！」「そういう作った幼さより、こう、わたしおっきくなったらかしわくんのおよめさんになるー、みたいなね！」「今でも言えるし、結婚しようぐらい！」「明日役所に行きましょう！」「気が早すぎるよ！　その前に半ズボンの黄鶏君を並べる作業を続けるの！」「なんでそんな半ズボンに固こ執しつするんですか！」「分からんのかね！　猫ねこが好きとか犬が好きのレベルだよこれは多分！」「多摩湖さんだって俺の脇わきに対するこだわりが分からないでしょ！」「脇と服装を一いつ緒しよにしないの！」「するの！」「むむむ許せん、それの分からんことが許せん！」「それさっき俺が言った！　ていうかこのやり取りみんなもう飽あきてると思う！」「黄鶏君よりは使いどころを格好良くしてるつもり！」「五十歩百歩ッス！」「分かってないなぁ、半ズボン＋黄鶏君だから心ときめくのよ！　中心はいつも黄鶏君なわけ！」「だったら俺も多摩湖さんに半スカートを要求する！」「なにその半スカートって不吉な造語」「ミニスカートの丈たけを更さらに半分」「ただの布じゃん！　下着丸出しだよワ○メちゃんか！」「俺の部屋にいるときだけ許可します」「今の私のどこに肯こう定ていのお伺うかがいがあったか！」「ていうか誰だれですかこの多摩湖さんの水着写真をこっそり撮さつ影えいしたけしからん男は！」「私のお父さんだよこっそりしてないよピースしてるじゃん！」「お義と父うさんいい趣しゆ味みしてるなぁ」「手のひら返すのはえー！　好感度を上げたんだかなんなんだかも、さっぱり分からないよー！」

[image: ]

　といった恥はじと言葉の応おう酬しゆうが長々と続いて見事、机の上に十枚の俺と多摩湖さんが並んだのであった。実のところお互たがい、中ちゆう盤ばんから写真と年ねん齢れいが一いつ致ちしているか確かく認にんしていない。言葉の勢いに流されて主観で並べて、十枚が取とり敢あえず並べられているにすぎない。でもまぁ、概おおむね当たっているだろう。そこらへんは愛と勇気が正解を紡つむいだということで納なつ得とくして先に進む。

　十一枚目、実質最後の一枚。俺がここで正解すれば勝利は決定となる。年齢で空いているのは五歳さいと六歳。四歳と七歳が判明しているのだから、冷静に観察すれば見極きわめられる、はず。

　手もとに残っているのは市民プールらしき場所で水着の多た摩ま湖こさん「はー、はー」「紹しよう介かい途と中ちゆうに息を荒あらげない！」プールサイドに立って水を全身から滴したたらせて、撮さつ影えい者のお父さんに向けて満面の笑えみを浮かべている。健康的に日焼けした肌はだが新しん鮮せんで目を引く。ちなみに水着は黄色と白のパステル調の模様。「うむ」「水着の写真に男前な顔で頷うなずかれるの辛つらいんですけど」

　水着とは別、もう一枚残った写真は……芋いも掘ほり？　他ほかの子たちと一いつ緒しよにしゃがんでいる、薄うすい水色の帽ぼう子しを被かぶった多摩湖さんが地面からサツマイモを引っこ抜ぬく瞬しゆん間かんが撮とられていた。背景は子供たちの水色の頭で埋うまって、空も曇くもって特色がない。相変わらずヒントを一いつ切さい与あたえない写真選びは見事なものである。もしかしたら今回の徹てつ夜やはゲームの考案じゃなくて写真を選ぶことに一晩かけたのかもしれない。……さて、なにを根こん拠きよに選せん択たくしたものか。

　生憎あいにくとチキンの俺に勇気はない。しかしチキン野や郎ろうにも過去と未来はある。そして俺だけで現在は成り立たない。俺を産んだ両親、多摩湖さんを産んだ両親。過去から続く血の繋つながり。

　そこに愛がある。勇気はなくとも、ニワトリにだって愛情がある。その愛で、俺は多摩湖さん以外の誰だれにも負けるつもりはなかった。愛は勇気を補う、それぐらい万能。愛バンザイ。

　だから愛に託たくそう、愛に全すべてを。洞どう察さつ力はないかもしれないが、眼力はある。真正面から多摩湖さんを見据すえて、声を張る。胸を張る、自信を引かせない。ただ、前へ。

「こっちが六歳の多摩湖さんです」

　そう言って差し出したのは、水着の方の多た摩ま湖こさんだった。現在の時間に流れる愛を信じるなら見比べるまでもなく、こちらが六歳さいだ。いやそうあるべきなのだ。……格好良く言うと、こうなるんだよなぁ。実際に決め手となった要因を簡潔に表現すると、エライことになるのに。

　写真を見下ろした多摩湖さんが唇くちびるの横を指で掻かく。瞼まぶたを下ろして、「うー」と唸うなった。

「……げー、とがっくりくればいいのか、黄鶏かしわ君の識別の確かさを喜ぶべきなのか」

「……それじゃあ、正解？」

　ん、と多摩湖さんが控ひかえめに頷うなずく。目を開けて、ぱちぱちといい加減な拍はく手しゆで祝福してきた。

「やった！　っし！　俺の勝ちだ！」

　残った最後の写真を握にぎりしめながら、ガッツポーズ。多摩湖さんは浮かれる俺と対照的に沈しずんだ顔つきで、「なんかなー、間ま違ちがえないのはいいけどさー、それならこのゲームの前に気づくとかさー」とぼやいている。ん、気づく？　ああそうだ、今の多摩湖さんはなんかちょっとした違いがあるんだったな。ゲームと新たなる多摩湖さんの魅み力りよく開かい拓たくに忙いそがしくて、すっかり忘れてしまっていた。

「でも最後、妙みように自信ありそうだったけどなんで分かったの？　なんかミスしたかなぁ、私」

　あー、それを聞いちゃうか。まぁいいか。

「出所が個人的な願望で恐きよう縮しゆくなんですが」

「願望？」

「五歳より六歳の方が、今の多摩湖さんに近いから」

「……はぁ？」

　いや、だからさ。水着の多摩湖さんを見下ろして、うんと一度頷うなずく。それから顔を上げた。

　正面から多摩湖さんを見据すえて、その健全に辿たどり着く為ための問いかけを発する。

「五歳の水着姿より六歳の水着姿を眩まぶしく感じる方が健全カップルと思いませんか？　いや俺は胸のサイズとかそんなことで判断したんじゃなくて愛のパワーで今の多摩湖さんに近い六歳の方を選んだんですよ本当です」

「この変態純度の増した黄鶏君には負けるべきじゃなかったー！」

「もう遅おそいです！　勝った！　これで新しく十二人の多摩湖さんを手にしたぞ！」

「黄鶏君の中には何人の私がいるのだろう」

「やっほー、ぉいい！」

　椅い子すの背もたれがないことを失念した背せ伸のびで、どてーんと背中から床ゆかに倒たおれる。倒れる途と中ちゆう、腰こしに椅子が弾はじき飛ばされて一いつ緒しよに転がった。衝しよう撃げきが首の後ろや肩けん胛こう骨こつを中心に息苦しくなるほど浸しん透とうしてくる。それが終わるまで歯を食いしばって、圧あつ迫ぱく感が散った頃ころに大きく息を吐はいた。急な呼吸を数回繰くり返したから噎むせて、喉のどの痛みに呼応するように涙なみだが勝手に滲にじんだ。

　顔の側そばには芋いも掘ほり中の多摩湖さんの写真が添そえられて、その全すべてがどこか愛いとおしくなる。

「黄鶏君、だいじょぶー？」

「天てん井じようにも多た摩ま湖こさんの笑え顔がおが焼きついてるからへーきですー」

「末期じゃーん」

　間延びした返事の後、多摩湖さんの疲ひ弊へい混じりの笑い声が聞こえてくる。それから「ぐてー」と多摩湖さんの机に突つっ伏ぷす潰つぶれた声。それを耳にしながら俺は大きな山を乗り越こえた直後みたいに、達成感と安らぎの檻おりに包まれて目を閉じた。

　あー、いーきぶんだー。久しぶりのカードゲーム研究会の活動は、ふわふわと充実でした。







「いいですか、差しますよー」

「うぃー……うぉあー」

　赤い目薬が数滴てき投下されて、その刺し激げきに多摩湖さんが呻うめく。歳とし並ならべが終しゆう了りようした後、酷こく使しした眼球と視神経を労いたわるために、お互たがいに目薬を投とう与よしていた。俺の両目は既すでに投薬が終わって、視界を滲にじませている。ちなみに投薬の前に、多摩湖さんに『目玉舐なめてください』とお願いしたら二つ返事でやってくれたのは、ここだけのお話。その刺し激げきに心が洗われるようでした。

「はいもう一個の目にも」

「がー、染しみるー」

　両目に目薬を垂たらされた多摩湖さんが顔を手のひらで覆おおって、バタバタと床ゆかを踏ふむ。スカートの端はしがパタパタと捲めくれて、魅み惑わくの生なま足あしが……彼氏としてはこの場合、じゅるりとじゅるっ、どっちが適切な反応なんだろう。どちらも不正解というのはあまり考えられないな。

　目薬のキャップを捻ひねってから、多摩湖さんの回復を待つ。その間にも目線は時折、机の上に広げたままの十二枚に向いてしまう。今日は俺だけの収しゆう穫かく祭、サンクスギビングだ。

「今日から寝ねる前に、多摩湖さんの写真を三十分ぐらい観賞することにします」

「え、まだやってなかったの？　おっくれてるー」

　なんか勝ち誇ほこられた。そんな儀ぎ式しきみたいなこと毎晩やってるの、多摩湖さん……ってあぁでも、脱だつ衣いポーカーの際にそんな告白も紛まぎれていたような。うーむ、それなら確かに遅おくれてるな。

「あーじゃあ俺は写真の多摩湖さんにキスする」

「コラ！　黄鶏かしわ君のキスの練習相手はダルマのダル子でしょ！」

「特に六歳さいの写真とかにキスの雨が降りそう」

「アウトー！　黄鶏君が別世界にアウトー！」

「多摩湖さんも一いつ緒しよに行かない？」

「ない？　じゃないってばー！」

　顔を覆おおっていた手のひらを除のけて、多摩湖さんが叫さけぶ。それから目め尻じりに残った目薬を指で拭ぬぐった多摩湖さんが机に上半身を突っ伏す。重ねた腕うでの上に顎あごを置いて、窓の方を見た。釣つられるようにして、俺も窓側がわを向いて、その眩まぶしさに目をしかめる。

　窓から差しこむ黄色い光と、だいぶ遠とお退のいた暑さ。金属バットとボールのお見合いも終わって、代わりにえいさっえいさっとグラウンドをランニングするかけ声が聞こえてくる。雲一つない青空は多た摩ま湖こさんの藍あい色の髪かみより少しだけ明るく、そして滲にじんでいた。

「目、鍛きたえられましたかね。すっごく疲つかれたけど」

　直射日光を取りこんだことで溢あふれた涙なみだと目薬の混合物を拭ぬぐいながら、多摩湖さんに話を振ふる。多摩湖さんは首だけを億おつ劫くうそうに動かして、俺を見つめる。ジーッとジト目で。早さつ速そく、鍛えた眼球を試ためしているのかな。見つめあってしばらくすると、多摩湖さんが溜ため息いきを吐ついた。

「黄鶏かしわ君の様子からするに効果ないみたい」

「えぇ？　えーと……なんで不ふ機き嫌げんなんですか？」

　結局、ゲームを始める前にあった疑問は解消されなかったので直接質問してみる。唇くちびるを子供みたいに尖とがらせた多摩湖さんが、目を横に逸そらす。拗すねたような態度だった。

「歳とし並ならべで磨みがいたのは鼻息の荒あらさだけね」

　多摩湖さんも俺の写真を相手に息が荒かったじゃないか。……むむむ、また昔の俺に嫉しつ妬と。

「髪」

「はい？」

　多摩湖さんが自分の前髪の端はしを摘つまんで、くるくると指の関節に巻きつける。

「先週から私の髪が少し短くなってたのに、黄鶏君がちーっとも気づかないから」

「……あ」そういうことか、とそこで全部に合が点てんがいく。

　つまり髪型をほんの少し変えたから、それに気づいて欲しかったと。だから歳並べで観察力を鍛える……って随ずい分ぶんと遠回りだな。卵が食べたいからヒヨコを育てようぐらい遠い。

　それはともかく、多摩湖さんはご立腹な様子。手て遅おくれな気もするが、なんとかフォローしないと。髪。うーん、髪。短くなっているらしいけど、そういう認にん識しきのもとに観察しても、ほとんど変化が分からない。歳並べの効果がなかったのは本当みたいだ。

「あ、いや、気づいてたよ。多分、言わなかっただけで」

「多分ってつけたせいで信しん憑ぴよう性せいゼロなんですけど」

「ほんとほんと」

「二回続けて言うから胡う散さん臭くさい」

　どう言っても信用されていないみたいだ。やさぐれ多摩湖さんが自分の鞄かばんからお茶のペットボトルを取りだして、ぐびぐびと喉のどに流しこむ。飲み終えた後も、ペットボトルを下唇にくっつけてこっちを非難するようにジーッと見つめてくる。頬ほおを掻かいて、えははと気まずい笑い。

「あ、そうだ。ちょっといいですか」

　断りを入れつつ、多摩湖さんに近寄る。多摩湖さんは無言で俺の挙動を目で追う。俺は多摩湖さんの短くしたという前髪を手に取り、顔を近づけた。……ふむふむ。

「もう、なによー」

「多た摩ま湖こさん、シャンプー変えましたね」

　がたっ、と多摩湖さんが椅い子すからずり落ちそうになる。驚きよう愕がくの目で俺を見上げた。

「な、なんで分かったの？」

「髪かみの香かおりをちょっと嗅かげば楽勝でさぁ」

　イエーイ、と親指を立てる。多摩湖さんの反応は「ぎゃわーう！」でした。

「変化に気づいたー、やったー」

「やったじゃねーよ！　黄鶏かしわ君としてはやっちゃったーだよ普ふ通つう！」

「目はアレだけど鼻はなかなかでしょ」

「私からすれば鼻もアレだよ！」

　それから暫しばらく、多摩湖さんは真っ赤な顔のまま無言だった。ご立腹は直らないようで口もとが曲がって、むーっと強く目を瞑つぶっていた。今、再び髪の匂においを嗅ごうとしたら髪の毛の先せん端たんで目を突つかれるだろう。ということで、多摩湖さんが話しかけてくるまで暫しばし待った。

　とはいっても多摩湖さんのねじれた唇くちびるが開かれるまで、そう時間はかからなかった。

「なんかこう、色々ちゃんと反省した？」

「しました。だから俺、これから毎日多摩湖さんレポート書きますよ。変わったとことか逐ちく一いち気づいて書きこんで、提出する。これでどうッスか？」

　むむ、と多摩湖さんの拗すねた態度が若じやつ干かん緩かん和わされる。こめかみに指の先を添そえて、むーむーと唸うなる。横目は遠く、なにかを深く考えこむようだった。今の提案に悩なやむことなんかあったか？

「黄鶏君が書くレポート……なーんか、脇わきとか一部分について熱く語ってそうな予感がする」

「いやぁ多摩湖さんの魅み力りよくは脇だけじゃないですよ」

「脇だけと断定されたらさすがにへこむってば」

「そうそう、そんなオールフォーワンはあり得ません。というわけでレポートを詳しよう細さいに書き上げたいので取とり敢あえず今日の多摩湖さんスメル、具体的には脇腹を嗅がせてください」

「きゃっかー！　うん君はしっかり反省したようだねはいレポートお終しまいー！」

　机をひっくり返すような仕草つきで却きやつ下かされた。「えーい鼻の穴膨ふくらませて近寄るでない！」と手で追い払はらわれる。……露ろ骨こつすぎたか。学術的とか頭に理由をくっつけておくべきだったかも知れない。それともスメルという部分を多摩湖さん成分と表現するべきだったかな。

　反省することしきり。それに、多摩湖さんが拗ねていた髪の変化とか、そういった部分に気づけなかったことも内心、猛もう省せいしていた。

　朝のニュースより、授業中の黒板より、他ほかのカップルの痴ち話わゲンカより、多摩湖さんを中心に見据すえて生活すべきなのだ。それが俺、多摩湖さんに黄鶏君と呼ばれる男の価値観のはずだ。遵じゆん守しゆ出来ず、そこはまだまだ甘いなと反省してしまう。

　写真の中、過去の自分にヤキモチ焼くような男だぞ、俺は。そんな人間が彼女の些さ細さいであっても変化に気づけないのはマヌケの一言に尽つきる。よし、今日からもっと頑がん張ばろう。

　そういう奮起を促うながしてくれたのだから歳とし並ならべも無む駄だではなかった。

　鞄かばんに多た摩ま湖こさんの写真をしまいながら、交こう替たいに携けい帯たい電話を取りだす。多摩湖さんとお揃そろいの陽気なアメリカネズミが、ストラップとして揺ゆれる。それを目線の高さまで掲かかげた。

「多摩湖さん」

「なぁに？」ペットボトルから口を離はなして多摩湖さんが俺を一いち瞥べつする。

「写真撮とりません？　俺と多摩湖さんだけが収まってる写真」

　その提案に一度、多摩湖さんが目を丸くする。だけどそれも一いつ瞬しゆんで、直後には日差しの激しさを受け流すような、淡あわい微び笑しようを口こう端たんに浮かべた。ペットボトルのキャップを閉めてから多摩湖さんが立ち上がる。こちらへ歩み寄って、水平にピースマークを作った。

　どうやら、機き嫌げんも直してくれたらしい。

「いいね、君との写真をこれからいっぱい増やしていこうよ」

「ですね。でも多摩湖さんの写真がいっぱいだと、どれにキスすればいいか悩なやんじゃうなぁ」

「だーかーらー、しちゃダメ。写真はね、見て思い出して妄もう想そうしてニヤニヤするものなの。思い出には手て垢あかじゃなくて、埃ほこりだけ付着させるのが正しい保存方法よ」

　多摩湖先生の思い出講座に「おーなるほど」と相づちを打つ。さすがカップル学校の主しゆ催さい者。

「じゃあこれからはキスしたら埃がくっつく練習しないとなー」

「最近の黄鶏かしわ君は人の言葉を側転しながら受け入れてるよ！」

「さて横に並んでと。あ、撮った写真は多摩湖さんのケータイに送るから」

「ていうか私のケータイでも撮ればいいだけじゃない」

「そっか。などと話している隙すきに多摩湖さんの肩かたを抱だき寄せてみる」

「うわ、チキンと評判の黄鶏君が今日は大だい胆たんです」

「いやそれ単なるあだ名だし。それに口にしながらじゃないとできない程度に恥はずかしい」

「こっちも黄鶏君の手のひらの体温が伝わってきて、なんか緊きん張ちよう。肩こりそう」

「そろそろ俺たちも少しぐらい、バカップルっぽさに慣れてみるべきじゃないかなと」

「バカップルかぁ、ちょっと憧あこがれちゃうね」

「ですよね、俺たちもいつかなれるかなぁ」

「バカップルになったら背中抱き抱きとか唇くちびるにキチュキチュが氾はん濫らんするのかな？　やーん」

「眼球舐なめ舐めとかお腹なかキスなんか比べものにならないハレンチさですねー」

「ほんとほんと」

「うわー二回続けると説得力ゼロだー」

「え、なにか言った？」

「いーえー。それじゃあ思い出セーブしますよー、よっと、」

「ピース！」

　ぱしゃり。







　とまぁこんな感じで締しめて、本日のカードゲーム研究会はお開きとなった。

　その後の放課後は多た摩ま湖こさんとラブを探しに行っただけなので、割かつ愛あい。







[image: 『たまこいこい』]
















　なんでカードゲームなんですか。

　入会（年会費、入会費ゼロ。ただし活動費は自主負ふ担たん）してしばらく経たってからふと尋たずねたことがある。それまで一度も会の活動内容に疑問を持たなかった俺は、どれだけ多た摩ま湖こさんに色いろ惚ぼけていたんだろう。ある意味、愛情の証明になるので控ひかえめに胸を張っておく。

　そのときは確か放課後に、二人で普ふ通つうのトランプ遊びに興じていた。ポーカーだったかな。机の脇わきには緑茶のペットボトルがあって、蒸むし暑あつい時期だったと思う。多摩湖さんはカードを二枚捨てながら、俺の質問に微睡まどろむような笑え顔がおで答えた。

『さぁな、そこんとこだが、私にもよく分からん……というのはまぁ冗じよう談だんね』

『はぁ』

『楽しいじゃん、カードゲーム』

　中央の山札から二枚貰もらっていく。そのカードを確かめた多摩湖さんが分かりやすくにやつく。

『理由ってそれだけですか？』

『足りない？　じゃあねー、実は交通事故に遭あったときに偶ぐう然ぜん持っていたトランプが衝しよう撃げきを防いでくれて助かって、しかも高校に入ってすぐ、憧あこがれの男子生徒にカードゲームは好きですかって勧かん誘ゆうされて三軍に落とされた私は血の滲にじむカード捌さばきで一軍へ上り詰つめていって、えーと』

『いやもういいから。名作スポーツ漫まん画がを混ぜすぎです』

　後、憧れの男子生徒とか、こうモヤモヤッとくる内容に心臓が痛んだ。

『あ、冗談抜きに一個あった』

『はい？』

　まるで棚たなの奥のお菓か子しが一つ残っていた、みたいな言い方だった。自分の記き憶おくなのに。

『中学の修学旅行さ、私不参加だったんだよね。前日に眠ねむれなくて徹てつ夜やでワクワクしてたら、熱が出ちゃって。四十度超こえちゃってさー、行けなかったの。泊とまる旅館でみんなとカードゲームとか猥わい談だんするはずだったのにー、みたいな後こう悔かいが動機、かも』

『へぇ、不参加だったんですか』

　本当にいるんだなぁ、そういう人。ま、体調不良を押して来たやつとかいたけどさ。

『あの頃ころから旅とカードゲームにはまりだしたし。熱で脳が変形したのかもねー』

　あははー。さぁコールだ、と多摩湖さんがカードの開示を要求してくる。なにも賭かけていないからドロップする意味がないので、俺は手もとのカードを多摩湖さんに向けて倒たおした。

『ツーペアです』

『ふふふ、会心のストレート』

　当時から色々と負けっ放しだった。だけどそれが、心ここ地ちよかった。







　へんたいＫとへんたいＴがあらわれた！

　へんたいＫとへんたいＴはいちゃつきたそうにみつめあっている！

　かってにしろ！

「……みたいに見えてる気がしてならないです、最近の俺たちって」

「さぁーどうだろうねー」

　当事者なのにどうしてそんな不敵な顔で受け答えできるんでしょうか。そんな多た摩ま湖こさんはやっぱり最高ス！　と舎しや弟てい気分で隣となりを一いつ緒しよに歩いて、バス停より五分。降り立った停留所に潮の匂においを運んできた風と海が左手側がわに一望できる道を歩いていると、これからへの期待に肌はだがチリチリと落ち着かない。アスファルトを踏ふむ靴くつの裏にもノイズめいた、砂すな粒つぶの感かん触しよくが混じる。

「さすがにもう海水浴してる人はいないねぇ」

　背せ伸のびしながら額に手を当てて、遠くを覗のぞくように砂浜を見下ろした多摩湖さんが言う。

「外はまだ寒くなくても、十月の海の水温はヤバそうですよね」

「うんうん、五月の海を思い出しちゃうよ」

　そういえばそんな季節外れに海水浴に来て砂浜を転がっていた人がいましたね。波に揉もまれて財さい布ふと自転車の鍵かぎをなくして、陸に上がった深海魚ばりに失意に潰つぶれた多摩湖さんが。今回は学習したのか自転車じゃなくて、バスを利用したわけだが。

　……そう、俺と多摩湖さんは海にやって来た。なんでって、旅行だからである。十月半ばの土日に地元の海へ、多摩湖さんと旅行中なのである。などと現状を再確かく認にんしただけで脳から生なま温ぬるい汁しるがじわりと滲にじむ。付きあいだして半年も経たっていないけど、俺たちもここまで来たかと感かん慨がいで胸がいっぱいだ。潮風に煽あおられた鼻の奥がツンと痛んで、左目にだけ涙なみだが滲んだ。

　この涙、実は以前の旅行の失敗に対する涙でもあった。いやあのね、キスババ抜ぬきのときに貰もらったチケットで先月、旅行に行ったんだ。まぁ多摩湖さんが乗る電車間ま違ちがえて旅館にも着けなくて野宿あっははーだったんだけど、それはもう終わった話だから……うぅ。

　今回こそ、有意義な旅行としなければ。

「お、あそこに見えるが私たちの泊とまる旅館だずぇ」

　建物を指差す多摩湖さんも旅行ということで上じよう機き嫌げんなのか、語尾が独特になっている。俺と旅行だから、というより最近は学校をサボって平日に旅に出ることが出来なくなっていたから、そこからの解放感によるものだろう。鞄かばんの類たぐいは持ち歩かず、一見すると手ぶらでしかない多摩湖さんの動きは軽く、躍やく動どう感に溢あふれている。深く、触ふれればどこまでも俺を呑のみこみそうな藍あい色の髪かみが流水のように宙を舞まうのを、俺はまばたきすることも忘れて目で追った。

　化け粧しよう気もあまりないのに綻ほころびと無む縁えんそうな、艶つやのある肌。聡そう明めいな印象を強く与あたえる整った目もとに、包容力の化け身しんした柔やわらかい唇くちびる。美しい、美しい、美しい。がおん、がおん、がおんとその三つの衝しよう撃げきが頭ず蓋がい骨こつに当たって反はん響きようを生む。そしてその余よ韻いんとして、静かな不安を残す。

　時々だけど、この人が俺の彼女であることを疑わしく思ってしまう。正確に言うと、多た摩ま湖こさんの彼氏が俺であることが疑問になる。いいのか俺で、と思わなくもない。自じ慢まんじゃないが俺は十七年生きてきて多摩湖さん以外にモテたことがない。多摩湖さん以外の全女性に言い寄られたところで今の俺は多摩湖さんとしか付きあいたくないから、結果として俺は最高の幸福に恵めぐまれたわけだがそれでも、釣つりあいというものが気になるお年とし頃ごろなのであった。

「あ、この旅館って裏からすぐ海に行けるみたい。ロケーションいいね」

「だからって飛びこみに行かないでくださいよ」

「なはは」

「また俺が人ひと肌はだで温めなくちゃ！　とか服を脱ぬぎそうになりますから」

「あのときそんなこと考えてたのかよ」

　なんて会話を交かわしながら若じやつ干かん早足で旅館に向かう。ロケーションなるものは良好かも知れないが、それ以外の点は陰かげりを帯びたような印象の建物だな。活気の『っ』の字だけ残してありますというようにこぢんまりして、遮しや蔽へい物も多くないのに周辺が陰だらけに感じられた。

　その旅館に入ってまず向かったロビーでは、活気に同調するように職務への熱意が感じられない仲居さんに出で迎むかえられた。なんか今まで使ってました的な風ふ情ぜいのある爪つめ切きりが机に転がってるんですけど。俺と多摩湖さんが宿しゆく泊はくする部屋の鍵かぎを用意しながら、仲居さんがまるで興味なさそうな顔つきで尋たずねてきた。

「ご姉弟きようだいですか？」

　失礼な。俺と多摩湖さんがカレシカノジョ以外に見えるとは、冗じよう談だんキツイ。

「どう見えます？」

　多摩湖さんが質問に質問で応こたえると、仲居さんは眠ねむたげな目もそのままに、顎あごに指を重ねる。

「仲の悪いご姉弟といったところですか」

　じっくり見られたら悪化した。もう少しその重たそうな瞼まぶたを開いたらいかがだろうか。

「悪いが余分です」と多摩湖さんが憤ふん慨がいする。

「ご姉弟も違ちがいます」と俺も便乗して訂てい正せいを求める。

「ではあなたたちは仲ですか？」

「ええ、私たちは仲です」

　どんな会話だ、と横で聞いていて呆あきれる。こんな人が受付やっていて大だい丈じよう夫ぶなのか、この旅館。そんなこと言ったらその人と和なごやかに会話している多摩湖さんはどうなんだって話だが。

　受け取った鍵に刻印された部屋名と仲居さんの道案内に従って、俺たちの宿泊する部屋へ向かった。廊ろう下かも首や鼻が動く度たび、潮の匂においが飛びこんでくる。そのせいか分からないけど、壁かべや天てん井じようの傷いたみ具合がなかなか酷ひどい。触れればボロボロと、潮の欠片かけらがこぼれそうだった。

「風情があるね、うんっ。さすが私の選んだ旅館だ」

「なぜ目を瞑つぶってなにも見ないようにしてから自賛するんですか」

「ま、夏の町内旅行でここへ来たお爺じいちゃんに勧すすめられただけなんだけどね」

　部屋に入るとまず、「どさーっ」と多た摩ま湖こさんが畳たたみの中央に滑すべりこんだ。それから仰あお向むけになって、履はいているスリッパの裏をパコパコと叩たたき合わせる。

「黄鶏かしわ君、スリッパ脱ぬがせてー」

「え、なに脱がせるって、えーとよく聞こえなかったから普ふ通つうに考えて脱ぐに該がい当とうする」「あーいいです自分で脱ぎますから」片方のスリッパで踵かかとを蹴けるようにして、ポイポイと脱ぎ散らかした。

　俺がそのスリッパを揃そろえて置き、隣となりに自分のスリッパも脱ぐ。裸足はだしになった多摩湖さんは仰あお向むけのまま、背中で畳の上を移動する。足を縮めて床ゆかを蹴けって、反動で滑る。で、滑った背中が摩ま擦さつ熱で滾たぎって「ぎぇー」と悶もだえる。ばったんばったんと陸に上がった海え老びみたいにひとしきり暴れた後、俺の視線に気づいたようにえへへとごまかし笑いを浮かべる。当然、俺は一いつ瞬しゆんでごまかされた。

「家族以外と一いつ緒しよに旅行するなんて、これが初めてかな」

　俺もです、と返事したかったが緊きん張ちようする舌が上う手まく回らなかったので、笑うに留とどめた。

　というわけで、待望の旅行編が始まるのであった。







　また、ちょっとした旅行に行こうかと多摩湖さんが言いだしたのは文化祭が終わって出し物の後片付け中のことだった。俺たちの文化祭における活動は……まぁ新聞部あたりが写真つきで記事にしていたし、開かい催さい中も皆みな様さまに盛大に笑って頂けたし、もう勘かん弁べんしてください。

　時間は普ふ段だんの放課後よりずっと遅おそくて、夕暮れと夜の中間ぐらいだっただろうか。

　苦い記き憶おくを拭ぬぐうように訪おとずれたそのご褒ほう美びが化学反応を引き起こして、俺の脳は変形した。宇宙の帝てい王おうが最初に変身した感じ。脳の横から突とつ起きが生えて幸福指数が瞬間観測で五十三万ですに到とう達たつした。目の端はしは綿あめに包まれたように曖あい昧まいになって、ぐらぐらと奥の歯が揺ゆれた。こんなトランプを模した着ぐるみの置き場所に困っている場合じゃない。えぃやっ。

『あ、コラコラなにトランプ君を放ほうってるの。来年も使うのに』

『そんなことより旅行ですよ、旅に行くについてですよ！』

『おぉ、黄鶏君ホイホイ』

　美術準備室の窓まど際ぎわに立つ多摩湖さんへ鼻息荒あらく迫せまる俺を、どうどうと両手が制する。俺はその制止に従って立ち止まるついでに噎むせた。激しく息を吐はく俺と、それを笑う多摩湖さん。

　カードゲーム研究会の部室（会なのに部室？）はいつも通り、俺たち二人きりだった。

『文化祭も終わって落ち着いて、大分涼すずしくなったし、ん、旅行の季節かなって』

『えぇ俺は年中旅行シーズンに対応してますから！』

『そうなんだー、頼たのもしいぐらい怖こわいね』

　ニコニコーッと爽さわやかな笑え顔がおで酷ひどいことを言われた気がする。でもそのときの俺には皮肉も嫌いやみも一いつ切さいが通じなくて、多た摩ま湖こさんの犬になったように従順に頷うなずいていた。むしろ飼われたいとか考えて想像して内心、一人で悦えつに浸ひたっていたのは俺だけの内ない緒しよなのであった。

　そして同時に前回の旅行が悲ひ惨さんだったことによって一いち抹まつの不安を抱いだいていたのも、秘密。

『それじゃあ今度は多摩湖行く？　ちょっと遠いけど』

『普ふ段だん見られない多摩湖さんがそこにいるならどこでもいいです！』

『そ、そぅ？　なんか照れちゃうなぁ、そんな言い方だと』

『だから風ふ呂ろ場でも可です！』

『もったいねー！　乙女おとめ的に照れるの早まったー！』

　などと絶ぜつ叫きよう混じりに話し合った結果、『多摩湖に行くのは新しん婚こん旅行で』という結論で今回は見送りとなった。新婚て。結婚ですよ、多摩湖さん！　なんか今からこんな約束して、夢にまで見たバカップルみたいじゃないですか！

　その日の晩は布ふ団とんに入ってからも悶もん々もんとして眠ねむれなかった。だから仕方なくダルマのダル子悶々さんとキスの練習に励はげんで、翌日の日の出を迎むかえた。感想は、朝日を浴びたダル子さんの赤さが疲つかれ目めに染しみたとだけ言っておく。

　旅行に関して、ウチの両親は特に反対しなかった。既すでに二度、三度と旅行に出かけているし、それに子供に無関心なわけじゃないが放任主義な面があって、多摩湖さんとの付きあいに関しては俺に任せているみたいだ。信用されているのか、息子むすこは彼女にロクに手も出せないヘタレであると確信を持たれているのか。まぁ、どちらにしてもここまでは予想通りだった。

　問題、と俺が認にん識しきしていたのは多摩湖さんのご両親の方だった。前回は休日にいきなり多摩湖さんが俺の家の前へやって来て、『旅行行こうぜ！』と連れだしたので挨あい拶さつの暇ひまもなかったけど、今回はさすがにそうもいかない。いくら公認の文ぶん鎮ちん、もとい彼氏であっても外がい泊はくは許可が下りるか未知数で、お伺うかがいを立てることを想像しただけでストレスから胃が荒あれた。こんなに度胸がからっきしの三級品で将来、娘むすめさんを下さいと口に出来るのだろうか。うぅ、心配だなぁ……自分が小心なのか脳天気なのか、時々分からなくなる。

　文化祭が終わった翌日の放課後に、早さつ速そく多摩湖さん宅へ連れていかれて旅行の件について話し合うこととなった。なんの仕事に就ついているのか知らないけど既に帰宅していた多摩湖さんの父、つまり俺の将来のお義と父うさん曰いわく『ウチの娘はいわゆる不良のレッテルを貼はられている云うん々ぬん』となんだか覚えのある前置きがあってその後に、『いや不良の上に外泊も多いし、てっきりとっくにそんな経験は済ませていると諦あきらめていたよ』と淡たん泊ぱくな調子で語った。猛もう反対の雰ふん囲い気きもなく、拍ひよう子し抜ぬけな反応。意気込んで対面したからか、逆に物足りなく感じるほどだった。

『失礼なこと言うなボケー』と多摩湖さんが唇くちびるを尖とがらせて、『意外だねぇ』とお義父さんはしみじみ頷うなずき、『多摩湖さんは清純派ですから！』と俺がフォローを入れる。そして隣となりで話を聞いていたお義か母あさんが『ハメを外さないように見張っていてね』と俺に頼たのんできた。

　どうもこのご両親からすれば、愛まな娘むすめより俺の方が信用に足るらしい。

　俺より年上で、そして下級生の多た摩ま湖こさん。

　この人が今までの十九年間をどう生きてきたか、俺はまだ知らないんだなぁと痛感した。そしてこの後、仮に全部を知ったとしても俺は多摩湖さんを全面的に信じるんだろうなぁ、と漠ばく然ぜんと思ったのであった。







　そういった経緯があって今、俺と多摩湖さんは旅館の浴衣ゆかたに袖そでを通しているわけだ。部屋に用意されていたので取とり敢あえず着き替がえてみた。あぁ、勿もち論ろんだけど一いつ緒しよには着替えてない。

　残念なことに一人は廊ろう下かに出て、一人が部屋の中で着替えるという方式を取った。

　袖を引っ張って着方を調整し終えた多摩湖さんが肩かたに引っかかっていた髪かみをかき上げて、「ふむ」と頷うなずく。それから電でん灯とうの下に座りこんで腕うでを組んだ。先に着替えていた俺は部屋のテーブルの側そばで正座して、心臓や脈を騒そう々ぞうしくしながらその動向を見守っていた。

「なんつーかアレの空気をひしひしと感じるよね、黄鶏かしわ君」

　俺の顔を横目で窺うかがって、どこか挑ちよう発はつ的に口もとを緩ゆるませる多摩湖さん。

「ア、アレってなんでしょう」

　二人きりの部屋でアレ。アレの気配。男子高校生の脳からはアレにしか想像が行き着かない。でもそんな、燦さん々さんと太陽の光が差しこむ昼間から、アレに取り組むとかお天道様が許すのか。

　目まぐるしく景色が回る。多分、俺の目が慌あわてふためいて回っているだけだろう。そんな俺を優やさしく受け入れるように微笑ほほえむ多摩湖さんが、浴衣のたもとを漁あさりながら提案してきた。

「カードゲームしようぜ！」

「おぉおぅ！」

「オットセイの真ま似ね？」

「違ちがいますよ！」

　放課後→部室→カードゲーム。休日→旅行→カードゲーム。２＋７と４＋５は同じ答えが導かれるってことですか多摩湖さん！　くそ、顔に照てれ隠かくしの様子がまるで見受けられない！

　本気の提案だ、この人！

「だってこれ、カードゲーム研究会の合宿だし」

　そう発言する多摩湖さんの顔に目をこらすと、目もとにうっすら隈くまができている。もしかして今回も徹てつ夜やしてきたのか。また暴走気味なカードゲームを開発してきたというのか。

「じゃーん！」といつの間にたもとに入れていたのか、長方形の小さな箱を取りだして掲かかげる。箱はトランプより一回り小さい。他ほかのカードを用意してきたのか、それともまた自作か。

「合宿、なのにえぇと、多摩湖さんが浴衣着て胸むなもととか緩いのはいいんですか！」

「目ざといっていうかエロざといよ、最近の黄鶏かしわ君は！　教育、教育！」

　ばんばんと頭を平手で叩たたかれた。あ、手を上へ上げる度たびに浴衣の奥の脇わきが覗のぞける。さすが俺、彼女公こう認にんでエロざとい。どんな逆境でも多た摩ま湖こさんの脇に執しゆう着ちやくする姿勢を忘れないね。

「今の俺があるのは多摩湖さんの考案したカードゲームのお陰かげなんですけど」

「君がこんな変態さんになるとは予想してなかったの」

　じゃあ一体、どうなると予想していたんだろう。「おりゃー」と多摩湖さんが箱を開いて、中身のカードを畳たたみの上にばらまく。パラパラと固めた砂のようにこぼれ落ちるのは、表に数字の印刷されていない、賑にぎやかな絵え柄がらと彩さい色しきのカードばかりだった。
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「今回は和風の旅館に相応ふさわしい情じよう緒しよを醸かもす為ため、花札にしたわ」

　他ほかに守るべき情緒があったような気がしてならない。こう、親元を離はなれた旅行だしさぁ。

「花札？　……けどこれ、柄が」任○堂のやつよりファンシーになっている。なんだこの鶏にわとり。

「ふっふっふ、自作だよん」

　今回は一晩の徹てつ夜やどころじゃなかったぜ、と多摩湖さんが誇ほこらしげに胸を張る。……こういう部分に惜おしみない努力を費ついやすからこそ多摩湖さんなわけだが、それにしても、うーん。

　あ、でもすげぇ、厚紙に色紙を貼はってその上に自作イラストが描えがかれている。どれが本来の札に該がい当とうするか、一目見ても全然分からないけど。絵も上う手まいんだな、この人。これはトサカの茶色い鶏が……小さい手足の生えた卵に追われて逃にげ惑まどっている。なにをモデルにしたのか敢あえて問わないけど、そうかぁ、多た摩ま湖こさんの中ではこんなイメージなのかぁ。

「いじめっ子的というか、デ○ズニー的というか」

「ふふふ、どうかねこの努力の結けつ晶しようは」

「これの制作期間はいかほどで？」

「三ヶ月ぐらいかかったかな。いや私も多た忙ぼうでね、先週、やっと最後の札が完成してねぇ。思いの外、札に描かく絵を考えるのに時間がかかっちゃってさー」

　身み振ぶり手振りを交えて創作過程の苦労を訴うつたえてくる。大変だったのか、そうかー、って、

「いやそんな暇ひまあるなら、その分俺と会おうよ！　……みたいなー」ああ、最後が弱気に。

　多摩湖さんは目をぱちくりとさせて、それから「乙女おとめ的に照れ」と鼻を指で掻かいた。

「でも安心したまえ。君と会う時間を削けずったのではなく、睡すい眠みん時間と授業を受ける時間を注いだのだよ！」

「あーまぁ多摩湖さん、授業なんか受けなくても期末試験とか余よ裕ゆうですもんね」

「三度目の一年生だからね！　各試験問題の傾けい向こうもバッチリですの！　あっはっは！」

　わははー。……あれ、今年で四年目では？

「さ、そんなどうでもいいことはいいから、ゲームしましょ」

　畳の上にばらけた自作花札をかき集めて、ニィーっと唇くちびるを吊つり上げる。本当に合宿以外の目的なかったのかー、わーいまたまたぬか喜びー。心臓、無む駄だに生き急がせちゃったぜー。

「でも俺、花札の遊び方ってほとんど知りませんよ。分かるのはカブぐらいかな」

　やってることが自宅でも部室でも旅行先でも変わらないな、と思いつつも花札に目を落とす。茶色い鶏にわとりが空を飛ぼうと必死に羽ばたいている絵が描えがかれている。鶏大活かつ躍やくだな。

「大だい丈じよう夫ぶ。この花札で行うゲームは私考案のオリジナルだから初心者大歓かん迎げい」

　またかい。薄うす々うすというかほぼ確実にそうなんだろうな、とは予想していたけど。そして自分の膝ひざに頬ほお杖づえを突つきながら、何気なく手に取った花札の裏面に『①多摩湖さんが』と書かれていることに気づく。「うん？」目をこらしても、その言葉の続きは札に書かれていないみたいだ。他ほかの札を取ってみる。『②肘ひじを』となっていた。人物に続いて、部分指定か。

「お、ルール説明の前に裏面に気づくとはやる気満々だね、黄鶏かしわ君」

　感心感心、と多摩湖さんに褒ほめられる。多摩湖さんに札を渡わたしながら、小学生の頃ころにこういうので遊んだ覚えがあるなぁ、とゲームの正体を朧おぼろ気げに推すい測そくして尋たずねてみる。

「これって、いつ、どこで、だれが……とか組み合わせるゲームですか？」

「なんだ、知ってるんじゃない。じゃあ早さつ速そく始めよっか」

　自作花札を重ねて、シャッフルし始める。いやちょっと待って、いつもながら説明省きすぎ。

「あれそれだれこれゲームと花札の関係が分からないんですけど」

「えー、分かりなよー。君はエロざといだけじゃなくて普ふ通つうに聡さとくもあって欲しいよ」

　普通じゃあ多摩湖さんの領域に上り詰つめることは不可能に思えますが。

「こいこいのルールは知ってる？」

「はぁ、大体。役は全部覚えてませんけど」

「あ、既き存そんの役は関係ないから安心して。私たちが今からやるのは、取った札の裏面を組み合わせて命令を作るゲームだから」

　シャッフルを終えて、花札の出で来き映ばえを満足げに確かめてから多た摩ま湖こさんがまた口を開く。

「札には①から④まで数字と言葉が割り振ふられているから、取った札でそれを組み合わせて相手への命令を作るの。ただし出来上がった組み合わせに不満があるなら、こいこいを宣言してゲームを続行できる。ここらへんは普ふ通つうのこいこいと一いつ緒しよね。宣言して先に相手が出来役を作ってあがったら負けっていうのもね」

「なるほど、大体分かりました」

　命令ね。多摩湖さんに命令。その言葉の響ひびきに、萎しぼみかけていたアレやコレやへの情念が再燃する。命令出来る言葉の種類が多摩湖さんの決めた範はん囲いではあるけど、キスババ抜ぬきのときにあった膝ひざの裏やお腹なか、そして脇わきといった奇き跡せきに期待してしまう。徹てつ夜や中の多摩湖さんのテンションは常識外れの領域までつい踏ふみこむ大だい胆たんさと迂う闊かつさがあるからな。

「ルールを呑のみこめたなら、早さつ速そく一回戦といこうか。あ、そこの座ざ布ぶ団とん取って、中央の札置き場に使うから……はいありがと、よぅし」

　ふふふのふ、と得意げに微笑ほほえみながら花札を配り始める多摩湖さん。唐から草くさ模様の座布団の上に八枚、俺と多摩湖さんの手もとにも八枚ずつ札を準備する。札を受け取って、まずはその表に描えがかれたイラストを確かめた。多摩湖さんの髪かみと同じ色合いの卵が転がっている。次。茶色い鶏にわとりが包丁を持ったお爺じいさんに追われている。……イラスト、基本全部卵か鶏かその組み合わせじゃねーか。いわゆるカス札も卵か鶏が描かれている。ただその背景は花札に準じて、桜や菊きくの花が描かれていた。これで種類と季節を判別出来るようだ。小さな札に随ずい分ぶんと芸が細かいな、と力の入れ具合に感心してしまう。

　続いて札をひっくり返して裏面の命令ワードを確かく認にんする。むしろこちらの把は握あくが重要なのだ。右から順に、札に書かれた言葉を目で追う。『②足に』『①多摩湖さんに』『①黄鶏かしわ君が』『③抱だっこする』『①多摩湖さんの』『②背中を』『③撫なでながら』『②肩かたを』。以上、八枚。

　足に、抱っこと来たか。希望が湧わく。多摩湖さんの足に口づけすることは俺にとってご褒ほう美びだ。足の指先を舐なめるのも悪くない、と今年の夏に経験済みである。ドキドキするヨ！

　それとどうやら③で完結するものもあれば、④へ続く内容もあったりするみたいだ。俺の手元に④の札はない。枚数の多いカス札ではなく、得点の高い絵札にあったりするのだろうか。

「どうでもいいけどさー、若わか鶏どりって言葉あるよね」

　自分の手札を確認しながら、多摩湖さんが唐とう突とつにそんな話を振ふってくる。

「はい？　はぁ、若鶏、のもも肉百ｇみたいなやつですよね」

「でもあれってこの鶏が若くして死んだって言ってるわけだよね」

「……あの、この状じよう況きようとそれはどういう関係が？」

「いや全然関係ないけど、ふと思った。後、黄鶏かしわ君はそんな若わか鶏どりにならないように」

　世間話なのか心配なのか曖あい昧まいに締しめて、多た摩ま湖こさんが「さー、ゲーム開始よ」と手札を扇おうぎ状に構える。ただその手札の角度は斜ななめになって、裏面のワードを俺に読み取らせないよう配はい慮りよしてあった。別にバレても支障ないように思えるけど、そこは雰ふん囲い気き重視だろう。

「親は私からでいい？」

「いーッスよ。年長者だし」

「君に年上を敬う精神があるとは思わなかったねー。じゃ、いきまーす」

　座ざ布ぶ団とんの上に置かれた八枚の中で、多摩湖さんが最初に選んだのは茶色い鶏にわとりが、包丁を持ったお爺じいさんに追われて必死に逃にげている絵札だった。多摩湖さんの叩たたきつけたカス札の背景が坊ぼう主ずの山だから八月か。お爺さんの白髪しらがには藍あい色の卵がぶら下がっている。どうも、鶏と卵が両方描えがかれている札が高得点の扱あつかいみたいだ。他ほかの遊び方でいう二十点に該がい当とうする札なんだろう。なるほど、でも良い札を取っていくことが、このゲームを有利に進める定石となるのか？

「どう、この絵。ちなみに包丁のお爺ちゃんはウチの母方のお祖じ父いちゃんがモデルね」

「あの、俺、将来はこんな風にお祖父さんに追いかけ回されるんですか？」

「やだなぁ、実在する人物とは一いつ切さい関係ありませんみたいなアレよ」

　今、お祖父ちゃんがモデルって言ったじゃないか！　エアジジイとでも言うつもりか！

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくな表情の多摩湖さんが取った札を回収してから、中央の札の山を一枚捲めくる。「あ、ラッキー」捲った松の札で、場にあった松の絵札まで回収してしまう。イラストは鶏が猟りよう師し的な罠わなにはまって絶体絶命、のところを藍あい色の卵に救出されているという構図だった。

「さっきから鶏が酷ひどい扱あつかいなんですけど」

「若鶏ちゃんはおいしそうだから仕方ないんじゃないかなー」

　理由になっていない納なつ得とくを押しつけられた。多摩湖さんには俺を苛いじめたい欲望が内在しているのだろうか。もしその表れだとして、それ故ゆえの命令ワード完成ゲームだったら……うわ、ときめいてる。胸が非常に前向きに弾はずんでるぞ。なんでそれが誇ほこらしげなんだろう、俺。

「残念、この四枚じゃ命令が作れないね。はい、君の番」

「ウッス」

　そうか、一手目の時点で命令が完成するケースもあるわけだ。でもそこで終わるか、続行するかを選べる。俺だったら納得いくまでこいこいを宣言するだろうな。だって多摩湖さんに命令されてもある意味で勝ちなのだから。喜びの歌とかＢＧＭに流れちゃうから。となればこのゲームにおいて俺の敗北はない。そして多摩湖さんは恐おそらく、それにまだ気づいていない。

　命令しても、されても。どちらに転んでも俺の至福は満たされる。

「一粒つぶで二度おいしいってこのことだな」

「なにが？」

「いえいえ、こっちの話です」ニヤニヤ。

　さて、どの札を取ったものか。中央には六枚の札。めぼしい絵札は多た摩ま湖こさんに取られてしまって、残っているのはカス札中心。梅を背景に、鶏にわとりが木の枝から落下して羽をばたつかせている札はあるけど生憎あいにくと手札に梅がない。仕方なく、菊きくのカス札を取ることにした。いやこのゲームの場合、カス札という表現も相応ふさわしくないのか。札の有用性は時と立場によって大きく変動する。①とか③の札が偏かたよって②がないって状じよう況きようもあり得るわけだし。

「菊って何月だっけ？　七月？」

「九月、だったような」

　多摩湖さんのカードゲーム研究会にあるまじき質問に答えながら、手の中で札をひっくり返す。取得したカス札のワードは『①多摩湖さんが』『②肩かたを』。はだける。舐なめる。甘あま噛がみする。③に来て欲しい俺の希望ワードを幾いくつか思い浮かべる。即そく座ざにこんな単語が出てくるあたり、多摩湖さんの教育が実を結んでいるといえよう。昔の俺ならどんな言葉を連想したんだろうか。もっと丸くて、世界のどこにもとっかかりが持てないような優やさしい言葉ばかりだったろうな。

　手札にある七枚を眺ながめても、③として命令を完成させられる札はない。多摩湖さんが肩を抱だっこするという日本語は俺の辞書にない。

「なにしてんの？　一枚捲めくらなきゃ」

「あ、そうか」

　忘れていた。中央の札を捲る。またもカス札だった。藍あい色の卵がふんぞり返る背景には、青色の豆めいたものがくっつく枝が垂たれ下がっている。普ふ通つうの花札より原色に寄っていた。

「なんでしたっけ、これ」

「さぁ。見た感じのまま青豆でいいじゃん」

「じゃあその青豆で、えっと、あった」

　場に出ていた絵札を取る。鶏が鼻の下を伸のばして、藍色の卵の取る色いろ香か溢あふれるポーズを凝ぎよう視ししているという絵札だ。あながち間ま違ちがいでもないな。家の台所の冷蔵庫に入っている卵が視界に入るとつい手に取って表面を撫なでて、多摩湖さんとの触ふれ合あいを妄もう想そうしたりもするし。

　おっと、これは多摩湖さんに内ない緒しよの日常の一コマだった。だって卵の殻からを手で撫でて鼻息が荒あらくなるんですなんて、さすがの多摩湖さんでもちょっと引いちゃうかも知れないだろー。でも多摩湖さんだったら袋ふくろに入った鳥肉をつんつん突つついて俺を苛いじめる空想に耽ふけっていても不思議じゃないな。胸肉と聞いて、『黄鶏かしわ君の胸、はぁはぁ』とか興奮して……あぁ。

　……さて、裏面はと。ふむふむ、『③叩たたく』と『①黄鶏君の』を獲かく得とく。一応、『③叩く』を使えば命令は成立するな。多摩湖さんが肩を叩く。肩叩きと解かい釈しやくするべきか、肩に『せーけんづき！』と取るべきか、うーむ。どっちもイケル、けどなぁ。

「あれ、もう出来たの？」

「ええまぁ。どうしようかなって」

「えー、つまんないよ。こいこいしなさい」

「多た摩ま湖こさんにこ、恋々みたいな感じですね」

「言ってて恥はずかしいなら、無理に言うなよー」

　そう言って手をバタバタと振ふる多摩湖さんも鼻を中心にさっと赤みが差す。うぁ、可愛かわいい。

　言った甲か斐いがあって、さてどうしよう。これが叩たたかれるのではなく、揉もまれるとかだったら迷わず終しゆう了りようを宣言していた……いや揉まれるがあるのなら別の部位を獲かく得とくしようと躍やつ起きになってこいこいするか。分かる分かる、俺らしい。自分らしさ＝変質者らしさってどうだろうね。

「まーでも個性がないと薄うすれていくかも知れないしな」

　ただでさえ特色のない俺だ。多摩湖さんの目に留とどまるように必死にならないと。

「なんのこっちゃ」

「気にしないで。じゃ、こいこいです」

　その宣言を受けて多摩湖さんの目が輝かがやく。前まえ屈かがみになっていた身体からだを起こして背筋を伸のばす。で、伸びたまま前方へ身体が傾かたむく。中央に敷しかれた座ざ布ぶ団とんを身体が覆おおうようになって、手札と置かれた札を見比べている。お気に入りのお菓か子しを貰もらった子供みたいな反応が微笑ほほえましい。

　ちなみにこいこいっていうのは、取った札で出来役があるのに、より高い役を狙ねらってゲームを続行する宣言のことだ。……はて、どちら様に向けての説明口調なのだろう。いやぁ、時々自分が怖こわいね。

　このゲームは普ふ通つうのこいこいと違ちがって、次の相手の番で命令が成立する確率は非常に高い。特定の絵札を揃そろえる必要もないからだ。だからこいこいはあまりしない方が勝ちやすいとは思うけど……まぁいいか。ついさっき言ったが、俺は多摩湖さんに命令されても負けを感じない。

「んふふ、ゲーム続行で私の番と。軽く菖しよう蒲ぶの札でも取っちゃおうかな」

　多摩湖さんが鼻歌演奏中の鶏にわとりと菖蒲の描えがかれた札に、同じ絵の札を重ねる。前まえ屈かがみになった瞬しゆん間かん、浴衣ゆかたの奥に隠かくれた胸むなもとが隙すきだらけになるのではと俺も咄とつ嗟さに前ぜん傾けい姿勢を取って覗のぞこうとする。けど露あらわとなったのは鎖さ骨こつまでだった。俺はこれでも健全カップルの片割れなので、ここで悔くやしがらない、鎖骨で妥だ協きようする。鎖骨と肌はだの間に舌這はわせてみたいなぁ。

「捲めくって、あ、残念」

　山から捲られた札の中では、舞まい散る桜の下、学生服を礼れい儀ぎ正しく着た鶏が直立不動していた。やっと鶏がマトモな出番を与あたえられた、と一いつ瞬しゆん歓かん喜きしかけたが人間のように背筋を伸のばして立つ鶏は予想以上にキモかった。しかも普通に腕うで生えてるし。ちょっとムキムキでグレートチキンに似ていた。多摩湖さん、筋肉質な俺が好みなのか？　いや存在しねーけど、そんなの。

「でも取った札と、こう組み合わせれば……はい、出来たー！」

　多摩湖さんが諸もろ手てを上げて、弾はずんだ声で完成を報告してくる。

「あれ、こいこいは？」

「するかそんなもん！　なははー、勝ち勝ちー！」

　手札から選んだ三枚を俺の眼前に晒さらしてくる。多た摩ま湖こさんは勝ち逃にげ派なのかー、と思いつつその札を左から確かめて、途と中ちゆうで目が直射日光を取り入れたように真っ白になった。

「①黄鶏かしわ君が、②肩かたを、③揉もむ。さ、しっかり揉みたまえー」

　その命令が耳に届いたことで、光の線が脳の中心を綺き麗れいに通過した。

　パッと花火のように咲いて、そして直後に消しよう灯とうする希望の光。

　揉む来た！　揉むあった！　多摩湖神（仮）のご助力を信しん仰こうせざるを得ない！

「……なに、その両腕うで同時のガッツポーズ。なんかの形態模写？」

「いえいえ、最近運動不足だからちょっと二の腕を盛り上げようと」

「最近の君は時々しか意味分かんないよね」

　もの凄すごく理解を放ほう棄きされた。俺の祈いのりとか願望とか欲望を早期に悟さとられるのは問題なので都合がいいかもしれない。でも少し侘わびしい。多摩湖さん以上に俺を理解して欲しい人はいないのだから。

　俺に背中を向けた多摩湖さんが髪かみをかき上げて、肩を露ろ出しゆつさせる。

「むっふっふ、丹たん念ねんに揉むように」

「勿もち論ろんです！」

「言っておくけど揉むのであって、くまなく指し紋もんつけるのと違ちがうからね」

「はははまさか」

「舐なめ舐めも命令してないので、とーぜん禁止」

「俺をなんだと思ってるんですかー」

「舐めっこ大好きちゃん」

　さもありなん。でも多摩湖さんが良い匂においしすぎるというのも原因なんですけど。

　多摩湖さんの肩に指を置く。新しいピアノの鍵けん盤ばんにそっと触ふれるような感覚で、自然と緊きん張ちようする。まだ誰だれも触れていない、未開かい拓たくの土地や雪を踏ふむ高こう揚よう感も同時に血管を伝う。

「じゃあ、揉ませて頂きます」

「うむ。よきにはからえ……って使い方あってる？」

　さぁ。キュッと多摩湖さんの肩を掴つかむ。恐おそる恐る探さぐるような指使いで、少しずつ多摩湖さんの柔やわ肌はだに俺の一部分を沈しずめていく。深く、意識も同時に深く沈んでいくように。指先に神経が集つどい、布のように広がっていた注意が線に、そして束ねられて点となっていく。

　あまり凝こっていない肩だ。その肌の自然に磨みがき抜ぬかれた触さわり心ごこ地ち、柔らかさを容た易やすく堪たん能のう出来てしまう。爪つめが肌を擦こする感かん触しよくに思うところがあるのか、多摩湖さんが時折、身を捩よじるのも俺の脇わき腹ばらをねじ切るような愉ゆ悦えつを与あたえてくる。

「………………………………………」

　冷静に考えたら多摩湖さんに揉んで貰もらうより俺が多摩湖さんを揉む方が百倍ぐらいユートピアだ。となれば、多摩湖さんに揉むの札を上う手まく回収して貰って命令を出し続けて貰うか？

　いや、多た摩ま湖こさんが俺に揉もませる部位は限定されている。肩とか、後はあれば二にの腕うで、手のひら、足の裏あたりか。魅み力りよく的ではあるがどれも揉んだことぐらいある。いやマジで。部室とか多摩湖さんの自室で揉んだことあるから。だから他ほかの場所を揉みたい。うーむ、どうする？

「……くん、おーい？」

「……え？　はい、なんですか」

「なんですか、じゃないよ。右手はもちっと首に近いとこをお願いね」

「あ、はいはい」

　注文を受けて慌あわてて、揉む位置を修正する。そうして数秒は肩かたを揉むことに意識を集つどわせて、だけどすぐに今の問題に逆戻もどりする。俺の脳が変形して、後ろ側がわへと偏かたよっていく。

　多摩湖さんの注意から隠かくれるように潜ひそみ、そこでひたすら悩なやみ抜ぬく。

　考えろ、考えるんだ！　俺にとって最善の命令を、その方法を！

　男子高校生の脳が一番働く瞬しゆん間かんは、一番葛かつ藤とうする瞬間は、女の子関連しかないだろ！　間ま違ちがってもエロ関連ではない！　そんな寂さびしい人いるのー？　みたいな。ああ、多摩湖さんと付きあう前の俺か。ま、そんなことはどうでもいい、考えろ。思いつかないなら発想を逆転させるんだ、伊だ達てに逆転裁判やってねーぞ……って、おお、そうか！

「これだぁ！」

「え、なになにどしたの？」

　突とつ如じよ飛び跳はねた背後の男に、多摩湖さんが目を白黒させる。天てん井じようが低ければぶち破っていそうな勢いで突つき上がった俺の身体からだが着地を果たして、多摩湖さんに微笑ほほえみかける。

「カードゲームはやっぱり楽しいですね」

　ははは、とか付け足して笑ってみる。多摩湖さんの右の頬ほおがひくっと引きつった。

「嫌いやな予感がヒシヒシ伝わってきたからそろそろゲームお開きね」

「またまたー」

「うわぁ絶対ぶっ飛んだこと考えてるよ」

　そう言いつつも極きよく端たんに嫌そうな顔をしたり、げんなりしたりすることはない多摩湖さん。なにを思っているのだろう。自分の考案したゲームに、俺が真しん剣けんに取り組んでいることを喜んでいる面もあったりするのかな。

　それから十分ほどで肩を揉み終えて、二回戦開始。多摩湖さんが勝ったので親は続行。集めて切った札を俺が配り、ゲームの準備を行う。見覚えのある札が中央に幾いくつかばらまかれた。

　さっき俺の手の中にあった『①黄鶏かしわ君が』の松のカス札だ。いや見た目が同じなだけで、裏面のワードは異なるかもしれない……けどイラストが手て描がきだから、目をこらせばさっきと同一か判別出来る。……間違いない、同じだ。よし、と笑え顔がおの代わりに小さく握にぎり拳こぶしを作る。

「では、二回せーん。さぁて今度はもう少し過激な命令作っちゃおうかな」

　にしし、と多摩湖さんが意地悪そうに笑う。うしし、とこっちも笑いが漏もれそうになったので、脇わき腹ばらを軽く小こ突づいて自制する。俺の閃ひらめきを悟さとられてはならないのだ。

「では早さつ速そく、絵札頂き」

　多た摩ま湖こさんが桜のカス札で、学生服の鶏にわとりを前回同様に持っていく。山札を捲めくり、出てきた梅のカス札は中央の場に置かれる。俺はその間、手札の裏面を確かめてその発見に頬ほおを緩ゆるませていた。徹てつ夜やの多摩湖さんは、やっぱり規制が緩い。『②鎖さ骨こつを』があるじゃないか。

「俺のターン、と」

　柳やなぎの下で鶏にわとりが卵を守っている絵札もあったけど、それより先に見覚えのあるカス札を取った。

「カス札取った割にすんごく嬉うれしそうだね」

「俺もカスですからー」

　適当に返事しながら捲った札で紅葉もみじのカス札と、紅葉の側そばで鹿しかせんべいを食べる鶏の絵札を獲かく得とくする。それの裏面を眺ながめると……ほぅほぅ、これはいい。いい③である。さすが脇わきをキングに任命しちゃう徹夜の多摩湖さんだ。今回もちゃんと、俺好みの札を用意してくれている。

　後はここで多摩湖さんが命令を作って勝負を決めなければ、いける。多摩湖神にでも祈いのろう。神様っていうのは人の内側がわにいるらしいし。まぁ出身地も昔の人の脳みそだろうしねぇ。

「んじゃ、行くよー」

　揉もんで一層柔やわらかくなったばかりの肩かたをぐるんぐるんと回して、「はりゃ！」と手札の一枚を座ざ布ぶ団とんに叩たたきつける。揃そろうな、揃うな。もしくはこいこいしてくれ。固かた唾ずを呑のんでジッと、全身が石になったように身み動じろぎせず見守る。多摩湖さんは得た札を「んー」と確かめて、「いまいち」と苦い顔で評した。中央の山札を捲っても揃う札はなく、場に置かれて終わる。

「ちぇー、①がないじゃん、黄鶏かしわ君ががさー」

「つまり揃ってないんですね、俺の番ですね？」

「うん、でもなんで急せかすの？」

　それに答えず、手札の中にある『②鎖さ骨こつを』の札を使って中央の札を取る。そして山札を一枚捲ってから、取った札の裏面も確かく認にんせずに力強く宣言した。

「よし、これで終わります！」

「なにぃ、こいこいしないだって？　男らしくないなー」

「どの口がそれを言いますか」

「女の子は勝かち逃にげが基本なのよ、覚えときなさい」

　鼻をツンと澄すました多摩湖さんが得意げに語る。なるほど、じゃあここから『勝たせない』。

　そうすれば逃げられないというのだから簡単である。

　手札に、非常に残念だが揉むはない。またも妥だ協きようするしかない、だが次は必ず！

　その決意のもとに歯を食いしばり、俺の作成した、命令は。

「①黄鶏君が、②鎖骨を、③舐なめる……です」

　ずずい、と三枚の札を多摩湖さんに突つきだす。将軍様への貢みつぎ物ものみたいに厳おごそかな雰ふん囲い気きを損そこなわないよう、肩かたに力を入れて送りだした。多た摩ま湖こさんは、聞き間ま違ちがえたかな？　というとぼけた表情で耳の穴をぐりぐりと弄いじる。それから俺の目を覗のぞきこんでマジだと悟さとり、慌あわてた。

「なんで自分に命令してるの！」

「だって、自分に命令出来ないというルールはありませんでしたよ？」

　ギャンブル漫まん画がで、ルールの盲もう点てんを突ついて反はん撃げき開始した主人公ばりに不敵に笑う。それを受けて多摩湖さんが「いやいやいや！」と首を横にぶんぶん振ふるが、勢いだけで蹴け散らす。

「こうでもしないと、俺が多摩湖さんに大それたことが出来ない！」

「いや結構してるよね！　今まで結構大だい胆たんにしてきたよね！」

「問答無用！　命令は絶対ですから、多摩湖さん！」

　とか言いつつ多摩湖さんに飛びかかる。仰のけ反ぞって回かい避ひしようとする多摩湖さんの背中側がわに回りこんで、羽は交がい締じめにする。「ぬきゃ！」珍ちん妙みような声をあげる多摩湖さんに構わず、そのほっそりとした鎖さ骨こつに唇くちびるを添そえた。「黄鶏かしわ君の息が、くすぐ、くすぐったい、ってあひ！」舌先をちろちろと骨に沿って往復させると多摩湖さんの奇き声せいがご褒ほう美びだった。日本語が崩ほう壊かいしつつあるが、それは舌から感じる多摩湖さんの骨の形に脳が準じようとするせいだった。今まで舐なめてきた、もとい触ふれてきた多摩湖さんの絹織物のような肌はだと異なり、明確に硬かたい骨の感かん触しよく。多摩湖さんの骨、内面、内側がわ。多摩湖さんを構成するもの。それに皮を挟はさんで触れている、自分の舌が異様に熱い。その熱が喉のどを通り頭のてっぺんを強く焼いていく。ごぅごぅと洪こう水ずいめいた耳鳴りが断続的に続いて、目玉の下側にモザイクがかかったように曖あい昧まいになっていく。「ひ、ひゅい！　助けてー！　この旅館にはエロ吸きゆう血けつ鬼きがいますー！」ドスンドスンと踵かかとを畳たたみに打ちつけながら、多摩湖さんが旅館の不具合を叫さけぶ。ふぅむ、吸血ねぇ。こういうの？　「ぎゃお！　こ、こらなに噛かんでるの！　噛み噛み禁止、舐めるだけ！　なーめーるーだーけー！」「うぇー、だっふぇたふぁふぉさふふぁひほほほとをふーふぇふひふあってひふふぁら」「何言ってるかまるっとすっきり全部わかんねーよ！」「りふふぇふとにおふぉふぉふぇひようと」「喋しやべるな噛むな舐めるなー！　うひぃー！　黄鶏かしわ君の体温が背中に、って心臓はやっ！　めっちゃ鼓こ動どう速い！」いや、心臓だけじゃなくて全身どくどく。あらゆる部位が、どくどく鼓動している。血の塊かたまりが幾いくつも破は裂れつするように。「終わり、おーわーりー！　このままだと君が早死にする！」

「べー」

「人の首を舐めながら横着にえーって言うんじゃないの！」

　多摩湖さんが回転して俺をはね除のけながら、距きよ離りを空ける。そして脊せき髄ずい反射のように、俺が舐め回した鎖骨を手のひらで覆おおう。でもそこで多摩湖さんの動きが止まった。「あーうー」と目が左右に泳いで、なにかに葛かつ藤とうしているようだった。

「どうしました？」

「いやごしごしとふ、拭ふくのもねぇ。黄鶏君のだし」

「で、ですよねー。わーい」

「それはともかく！」

　だん、と強く踏ふみ込んでから人差し指を突つきつけてくる。頬ほおにざくっと指先がめりこんだ。

「最近の君の行動はね、ちせーが足りん！」

「えーでも知性って物事を正しく判断できる能力のことらしいですよ」

　偉えらい人が言っていたから多分合っているだろう。とても難しいことだとも言っていたが。

「ということで俺にとって正しいので問題ないと思います！」

「主観的に正しいことならみんな選んでるよ！　ま、もう負けないからいいんだけどね！」

　多た摩ま湖こさんが乱暴に座り直す。浴衣ゆかたの微び妙みようなはだけ具合を直してから、「がしゃー！」と中央の山札を手の側面で薙なぎ倒たおした。それから俺の手もとに残っていた札もむしり取ってかき集めて、札を混ぜ始める。「鎖さ骨こつまわりだけ風がスースーするよー」と嘆なげいてるんだかなんだかよく分からないことをぼやきながら、桜色に肌はだが染まった多摩湖さんの目が横に泳ぐ。

　俺は舌先に確実に残っている、多摩湖さんの『なにか』を強く、何度も呑のみこんだ。

　それから気合いを入れるために一度、自分の頬を叩たたく。

　元からあってなかったようなルールの柵さくを跳とび越こして、ゲームの可能性は一気に広がった。

　ここからが本当のゲームの始まりだ！　……ってなんか毎回、同じこと考えてないか？

「それは君がいつも、突とつ如じよとして変態な方向に走りだすから！」

　ごもっともである。







「うー」

「ううー」

「威い嚇かく行こう為いを真ま似ねしないように」

「多摩湖さんこそ、太ももで俺を誘ゆう惑わくしないように。真しん剣けんなゲーム中にそれは卑ひ怯きようです」

「太ももに目がいってる時点でどう考えても真剣じゃねーっての！」

　と叫さけびつつささっと浴衣の生き地じで隠かくしてしまう。なんか、アレだな。浴衣が邪じや魔まくさくなってきた。なんで俺たちは服を着てるんだ？　服なんて所しよ詮せん、どれも布だぞ、布。纏まとうな。

「あーあっついわー」

　というわけで脱ぬぎ脱ぎ。「ちょちょちょ、急にどうしたの！」上半身を遠とお山やまの金きんさんみたいにはだけさせた俺に、多摩湖さんが狼ろう狽ばいする。顔がかぁっと紅葉もみじのように色づいた。

「動どう揺ようさせる作戦？　作戦なの？　私が君きみ萌もえと知っての振ふる舞まい？」

「いやただ暑いし服邪魔だし多摩湖さんも一いつ緒しよにアダムとイブ的に脱ぎませんか」

「ぬ、ぎ、ま、せ、ん！　ほら黄鶏かしわ君が親なんだから、早くして！」

　赤面気味の多摩湖さんに急せかされる。でもその視線は俺の上半身から離はなれない。多摩湖さんに見つめられると胸が高鳴るのはいつものことだけど、なんでだろう。今は普ふ段だんよりずっと心臓が鼓こ動どうを速めている。「これは新たな恋の兆きざし？」「順調に危なくなってるだけだと思う」

　おぉ、そうか。

「鎖さ骨こつを舐なめるとかそういう変態セレクトせずに、純じゆん粋すいにゲームを楽しみなさい」

「そもそも舐めるとか鎖骨とか書く方が悪いのでは」

「だってさー、意外と命令の言葉なんて思いつかないじゃん。ついめんどくなっちって」

「いやいいんです、揉もむがあったから全すべて許されるんです」

「今度は揉むことに目覚めたのかよー……段々触ふれる面積が増えてきた気がする」

　まぁそりゃ唇くちびるや舌よりは手のひらの方が大きいわな。さて、無難なところで……これにしておくか。『①多た摩ま湖こさんが』と裏面に書かれた鶏にわとりのカス札で、卵の描えがかれた雨札を取る。

「そういえば雨って何月の札でしたっけ」何気なくそんな話題を振ふってみた。

「んー、雨だし六月？」

「……だったかな」

　十一月だった気もする。中央の山札を捲めくると、「あ」雨の絵札だった。雨に打たれて、髪かみのようなトサカが禿はげることに怯おびえる鶏一匹ぴき。そしてその鶏の胸で雨宿りする卵が一つ。

「残念だったねぇ」

　嬉うれしそうに多摩湖さんが言う。「そんなことないッスよ」と強がりながら、前まえ屈かがみになっていた身体からだを引っこめる。俺の取った札は『①多摩湖さんが』の他ほかに『②腰こしを』。腰。多摩湖さんの腰、略してタマコシ。近所のスーパーの名前になってしまった。いやいや、多摩湖さんはもっとこう、俗ぞく世せいと無む縁えんな美び貌ぼうがだな……「よーし、変態君の暴走を止めるぞ」おや、失敬な意気込み方だこと。浴衣ゆかたの袖そでを肩かたの近くまで捲って、気合いを入れた多摩湖さんが札を座ざ布ぶ団とんに叩たたきつける。桐きりのカス札に、その桐を踏ふんだことでお爺じいさん（包丁持っている爺さんと顔が一いつ緒しよ）に怒おこられている鶏の描かれた絵札が多摩湖さんの手に渡わたった。これまで、絵札はほとんどが多摩湖さんの手に渡っているな。通常の花札だったら、多摩湖さんの方がツキはあるようだ。しかし現状、多摩湖さんの鎖骨を舐めた俺の方に場の流れは向いている。不思議な勝負だ。

「一枚捲ってー……あ、さっき取った札だね」

　包丁ジジイがまた場に現れた。その刃はの切っ先がイラストの鶏を通り越こして俺に向けられている。鏡で確かめれば、必死な鶏と今の俺の表情がシンクロしているかも知れない。

「多摩湖さんって、お祖じ父いさんと仲は良好なんですか？」

「うん、両親どっちのお祖父さんとも仲いいよ」

　それがどうしたの？　という様子で首を傾かしげてきたのでいえ、と短く言葉を吐はいて打ち切った。孫の彼氏って祖父さん的にはどうなんだ、歓かん迎げいされるのか？　それともこれか、庭を包丁持って追いかけ回されるのか。

　そのお爺さんの絵札が欲しいところだけど、生憎あいにくと同種の札は手の中にない。代わりに桜のカス札を二枚、手もとに引き寄せる。本当にカス札ばかり集まるな、今日の俺は。塵ちりも積もればなんとやらを実じつ践せんしろってことかね。中央の札を捲めくると、ボタンのカス札だった。あ、場にもある、頂きと。これでカス札が六枚、手元に集つどった。

「黄鶏かしわ君ってば、絵札がお気に召めさないの？」

　まだ人の胸むなもとから目を離はなしていない多た摩ま湖こさんが俺の取り札を揶や揄ゆしてくる。「いやまったく」と同意しながら取った札の裏を目で追うと、①に該がい当とうする札ばかりだった。おいおい。

「命令出来た？」

　警けい戒かいした口ぶりで俺の手を確かく認にんしてくる。うぅんと口を開く前に、結果は分かっていても敢あえて札の順番を入れ替かえたりして悪あがきしてみる。そうして札を手で弄もてあそんでいると、中学の頃ころに英単語カードを使って勉強していた記き憶おくがふと蘇よみがえった。……多摩湖さんとエロ単語カード、いやいや。

「多摩湖さんが黄鶏君に多摩湖さんの黄鶏君を、とかダメですか？」

「そんな足あし踏ぶみして前に進んでない命令は実じつ践せん出来ません」

「結構良いこと言っている雰ふん囲い気きはあるんだけどなぁ」

「多摩湖さんの黄鶏君を……って別に改まって言うことでもないし」

「まぁそれもそうですか」

　はっはっは、と笑って締しめた。出来役のないまま、再び多摩湖さんの番になる。多摩湖さんはまた目を光らせて、「頂き！」と包丁爺じいさんを捕ほ獲かくする。そのまま山札も捲らずに「出来た！」と挙手つきの宣言。こいこいする気はさらっさらないようだった。

「今回の私の命令は、①多摩湖さんが、②唇くちびるを、③揉もむ！」

「あ、俺の作戦をパクった」

「じゃかーしー！　さぁ君、ちこう寄れ！　唇を差しだすのだ！」

　なぜか俺の方が命令された。しかも従う俺。

「だって唇を差しだせなんて、そんな大だい胆たんな」

　もじもじ。

「恋する乙女おとめみたいな動きはやめなさい！　ほら恥はずかしいんだから早く！」

　手招きされたので、多摩湖さんの脇わきまでいそいそと移動して顔を差しだした。「こ、こらぁ！　顔出しすぎ！　唇がほっぺに当たるでしょ！」「がじ」「髪かみの毛けを噛かむなー！　いいからほら顔少し引いて、はい、じゃあやるよ」多摩湖さんの両手が俺の顔の側面を覆おおう。しかし唇を揉むってなんだ？　その疑問に直後に応こたえたのが多摩湖さんの両手だった。

「むぎ」俺の唇が指に摘つままれる。それからぐにぐに、と指先で唇全体を命令通りに揉み始めた。

「うーん……」

「いひゃい、いひゃいです。なんでふかこれ」

「予想より顔が面おも白しろくならないなー」

　ガッカリされた。顔が崩くずれていないと遠回りに言われたわけだし、こっちは喜ぶべきかな。

　ああ、それとは関係ないが一回戦の結果と合わせて、一つ分かったことがあるぞ。

　どうも爺じいさんが鶏にわとりを追いかけ回している札が『③揉む』らしいな。一回戦と三回戦で、多摩湖さんの手札で共通しているのはあの一枚だけだ。これからはあのお爺さんを優先して確保していくことにしよう。ジジイ大事に。婆ばあさんに差別だとか抗こう議ぎされそうだな。

「ていうか、なにげに多摩湖さんの方が揉むことにご執しゆう心しんなような」

「君と違ちがって健全な場所ばっかりだからいいの」

　ぐにぐに。時折、多摩湖さんの指や爪つめが唇の間に割って入ってくる。つぷ、と唇の中心を押す多摩湖さんの指の感かん触しよく。かつっ、と前歯を撥はねる爪の先せん端たん。多摩湖さんの熱心な指使いとその口もとを包む肌触ざわりに、心まで掴つかまれるようだった。唇の端はしを人差し指と薬指が支え、中指が下から揉みしだく。ぐにぐにと遠えん慮りよなかった力加減が次し第だいにくにゅくにゅと唇の柔やわらかさに沿うように落ち着き、愛めでられているという感覚が一気に強まる。それが、額に集つどっていた重圧から解放するように俺の頭部と意識を軽く仕立てて、自由に心の中を泳がせる。

　そうなればつい多摩湖さんの指を舐なめてしまうのも必然と言えよう。「ひゃわっ！」慌あわてて引っこめようとする手を掴んで、手首まで呑のみこむような勢いで指を口に収めた。ほが、と喉のどの奥に触ふれる指先にえずきかけたが押さえて、舌をぐるぐると回転させる。
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「なにしてんの！　変態スイッチ入れるの禁止！」ポカポカと頭部を叩たたいて俺を停止させようとしてくる。だが不良品の俺には緊きん急きゆう停止のスイッチなどない。欠けつ陥かんバンザイ！　そして血管も躍やく動どう感を急激に増してキリキリと痛む。特に、首周辺。顎あごの裏。舌を動かす度たびにそれらが引きつって、血の味が奥歯から滲にじむ。口だけで身体からだの全すべてを支えているようだった。

「いい加減、黄鶏かしわ君の突とつ発ぱつな変態行こう為いにも慣れてきたわー！」

　そう多た摩ま湖こさんが叫さけんで、俺の額に手て刀がたなを振ふり下ろす。手刀が額を打った直後、指先で俺の顔を強く押した。更さらに舐なめられている指で、俺の舌を弾はじいた。その痛みに反射的に身体を引くのを見逃のがさず、多摩湖さんも身を引いて口から指を引っこ抜ぬいた。ごろごろごろ、と後転して壁かべ際ぎわまで逃にげる多摩湖さん。っく、対処が早い！　確かに多摩湖さんも経験が増して成長している！

　唾つばでべとべとになった指もそのままに多摩湖さんが身構える。蒸気でも噴ふきそうな熟じゆくされた赤をその顔に携たずさえて、俺たちの決戦が始まろうとしていた。背後の窓から覗のぞける砂浜を、遠く遠くの海からやってきた大波が覆おおい尽つくす。その砂を呑のみこむ海水の音が、ここまで届いた。

「あのね、趣しゆ旨し変わってるから！　変態さんだけあって変えるのお上手、とか褒ほめないよ！」「さぁ早さつ速そく四回戦行こうかー」「顔が晴れやかすぎる！　う、うぅー」「多摩湖ママ、早くして」「ま、ママって！　あぁ親だから、親だからってことね。黄鶏君にそう呼ばれると結婚した後の生活みたいで、えぇと、もにょっとくる！」「タマママ！」「小説のタイトルみたいに略さないの！　えぇいもう、勝っても負けても私ばっかり敗北感を味わってる気がする、そんなゲームの四回戦！」「次こそは多摩湖さんの骨こつ盤ばん付近を揉もめますように！」「流れ星にそんな願がん掛かけしてる人がいたらみんな、そのまま星がそいつの頭に落ちろって思うよ！　はぁ、でりゃあ！　うぉぉ、黄鶏君が多摩湖さんにで命令が止まった！」「なら俺のターン！　取ってぇ、取ってぇ、また取ってと。出来た！　多摩湖さんの髪かみの毛けを腰こしに巻く！」「そんな腰に巻くなんて言葉の札作ってないってーの！　命令捏ねつ造ぞうはペナルティ！」「それならやむを得ない、こいこいです！」「やむを得ないってルール尊重する気ゼロじゃん！　え、こいこい？　命令出来てるの？」「多摩湖さんが逆立ちで過呼吸する」「誰だれが得する組み合わせなのそれ！」「そして疲つかれた多摩湖さんを俺が介かい抱ほうするわけです」「まさかじ、人工呼吸でもするつもり？」「いや皮ひ膚ふ呼吸してる場所にキスして酸素注入でもしようかと」「介抱の意味をご存じかしら！」「安楽させる」「黄鶏君の頭も介抱された方がいいと思う！」「はい多摩湖さんの番ですよ。飛ぶ鶏にわとりを落とす勢いで俺の喜ぶ命令を作っちゃってください」「鶏は飛べねーでしょ！　今の君はどんな命令しても喜びそうで怖こわいよ！」「多摩湖さんと別れろ系以外なら好き嫌きらいなくいけます！」「そんな命令する多摩湖さんは地球上にいません！　せぃ！　はぁ！　鎖さ骨こつを肩かたを髪を！　なにこれ、③が一枚もない！」「あ、いいなー。お互たがいに要いらない札をトレードしませんか？」「トレカじゃねーっつーの！　少しはゲームしてる気になりなさい！」「じゃあ逆立ち。多摩湖さん逆立ち！」「なんでそんな逆立ちさせたがるかな！」「逆立ちしたら浴衣ゆかたの生き地じが捲めくれてですね、多摩湖さんの生なま足あしがデーンと天を突つくようにそびえ立つわけですよ！　それを太陽の塔とうに匹ひつ敵てきする造形物と認めるのはやぶさかではない！」「君の脳も剥むきだしになってなんか突つき刺ささってない？」「多た摩ま湖こさんの六歳さいの写真なら脳裏に突き刺さっていますけど」「ていうか逆立ちって！　もっと他ほかにいい組み合わせ出来るでしょ！」「自分を知ってください！　浴衣ゆかた姿の多摩湖さんを目の前にした俺に、そんなおいしくない選せん択たくがあると思いますか！」「汗あせだくになって高校球児みたいな純真な瞳ひとみでわけ分かんないこと力説しないの！　君は熱の籠こもる場所がおかしい！」「ていうかまたこの展開かよ！　好きだな言葉の応おう酬しゆう！」「今回はこのまま最後まで行くからね！　さーついてこられるかな！」「お供します！　だからさっかだち、さっか出し！」「君ちょっとその脊せき髄ずいくんを黙だまらせるように。で、えー、本当に逆立ち？」「命令は絶対ですよ！　案ずることはないです、俺も自分に多摩湖さんの生なま足あしから一いつ瞬しゆんたりとも目を離はなすなと命じてますから！」「私は君を案じたいよ……逆立ち、出来るかなぁ。久しぶりだからちょっと自信ない」「足持って支えましょうか？」「上から覗のぞきこまれるから却きやつ下か！　目のない壁かべに支えをお願いする！」「多摩湖さんを覗けるならそんな壁にだって目が生えそうですけどね！」「いきまーす！」「ズォォォン、ブワァッシュゥゥフィィィィン」「なんでそんな壮そう大だいな効果音つきで浴衣捲めくれるんだよ！　まるっきりバカじゃん私！」「今日最高に輝かがやいてますよ！」「どうせ生足がでしょ！」「多摩湖さん鋭するどい！」「これって訴うつたえたらセクハラ認にん定ていされるかな！」「きっと愛情溢あふれるセクハラですねって絶賛されますよ！」「セクハラの部分はもう否定しないのかよ！　いっせ、の、たりゃー！」「おぉぉぉおお、リアルナマコさん降臨！」「はい終わり！」「あー、なに倒たおれてるんですか！　逆立ちしたの、秒針動いてないぐらいじゃないですか！」「ごめんねぇ、十八歳を超こえると逆立ち出来る時間が三秒未満になるの」「俺に肩かた揉もみさせたときはもっと時間取ってたのに！」「肩揉みと生足晒さらしショーを同列に扱あつかうでない！」「扱ってませんよ、生足＞肩に決まってます！」「返せー、話の通じる黄鶏かしわ君を返せー！　でもある意味尊敬するのは私の下着とかには見向きもしないで本当に足だけ見つめてたよ、この子！」「え、当たり前じゃないですか。下着は多摩湖さんじゃないんですよ」「す、筋金入りの優先順位なのか、ただの足フェチなのか……う、うぅーん」「青春っぽいお悩なやみを抱かかえているようですね」「足フェチと私全体への愛情を見極きわめる青春をありがとう！　もういい、五回戦いこう！」「うぉー！」「たぁー！」「きぇー！」「ぎょー！」「なんで急に描びよう写しやが叫さけび声ごえばっかりになってるんですか！」「ちょっと飽あきた！　あ、完成わっほい！」「あ、こいこいですね」「お役所風に流すな！　えぇと、①黄鶏くんが、②多摩湖さんの、③……こいこい！　やっぱりこいこい！」「え、③は？」「勢いに任せてとんでもない命令作ってたー！」「ダメー！　あがったからこいこいダメー！　恋のストッパーですよ！」「八十年代アイドルの歌のタイトルみたいだよそれ！　と、とにかくこいこい！　こんなこと命令したら黄鶏くんがもっとバカになること請うけあい！」「命令を、姫ひめ！　はぁはぁ」「後半からして終わってる黄鶏くんをこれ以上終わらせてどーすんのー！」「ぐるっと一周して左の画面から出てくるとか？」「ファミコン世界の住人なのかよ！　そんな真まっ新さら黄鶏君に戻もどせるなら戻したいよ！　あ、だから命令する！　戻れ黄鶏君！」「いや札で命令作ってないじゃん！」「うるさーい、制作者の特権よ！」「じゃ、じゃあ戻もどりますね。もぞもぞ」「うぃ！　こら！　なんで私の浴衣ゆかたの中に潜もぐろうとしてるの！」「鶏にわとりが昔に戻ったら卵の中じゃないですか！」「そこまで戻れって言ってないよ！　生まれたてまでだっつーの！　ネイキッド黄鶏かしわ君だってば！」「多た摩ま湖こさんの、な、中！」「エロイから！　なんかの領域を超こえちゃうエロさだから！　指導！　黄鶏君に教育的指導！」「蹴けりだされたー！」「よーし五回戦は無効試合引き分けドロー！　六回戦！」「ジジイ来いジジイ来い手もとにジジイ参上すべし」「お祖じ父いちゃんがこっち来ますように孫を選びますように！」「カードオープン！　あ、揉もむ確定！　きたきたきた！」「おじーちゃーん！」「確定で揉む！」「ちょっとそこの指、気が早いよ！　まだ勝ってないのに架か空くうのなにかを揉まない！」「予告ホームランならぬ予告揉み」「格好良くないから！　それと私が先にあがるからムダムダムダァ！」「親が俺であることをお忘れですか！　行けジジイ！」「人の祖そ父ふを投げないように！」「俺も出演してるからいいでしょ！　まず揉む取ったぁ！　後は黄鶏君と腰こしを確保すれば全すべてが終わる！」「させないっての！」「あ、山札捲めくって取った札の裏面に黄鶏君あった！　ホップステップ！」「飛べねーよ！　鶏が空を舞まえるかぁ！　君はね、私にとってチキンなんだよ黄鶏君！」「殻からも破っていない卵に夢を阻はばむことは出来ませんよ！」「殻はついていても走るための手足はもう生えてる！」「怖こわいわ！　なんの卵だ！」「時の卵的にスペシャルなの！　ほりゃ！　揃そろえ、揃え！」「そうはいかない！　多摩湖さんには運があっても流れがない！　勝つ流れがないんです！」「世よ迷まい言ごとを……絵札二枚来た、けど今度は③が偏かたよってる！」「ほぅら！」「地球のみんなに命令、舐なめろ！」「腰を舐めるなら俺も妥だ協きようしますが！」「事態が悪化することを妥協とは言わない！」「それじゃ、俺の番！　行かせて貰もらいますよ！　ジャァァァァアンプ！」「滑かつ空くうしてるだけ、落ちているだけ！」「……でもないみたいですよ、ほら腰。腰の札、ちゃぁんとあるんですよね。手札の中に」「ヒー！　嘘うそぉそんなの作ったっけ！」「多摩湖さんの腰を揉む！　来たよこれ！」「悪あく魔まの組み合わせが成立したー！」「神も仏もあったもんだ！　信しん仰こう心も捨てたもんじゃないな！」「この世に神はいたか死んだかどっちー！」「うぃーん、がががー」「なんか来たー！　メカっぽいのが迫せまってきたー！」「腰発見、腰発見！」「胴どう長ながじゃないんだからパッと見れば分かるでしょ！　うひー、なにその指使い！」「ぐーにぐーにーとー！」「人の腰をジャガイモ扱あつかいしない、うぅぐーにーぐーにーされてるー！」「腰、腰よう骨こつ！　多摩湖さんの腰骨！」「ど、どこに興奮する要素があるの、それ！　さっぱり分からない！」「鎖さ骨こつと来て次は腰骨！　今日は骨祭りだぅっほい！」「君の領域に踏ふみこんだら私はきっと溶とける！　だからちょっと一人で行って！」「頬ほおで揉んでもいいですか！」「は？　ってそれ頬ずりじゃん！　腰に頬ずりするのやめー！」「大だい丈じよう夫ぶ、黄鶏君の愛情表現だよ！」「愛情以外のものも露ろ骨こつに表現されてるから信用ならなーい！　はいもう終わり、おーわーり！」「本当にこの応おう酬しゆうだけで終わったー！　いや終わろうとしているー！」「もーいー！　もう終われー！」「まだ多摩湖さんの身体からだで揉んでいない箇か所しよが十カ所以上あるのに！」「明らかに揉むことと無む縁えんの箇所も含ふくめてるでしょそれ！　ぎゃー、指をワキワキさせて迫せまるなー！」「よく冷えたマッサージいかがッスかー」「マッサージの押し売りは訴うつたえられても文句言えないってー！」

　という流れを経て結局は追いかけっこに至る俺たちであった。他ほかの触ふれあい方を知らないんじゃないか、と疑ってしまうほど、多た摩ま湖こさんはいつだって顔を赤くして逃にげ惑まどうし、俺は両手を突つきだしながらそれを追いかける。心臓の鼓こ動どうに合わせて前へと進む両足は、本当はすぐにでも多摩湖さんとの距きよ離りを詰つめられるはずなのに、いつまで経たっても俺と多摩湖さんの鬼おにごっこは終わる気配がない。ぐるぐると、器いっぱいに注がれた幸福の水面をかき混ぜるように俺たちは室内を回り続けるのだ。そうして、俺と多摩湖さんは鶏にわとりのつがいになる。

　二匹ひきの鶏が、大切に守ってきた卵を孵かえすために懸けん命めいに、小さな世界を走り回る。







　窓の外には美しい砂浜が広がっている。日差しと向きあうようにその海岸線を眺ながめていると、奥歯に砂を噛かむような感かん触しよくが錯さつ覚かくとして生まれて、つい苦笑いがこぼれた。

　日を浴びて、肌はだにまとわりつくものを感じる。それを取り払はらうように、額を腕うでで拭ぬぐった。

「ふぅ、今日も健全な汗あせを流してしまった」

「どこがだよー！」

　布ふ団とんに俯うつぶせに倒たおれている多摩湖さんの耳はまだ冷める前のマグマみたいだ。どたんばたんと両手足を動かして暴れるか、もしくは悶もだえている。恥はずかしがる多摩湖さんは可愛かわいいなぁ。ふと生きる希望を失ったら多摩湖さんを羞しゆう恥ち心しんでいっぱいにすれば俺は何度でも復活できる自信がある。まぁそもそも、そんなこと思いつく時点で明らかに生きる希望を失ってないけど。

「なにニヤニヤしてるの！」

　寝ね転ころんだまま上半身を反そって、ビシッと俺の顔を指差してくる。笑ってるかな、と指で顔に触れて確かめてみる。あ、すっげー笑え顔がお。触さわり心ごこ地ちで分かる、最高の笑顔だ。幸せだねぇ。

　手のひらには多摩湖さんの腰よう骨こつの感触がまだ息づいている。もう他ほかのなにかに触れて、この感覚を上書きしたくない。でも多摩湖さんの手を未いまだに握にぎってないからなぁ、困ったぜ。

「ほわほわ」

「黄鶏かしわ君の鼻の穴からハッピー粒りゆう子しが出てるー！」

「多摩湖さんにもお裾すそ分わけ」

「いらんわ！　それに変態ワード探求者なのにそんな爽さわやかに窓まど際ぎわに立つんじゃない！」

「探求もなにも、花札を作製したのは多摩湖さんなのですが」

「徹てつ夜やは魔ま物ものじゃー！」

　またもバタバタ。今の内にもう一組の布団をどこかへ葬ほうむり去ってしまおうかと一いつ瞬しゆん考えたけど、しかしそんなことはどうでもよくなるほど、今の俺は充じゆう足そく感に溢あふれているのだった。

「君のこの数ヶ月における目覚ましい変態促そく進しんに、私はついていけなくなったよ……」

「いやぁ、俺としては多た摩ま湖こさんへの愛を素す直なおに表現しているつもりなんだけどなー」

「原石すぎるからもう少し加工するように、がくり」

　そう言い残して多摩湖さんが枕まくらに顔を埋うずめる。布ふ団とんの上に散らばる藍あい色の長ちよう髪はつは、全すべて拾い集めたくなる美しさに満ちていた。波の上に広がる波は紋もんめいた光こう沢たくと艶つやが髪かみの表面を滑すべる。

　見下ろしていると目は釘くぎ付づけとなり、やがて側そばまで近づいて屈かがんだ俺がその髪を一束手に取るのも自然な振ふる舞まいといえた。ついでに手のひらで汲くんだ水のように広がる髪についばむようなキスを繰くり返すのも「っらー！　なーにをしてるか！」急に起き上がってお尻しりで後ろへ跳ちよう躍やくした多摩湖さんが壁かべ際ぎわまで逃にげて、ふーっと猫ねこのように毛を逆立てる。耳はまだ赤い。

「実は、多摩湖さんを無言で三秒見つめると恋心が更こう新しんされるという俺ルールがあって」

　もっとも俺に限らず、健全で交際が順調なカップルなら誰だれでも持つルールではありますが。バカップルまで行けば、五秒見つめあったら婚こん姻いん届を新しく提出し直すレベルらしいぜ。

「そ、それはまぁ、許す！　許そう！」

「おぉ、多摩湖さん公こう認にんルールになった」

「でも髪にキスする理由になってない！　この前から私の髪に変質的に変態なんですけど！」

「いやぁ、常々お美しいと思っていて赤い実的なものが今弾はじけて」

「うががー！　脇わき→胸→髪ってどういう興味の推すい移いなのさ！」

「いやその言い方は語ご弊へいがあります」

「どこが！」

「まるで今の俺が多摩湖さんの脇や胸に興味ないみたいじゃないですか」

「もしかしてアリアリですかー！」

「イエス、イエス、イエス！」

「ぎゃー、Ｅ（エロ）ウイルスに感染した黄鶏かしわ君に襲おそわれるー！」

　逃げる多摩湖さんを待て待てー、と無む邪じや気きに追いかける俺……という構図になるはずなのに、どうしてか二人とも息が荒あらい。しかも海を目の前にしてなぜか、舞ぶ台たいは室内であった。

　海岸でやれよ、と言われてもおかしくない追いかけっこを部屋の中で繰り返す。先に転んだのは俺だった。布団のシーツに足を取られて横転して、派手に畳たたみの上を転がった。

　倒たおれる際、浴衣ゆかたの奥に潜ひそむ多摩湖さんの生なま足あしを覗のぞこうとして首を強引にねじ曲げた影えい響きようか、首の骨がめじっと密度の高い音を立てた。あうぉぐふくふと首筋を押さえながら左右に転がる。

「わ、大だい丈じよう夫ぶ？」

「痛め損だぁ、覗けなかった……」

「うん大丈夫そうだね、いつもの変態な黄鶏君だ」

　変態呼ばわりが定着してしまった。おかしいな、多摩湖さんへの恋心を少し具体的に表しただけなのに。彼女の一部分を深く愛すると変質的な評価が下されるって、人間は不思議だなぁ。

　などと神秘に失敬な過程を経て感動しながら、身体からだを起こす。首筋はまだ痛いし、走り回ったせいで肺が苦しい。二酸化炭素が満まん杯ぱいで、それを少しでも補おうと口が勝手に呼吸している。

　暴れて着き崩くずれした浴衣ゆかたを直しながら、多た摩ま湖こさんも同じく息を整える。俺は肩かたと息を弾はずませながら、その合間を縫ぬうようにして言葉を紡つむいだ。

「合宿は大成功ですね」

「どこを見てなーにを言っとるんだね君は」

「そういえば、このゲームの名前ってあるんですか？」

「んー？　……んー、つけるの忘れてた。あんまり良い名前も思いつかなかったし」

　額の汗あせで張りついた前まえ髪がみを指で摘つまみながら、多摩湖さんが言う。

「なんか良い名前ある？」

「いや、俺にはそういったセンスはないからなぁ」

　言いつつも腕うで組ぐみして、あるか怪あやしい知ち恵えを絞しぼる素そ振ぶりは見せる。こいこいが基本なわけだから、こいこいなんとかもしくはなんとかこいこいになるのが美しい。こいこい、恋々。多摩湖さんこいこい。たまこいこい。これでいいんじゃないだろうか、俺の心情的に。

「………………………………………」

　俺は時々、いや四し六ろく時じ中ちゆう考えている気もするな。多摩湖さんをどういった風に好きであるべきなのだろうと考える。多摩湖さんの見た目に惹ひかれたとか、内面が好ましいとかそういう好きになる要素っていうのはまぁ色々ある。一つに限定する必要はないし、むしろ一個しか好きな点を挙げられないなんて彼氏としてどうよ、とか思っちゃったりする。それはいいんだ。

　俺が考えるのは、そんな愛すべき要素をどういう風に恋して認めて愛いとおしいと思うべきかだ。脇わきに恋するだけはダメ、胸を見つめるだけではダメ。だけど全体を見渡わたしているだけだと、多摩湖さんの輪りん郭かくはぼんやりとしてしまう。適切な立ち位置と焦しよう点てんの合わせ方が、なかなか見えてこない。

　このカードゲームというのはその愛の形を試し行こう錯さく誤ごするための実験みたいに思える。いやまぁ、多摩湖さんにそういった深い考えがあるなんて、良い意味で思わないけど。あくまで前向きな意味だぞ、うん。多摩湖さんは小難しい理り屈くつなんかなくても生きていける人だからな。

　楽しいことに飛びついて、飛びつく楽しさがないなら創意工夫して怠たい惰だな時間を盛り立てる。それが行きすぎて留年とかしたけれど、毎日が本当に楽しそうなので、周囲から羨うらやまれる。

　その多摩湖さんの側そばにいるからこそ、俺にとって朝日は眩まぶしいし一いつ緒しよに食べる昼ご飯は最高で、夜眠ねむるときも六歳さいの水着の写真を見つめるときもダル子さんと日付が変わるまでキスの練習をするときも、明日への希望に満ちている。多摩湖さんあっての毎日なのだ、今は。

　結局そんな、まったく関係ないことばかりをぼんやりと思考して、幸せに行き着く。結婚とかお義と父うさんお義か母あさん、そんなことを普ふ段だんから夢想しているけど実際、俺たちはいつまで一緒にいられるだろう。いつまで、一緒にいること以上の幸せが見つからないまま生きていけるだろう。一生、続くだろうか。それとも世界中に溢あふれる出会いと別れのように、俺と多摩湖さんも離はなればなれになって新しい幸せを探すときが訪おとずれるのだろうか。俺や多た摩ま湖こさんの両親だって、最初に付きあった運命の人同士とかそういうこともないわけだからな。……うぅん。

　それに加えて、俺がこのまま学校を卒業しても多摩湖さんはまだ高校にいるわけで、実際そうなったらどうなるんだろう。俺たちこのまま関係変わらないでいられるかな、と不安も募つのる。

「………………………………………」

　それでもあり得ない、と根底で楽観的に否定出来ているから、まだまだ大だい丈じよう夫ぶかな。いや、それどころかずっと一いつ緒しよにいたい、という気持ちは常にある。きっと、多摩湖さんにも。

　それを研とぎ続けて見据すえ続ければ、愛っていうのは永遠かも知れない。他ほかに優先するものを作らなければ、きっと見失わないで生きていられるはずだ。ということで、多摩湖さんラブ。

　多摩湖さんラブ！　何ヶ月、何度カードゲームを繰くり返しても、言いたいことと主張したいことは結局それだけなのであった。そしてそれに対して希望する返事は、黄鶏かしわ君ラブだけだ。

「多摩湖さん」

「うん、なにか良い考え浮かんだ？」

　はい。でもそれは今の俺たちには当たり前のことなので敢あえて言うことはありません。

　その代わりに。

「せっかく海まで来たんだし、砂浜でも散歩しませんか？」

　窓の外を指差しながら誘さそってみる。多摩湖さんは指の示す方向を目で追いながらも、焦しよう点てんが飛んだような目つきとなって一いつ瞬しゆん呆ほうける。俺の唐とう突とつな提案に面食らっているようだった。

　だけどそれもすぐに終わる。どう受け取ったかは分からないけど、多摩湖さんの目に光が戻もどった。そして「関係ないじゃん」とへらへら、緩ゆるく多摩湖さんが笑う。その笑え顔がおと向きあっていると、穏おだやかな波に揺ゆられる感じになる。心ここ地ちよい揺さぶりで、ふわふわと心が浮く。

「でもいいよね、海岸を歩くの。海水浴が無理ならそれぐらいやっておきたいよね」

「ですよねー」

　愛だの恋だので悩なやんでいるぐらいなら相手に向けて、それを叫さけんで主張していた方が精神衛生によろしい。それを潤じゆん滑かつに行うための勢いが欲しいなら、こういうカードゲームもどんどんやっていくべきだ。だから多摩湖さんの徹てつ夜やは正しい。つまり知性ある徹夜なのだ。

「わっしょいわっしょい」

「うわわわ！　な、なに急に人の脇わきに手を入れて持ち上げようとしてるの！」

「多摩湖さんを祭り上げたくなって」

「う、嘘うそだー！　黄鶏君のことだからなんだかんだと理由をつけて私の脇を触さわろうとしてるだけだー！　私にはそれくらいお見通しだから！」

「そういう不純な動機はなくて、単純に多摩湖さんの脇に触ふれていたいと願う次し第だい」

「祭り上げる気持ちの方が不純だったのかよ！」

　冴さえ渡わたる多摩湖さんの突つっこみと手のひら。ばしん、と俺の額を押し返して多摩湖さんが脇の自由を取り戻もどした。じんわりと額に、波のように押し寄せる痺しびれの中で、それに微笑ほほえむ。

　この微かすかな痺れと痛みが、俺たちの幸せの正体なんだろうなぁ。

　旅行は始まったばかりだし、きっとこの後何度も、この幸せと遭そう遇ぐうすることが出来るだろう。

「まったく油断するとすぐこれなんだから、君って子は！」

「多た摩ま湖こさんの脇わきは隙すきがなくて結構苦労するんですけどね」

「……っ、もう。帰ったら早さつ速そく、新しいカードゲームを考えて黄鶏かしわ君を再教育するから！」

「あ、俺も思いついたゲームがあるんですよ。多摩湖さんとエロックジャック」

「名前を聞いただけでこっちの目の前がブラックになるよ！」







　この後はカードゲーム研究会の合宿じゃなくて婚こん前ぜん旅行なので、これにて活動は終しゆう了りよう。

　本日の多摩湖さんレポートは特に充じゆう実じつしそうだ。ではまた。
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　なんてことがあったのが、もう十五年も前だなんて信じられない。

　俺はゆっくりと目を開いて、瞼まぶた越ごしでも感じ続けていた光が溢あふれる青空を見上げる。夢のような回想がゆっくりと解けて曖あい昧まいに、どろどろに心の底へ溶とけていく。

　次に具体的な形になって思いだせるのは、いつになるだろう。歳としを取る度たびに俺は背中を押されて前へ進み、楽しかった思い出との距きよ離りを強制される。段々と過去の鮮せん明めいさが失われていくのだ。もしかするとこんな風に、当時の彼女が活いき活きと動き回るのはこれが最後かも知れない。それが怖こわくもあり、だけど恐おそれること自体が幸せだったことの証明に思えて、俺は笑った。

　当時は将来に不安を抱いだくことも少なかった。失うことに怯おびえるのではなく、幸福がすぐ側そばで息づいていることに安あん堵どしていた。俺は当時の彼女に夢中だったし、彼女も俺のことが好きであったと信じる。そんなこと確かく認にんする必要もないほど、俺たちの距離は近かった。

　もし十五年後の俺、つまり今の俺が過去に戻もどって現状を伝えたとしても。未来に起きうる出会いと別れを語ったとしても、かつての俺の信用を得ることは出来ないだろう。遠い昔に読んだ藤ふじ子こ・Ｆ・不ふ二じ雄おの短編にそんな話があった気もする。時間は俺たちを分断する。過去の俺は、今の俺とは別人なのだ。別人のタワゴトに耳を傾かたむけるほど、当時の俺は彼女以外に興味が向いていなかった。……おやおや。別人でありながら、手に取るように気持ちは分かるものだ。

　彼女との幸せの時間は長く続かなかった。だけどそれが終わったとき、俺は不幸になったのだろうか。いや、それは違ちがう。もし過去に戻れるとしたら、それだけは真実として伝えられる。

　たとえ別れることが必然であったとしても、恐れず日々の幸福を掴つかめと。夢に見るほど、後こう悔かいするほど、願い続けるほど、忘れたくないと切に思い、胸を焦こがすほど。君は、幸せになる。

　その幸せがなければこの十五年間、君は正しく生きてこなかったとも。

　ありがとう、と唇くちびるが何度も紡つむぐ。感謝の念を、後悔の苦味を。

　もう隣となりにはなく、見えなくなって、だけど世界のどこかで生き続ける貴女あなたに。

　見上げた青空。麗うららかな春の日差し。穏おだやかに頬ほおを撫なでて、少し強い風がその熱をさらう。ふわふわと舞まい上がるような気持ちを柔やわらかく抱だき寄せて、早春の息吹いぶきを目め一いつ杯ぱい吸いこむ。

　風と樹きの歌、それに匂におい。あの頃ころから街の匂いだけは、ずっと変わっていない。

　俺が俺であることも、また、変わらない。

　飛べない鶏にわとりが空を見上げて、だけど今日も羽ばたこうと独ひとり笑う。

　……ふと、名前を呼ばれた気がした。

　耳に突つっこんでいたイヤホンを外して、空耳でないことを確かめて、最後に笑う。

　今日は駅前の噴ふん水すい広場で、妻と今年五歳さいになる子供と待ちあわせだ。妻と子供と一いつ緒しよに街の方へ出かけての買い物を約束していた。他愛たわいなく、でもなにより守りたいと今の俺が思うもの。

　それが少しずつ、こちらへ向かってくる。

　ゆっくりと、視界が家族でいっぱいになる。

　ああ、幸せだ。ああ、ああ………………………………………「おーい、こっちだよー。ありがとー、ありがとー」

「おぉい黄鶏かしわ君、お得意の妄もう想そうから生まれた架か空くうのだれさんに手を振ふってるの？」

　隣となりを歩く多た摩ま湖こさんに頬ほおを引っ張られて、そこで我に返る。目の焦しよう点てんが合って、滲にじんでいた未来の世界が現実へと置き換かわっていく。水面に漂ただよっていた濁にごりが取り払はらわれたように。

「……あぁ、多摩湖さん」

「うん、そして君は黄鶏君。頭がどこ逝いっちゃってたの？」

　俺の髪かみを摘つまんで弄いじりながら、隣に立つ多摩湖さんが微笑ほほえみかけてくる。

　どうも十五年後どころか、意識が飛んでから十五秒ぐらいしか経過していないようだ。

　海へ旅行して多摩湖さんの浴衣ゆかたを逆立ちで捲めくらせる……なんてことがあってから実は二日ぐらいしか経たっていなかった。イェーイ、十七歳さいの秋。無論、多摩湖さんだって十九歳だ。

　いやはや、すっかり妄想に浸ひたってしまいました。ドッキリ成功かな？　え、なんだそれ？

「いやぁ実は回想の予行演習を少々」

　まぁあり得ないけど。多摩湖さんのいない未来とか、ねぇ。並行世界中を探してもないね。

「すっげー良い顔だから、思わず携けい帯たい電話で写真撮とっちゃった」

　多摩湖さんが肩かたの高さまで掲かかげた携帯電話の液えき晶しように、目の焦点の飛んだ俺がいた。こわっ。

　こんなやつが憩いこいの噴ふん水すい広場の前で立ってたら、架空の妻と子供も逃にげるって。

「……イェーイ、多摩湖さんの電話まで独ひとり占じめー」

「虚うつろな目で万ばん歳ざいしてるよー。ていうかいつも君の写真が待ち受け画面に使われてるんだけど」

　なーんだ、今いま更さらか。俺の携帯電話も多摩湖さんが独どく占せん中だし、取り立てることでもなかった。

　今日は火曜日、平日の放課後。カードゲーム研究会は活動の場を美術準備室から街へと移して、ぶらぶらと歩いていた。本日の活動内容は映画鑑かん賞しよう。先週から賭かけポーカーを題材にした映画が上映されているというので、多摩湖さんと一いつ緒しよに観みることになった。うーん、それが幸せすぎてその余よ剰じようで、架空の美人妻や子供を待つ幻げん覚かくを見たのかもしれないな。幸せ怖こわい。

「新しいカードゲームを思いつくヒントになるかもしれないし」

「あれ、俺の提案したエロックジャックは？」

「ん、ケロックコンボがどうかした？」

　すっとぼける多摩湖さん可愛かわいい。いやそうじゃなくて、俺の会心の提案が幾いく度ども流される。

「あ、新しいカードゲーム思いついた！　よぅし、早く帰って徹てつ夜やの準備しなくちゃ！」

　唐とう突とつに多摩湖さんが素すっ頓とん狂きような声をあげて反転する。そして、俺の手首を掴つかんで駆かけだした。

「あの、映画は？」

　引っ張られながら、映画館より離はなれていくことについて尋たずねてみる。

「映画はフィクション！　徹てつ夜やはノンフィクション！」

　なんだそりゃ！　多た摩ま湖こさん特有のメチャクチャな切り返しに、しかし引きずられる。

　映画デートを次し第だいに諦あきらめて、俺も自前の足で地を蹴けり、多摩湖さんを追い越こそうと全力疾しつ走そう。

　旅行といい、映画といい、計画通りにはいかないのも、多摩湖さんの醍だい醐ご味みかな。

　……とまぁ、まったく順調に交際は続いているわけで。これからも、きっとこのままだろう。

　昨日の幸福を今日に持ち越そうとするバカップルが、使い古した幸せに亀き裂れつを入れて別れる。

　明日に向かって日々培つちかわれるものを更こう新しんするカップルだけが生き残るのだ。

　変化するものが生き残るこの世界の生物のように。

　卵を抱かかえた鶏にわとりはいつまでも、青空の下で羽をばたつかせて、地面を走り続ける。







　　　あとがき







　本作の登場人物紹しよう介かい、ネタバレ全開編。

　黄鶏かしわくん……主人公。変態でお馬ば鹿か。

　多た摩ま湖こさん……ヒロイン。お馬鹿で変態。




　あとがきのネタがないからキャラ紹介で埋うめようと思ったら、二人しか出てなかった。しかもネタバレすることさえなかった。二百ページ強もなにが書いてあるんだ、この本。

　本書はバカップルというかカップルの馬鹿がカードゲームの形を借りていちゃついているだけです。人がバッサバッサと死んだり宇宙人モドキが出てきたりといったドーラマティックな展開もなく、伏ふく線せん？　なにそれ？　状態なので、緩ゆるい感じでお読み頂ければ幸いというかこれをマジメに読むのは難しい気がしてならない。でも書くのはすっげー楽でした。

　そんなしょうもない内容ではありますが、お買い上げ頂きありがとございました。

　少しでも気に入って頂けたら、それ以上の幸いはありません。




『この借りを返すのは来世で！　来世はアラブの石油王ですから！　欧おう州しゆうのサッカーチームを幾いくつか持っちゃったりして、試合観戦に誘さそいますから！』などと良い笑え顔がおで語る新しん宿じゆく中央公園で職質を受けたことのあるカリスマ編集者さんには今回もお世話になりました。小お山やま様、西にし谷たに様にもお世話になりましたが、カリスマさんのような夢溢あふれる発言が非常に少ないので、もっと大だい胆たんに生きてみてはいかがでしょうか。たとえば、『フクロウは森の賢けん者じやって呼ばれてるけど、実際は話してみるとそう賢かしこくもなかった』とか「あんたが賢くねーよ！」と突つっこみを待っているとしか思えない父のように。あーはいえぇと感謝してます。あーはい母にも。

　そしてイラスト担当の左ひだり様にも、格別の感謝を。いつもお世話になっています。

　ソレデハ、ホンデル。ライゲツモ。ヨロシク。
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　小説っぽいもの、その④







　ああ、青い小鳥がまた逃にげてしまいました。ここから飛び立てば、もう止まる木は見つからないのに。いつか必ず堕だ落らくし、地面に擦こすれて小鳥は死に至るのに、なぜそれを選ぶのでしょう。

　私にはまったく理解出来ません。歩道に取り残された私は、逃げるように走る男の自殺を嘆なげき悲しみ、浮かない気持ちでいっぱいです。なぜ、人はあんなにも死に急ぐのでしょうか。

　せめて生き急げばいいのに、と願ってやみません。私がお連れしようとした先生のもとに、今の方も辿たどり着ければよいのですが。そうしなければ、永遠に死に急ぐでしょう。

　先生は『これからとてつもないことが起こる』と仰おつしやられていました。その具体的な出来事はご自分にさえお分かりにならない、と先生は悔くやしそうでした。あの先生の苦く悩のうが、凡ぼん百ぴやくの小こ娘むすめにすぎない私にさえ計り知れない影えい響きようを与あたえたのです。切り揃そろえられた苦悩と悔かい恨こん、そこから培つちかわれる使命感が今の私の中に燃えたぎっています。人を動かすという点において、先生ご自身は『そんなものではありません』と謙けん遜そんなされますが『神様』と表現して差し支つかえないでしょう。救われる者にとっては救う者こそが神なのです。ですから私もいずれ、先生ほどの大きさがなくとも『小さな神様』となることが出来る、と固く信じています。

　それなのに今やって来きた私の『上』の人間は「いいか、やりすぎるなよ」などと。目の前の男は一体、なにを言っているのでしょう。人を救う為ための説得にやりすぎなどということはありません。この男はまだ神様ではないのです。私より『上』と皆みなの間で評価されているにも拘かかわらず、誰だれも救おうとしない。権力欲に取り憑つかれた愚おろか者ものたちが、どうして先生のお言葉を理解出来て私たちと同じ場所に集つどったのでしょう。それは先生が偉い大だいだから。そうですね、きっと。

「お前はなんというか……熱心すぎる。もう少し落ち着いてだな、話を聞いて貰もらう為にだ、」

　ああうるさい。口ばかりの男の目から逃のがれる為、与えられた管かん轄かつから大きく外れた大通りに向かいました。そもそも人を救う活動に管轄などというものがあること自体、矛む盾じゆんしているのです。私と同じ『所属』の女の姿もありましたが、あんな女より私の方がよっぽどたくさんの人を救ってみせます。たくさんの人を救える者が、人の多い場所へおもむく。この自然な選せん択たくに気づけないのに、『上』であっても管轄などというものを決めるのがおかしいのです。

『小さな神様』となるまで、時間がどれだけ残っているか分かりません。なにしろ『とてつもないこと』がこれから起こるのですから。それは明日か、それとも今日この日に起きるのか。

　絶望の覆おおうような空の下ではあります。ですがその空を背景に、世界にはこんなにも青い小鳥が死に急いでいます。今日終わるかも知れない世界で、それでも私は誰かを救いましょう。

　人は誰でも死にます。終わりを迎むかえます。

　そしてよき終わりを与える為に、私たちは活動しているのですから。

　ああ、次の青い小鳥が向こう側がわから、死に急いで私を求めてやって来ます。

　きっと次こそ次こそ次こそ、私と共に幸せになりましょうね。
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『会議が長引いて遅れました』とか言ってみたい24歳。

『スターゲイザー』もいいし、『運命の人』もいい。

『春の歌』も『愛のことば』も『俺のすべて』も大好きだ。あ、スピッツの話です。『ハチミツ』もいいなぁ。
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左ひだり

横浜市在住のふたご座。カードゲームや雑誌のピンナップ等を中心に活動しているフリーのイラストレーター。流行に疎い仙人のような生活をしています。
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